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祇園を祇園と書くのは誤字か

浮世絵アーカイブを資料とした検証
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あらまし：京都の祇園の表記には、様々なバリエーションがある。「しめすへんJを 「ネ」 で書くか「示」

で書くか。また、その右努の「氏」の下部に 「ー」 を付加する（砥）、などである。本稿では、右芳の字体

について、「ー」を付加する、あるいは、 IてんJを右肩に付加するなどの字体が、近世期からの伝統的な

表記をうけつぐものであることを、検証する。そのための資料としては、立命館大学アートリサーチセン

ターのデジタル・アーカイブ（浮世絵・名所図絵）を利用する。そして、この作業を通じであきらかになっ

た、デジタル・アーカイブのメタデータ付与の問題点について述べる。メタデータは、研究者の多様な研究

目的に対応できる柔軟性をもつものでなければならない。
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the various research purposes. 
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【1】はじめに

本シンポジウムの昨年度（第 11回：『国文学と非文

字資料』）において、赤間亮氏（立命館大学）が 『古

典芸能研究におけるデジタルアーカイブの効用』

と題して講演をなさった。この赤間氏の講演の主

旨は、立命館大学アートリサーチセンターにおけ

る、主として、浮世絵画像アーカイブの構築・運

用（特に、メタデータの付加）についてのものであ

った（注1）。

一方、筆者は、昨年から、京都における「祇園j

の表記の実態調査をおこなっている。これは、主

に、非文献資料による文字研究の領域へのこころ

みである。基本は、現存して、今現在、通常に街

頭で自にすることのできる資料を対象としている。

これは、文字使用の実態調査の報告であると同時

に、文字（字体・書体・表記法）の地理的分布から、

その変遷をたどる、一種の歴史学的な側面もあわ

せもっている。（注2)

現存する現在の事物・事象、特にその地理的分

布から、歴史を考えるというのは、学問分野でい

えば、言語地理学・日本民俗学などにおける、方

法論である。この発想を文字史に適用した場合、

当然、過去からの文献資料について、比較検討 ・

検証の必要が生じる。

このよ うな研究を通じて得た知見の一部として、

本稿では、以下のことを述べるものである。



(1）.現時点における非文献資料における祇園の表

記の様相が、江戸期の文献資料（浮世絵・名所図

絵）などにおいても確認できることを述べる。現

代の文字の実態についての、歴史的資料からの

検証である。

(2）.祇園についていえば、「抵園」の表記は、必ず

しも、誤字とはし、えず、歴史的な標準・慣用で

あることが判明する。これは、「文字の正しさ」

とは何であるかについて、再考をうながすもの

である。

(3）.祇園の地名は、京都の他にも、福岡市（博多）や

広島市にも存在する。これらの現地調査の結果

と比較した場合、伝統的な祇園信仰の裏づけが

ある博多の祇園は、京都に近い様相を示してい

る。しかし、広鳥の場合は、祇園信仰の伝承が

なく、また、戦後あたらしく復興した街である

こともあってか、きわめて辞書的規範に忠実で

ある。

(4）.本研究で、は、京都の祇園についての歴史的資料

としては、立命館大学アートリサーチセンター

（以下、本稿においては、「立命館ARCJと略称

する）で構築・公開の、デ‘ジタル・アーカイブ閲

覧機能によって一般に見ることができるものを

使用する。そのため、本稿のような研究課題に

おいては、デジタル・アーカイブのメタデータ

付与が、きわめて貴重である。

(5）.メタデータ付与は、多様な研究者の多様な研究

目的に対応できるもので、なければならない。そ

のためには、より細分化されたものではなく、

逆に、より概括的・包括的なものであることが

望ましい。

【2］非文献資料と文字研究

従来、文字研究は、文献資料を中心に行われてき

た。簡単にいえば、紙・木簡に手書きで書かれた

もの（写本）、あるいは印刷されたもの（活字・木版

など）であった。また、そのうえに、昨今の課題で

ある、コンビュータで使用する文字の問題

(Unicode、JIS漢字＝JISX 0213:2004など）が、

議論の対象となっている。

筆者は、これらの文献資料ではなく、非文献資

料という一群の文字資料の存在に着目している。

非文献資料とは、一般的には、街頭で人々が目す

る、パス停・道路標識・駅名・店舗の看板などで

ある。これらは紙に書かれた文字ではなし、（多くは、

プラスチック・木・鉄板など）、また、図書館・博

物館などに保存されるもので、もない。しかし、現

実に、人々が、実際の生活において、行動のより

どころとなっているのは、この種の文字である。

これら非文献資料の利用は、以前のフィルムカ

メラの時代では、かなり困難であったことである。

現在、フィルムカメラに変わるものとしてのデジ

タルカメラの普及と、その画像データのコンビュ

ータでの管理・整理によって、研究資料として利

用できるようになったものである。さらに現在で

は、画像のE氾f情報へのGPS情報（撮影の位置情

報＝緯度経度）を、付加することも容易になってい

る。（注3)

【3】現在の京都の祇園の表記の問題点

結果的に、京都における祇薗の表記ついては、筆

者は次のような結論を現段階では得ている。

論点は次の二つで、ある。

第ーには、 「しめすへんJを 「ネ」で書くか「示J

で書くか、である。

第二には、「氏jをどう書くか。「氏」の下に「ーJ

を付加する、あるいは、右肩に 「てん」を付加す

るか、である。辞書的な規範としては、下に「ー」

を付加する 「祇Jと「砥Jは別の漢字である。ま

た、右肩に「てん」を付加する字は、基本的には

通行の小型漢字字典には掲載されていない文字で

ある。

以上の、論点を整理すると以下のようになる。

「しめすへんJについては、

(1）.京都の祇園における基本的な表記は、「しめす

へん＝ネJである。

(2）.「祇（ネ）」は、伝統的花街の風情を残す地域に

顕著に観察される。

(3）.祇園地区にあっても、現代的な繁華街としての

地域では、 「祇（示）Jや「GIONJなどの雑多な

表記が見られる。

(4）.「祇（ネ）」の字体は、非文献資料のみならず、

京都ローカルな文献資料でも確認できる。

(5）.「祇（ネ）Jと「祇（示）Jの違いは、文字使用の

位相差であると同時に、地理的分布として、観

察できる事象である。
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右芳の 「氏」については、

(1）.「しめすへん」の知何にかかわらず、基本的に

は、「氏」である（正しい表記）。

(2）.しかしながら、辞書的規範からすれば誤字であ

るはずの「抵」が、意外な程に多く見いだせる。

ただし、位相的・地理的分布を確認できるほど

には、多くの事例があるわけではない。しかし、

図 2(JIS漢字字典）

少なからぬ 「抵」の例が存在することは確かで

ある。（これが、単なる誤字であるのか否かの検

証が、本稿の主な主題とするところである）。

【4】漢和辞典などの「祇・祇」の記裁

通常の漢和辞典を見れば、 「祇」と「紙」は、本来

はそれぞれ別の漢字である旨の注記が、必ずある。

一般的な漢和辞典の代表として、『新字源』（角JII 

書店）（図1）の記載を要約する。（注4)

【5】「しめすへん」の具体例

これについては、既にいっくつかの学会・論文な

どで述べたことである。しかし、確認のため、現

在において最も典型的と思われる、祇園の表記事

例をしめす。（図3)

「祇J：音は「ギJまたは 「シ」。「くにつかみJの

訓があり、「神祇」など用例がある。あるいは、助

字として「ただ・まさにJと訓ずる。

「砥」 ：音は「シ」。訓は 「つつしむj あるいは、

助字として「まさに」ともちいる。

辞典によって程度の差こそあれ（「別字Jとするか、

「通用する字」とするか）、本来は、別の漢字であ

る。そうであるならば、「祇園」を「祇園」と表記

することは、誤字ということになる。

また、この両字は、『＇JIS漢字字典』（注5）でも、

基本的には区別されている。しかし、 文字の使用

に記述的立場（漢和辞典のように規範的ではなく）

をとる『JIS漢字字典』の掲載の用例をみると、

印刷と「抵」は、様々に混同して使用されてい

llf'~.；白紙の成田 ~6 v
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ることがわかる。（図 2)

まず、以下のことを確認しておく。「祇」について

の、一般的な辞書的規範字体としては、「しめすへ

んJは 「示Jが本来の字体、「ネJが拡張新字体

(83JIS漢字体）、右芳は「氏J、これが基本である。

そして、「祇」と「祇Jは別字とする。

なお、ワープロでの仮名漢字変換では、 ATOK

でも MS・IMEでも、「ぎおんJから変換すると 「祇

園j 「砥圏」の 2種類の変換候補が出るようにな

っている。これは、実際の使用例を反映しての変

換辞書になっているためであろう。

図 3（筏匿の実例）

7
向
刷
工
凶
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レ
川
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図 1（新字源）



【6】「祇』と「抵J（右芳の「氏」の字体）

次に、「祇Jの右芳に着目して、その概要を述べる。

以下、本稿の立場としては、「祇」の右芳について

は、「祇園Jが正しい表記であり、 ri祖国Jは誤表

記である、という一般的前提のもとに、考察をす

すめることにする。（しかし、結果としては、「砥

圏」は誤表記というよりも、一種の慣用的な表記

法として定着しているものと、筆者は考える。）

【7］現在の「紙園』の事例

筆者が見いだした、 「砥園Jの事例をいくつか以下

にしめす。これは、非文献資料に限定する。なお、

観光ガイドや地図類においても、かなりの事例を

見つけることはできるのだが、これらの場合は、

ワープロによるく誤変換〉の例と見なして、とり

あえず、考察の対象からはずすことにする。

Higashiyama-ku 

Gionmachi M 
司対人10~叫干

フ｜さロ｝犬｜ ロ｜叫

京山区

祇園町南側

l抵国（

図 4（抵園の実例）

また、基本的には、「抵J「祇園Jのみを示す。

文字から、その使用箇所などが特定できないよう

に、あえて、このような処置をとる。これは、「祇

園jの事例が、店舗名など、かなり個人的なもの

に多く見られるからである。ただし、公的・公共

的なものについては、その限りではない。左上は

交番の地名表示である。（図4)（注6)

以上のような事例が、実際に京都の祇園地区を歩

けば、容易に観察される。その気になって探せば、

すぐに見つかる、と言ってもよいほどである。辞

書的規範からすれば、あきらかに誤字である。し

かし、単に現在の用例数が多いことのみでは、誤

字とも慣用的用字法とも、判断しかねる。

【8】立命館ARCデジタルアーカイブ

立命館大学アートリサーチセンター（ARC）につい

ては、昨年度の『人文科学とデータベース』シン

ポジウムにおいて、実質的にその構築と運営にた

ずさわっておいでの赤間亮氏より、解説の講演が

あったことは、前述のとおりである。

令ヤ：る4 _, 

主語辞色邑工t 恒，，，，＿.，止J

ム正ニヰ~ニヰ

図 5（立命館ARC) 
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少なくとも、以上の2点をふまえた上で、文字史

研究の立場からは、次のような疑問があたらに発

生する。ただし、本シンポジウムの主旨にてらし

て、問題点、の指摘のみにとどめ、専門的な考察は

別の機会に発表することとする。

今後は、次の2点、が研究課題となる。

(3）.「紙（ー）」や「祇（てん）Jから、現在の「祇（氏）」

が主流になったのは、いつごろ、どのような経

緯によってなのか。

赤間氏の発表は、主として、絵画史・芸能史の資

料としてあっかうことを目的としたものであった。

一方、筆者、これを文字史研究の資料として見る

ことになる。ここでは、本稿の利用目的の範囲内

において、そのデジタル・アーカイブについて、

概略を述べる。これは、あくまでも、公開されて

るデ、ジタル・アーカイプについての、利用者（筆者）

す、－~－fぶ·：~：·！t~i
－，紘一 ·~：

市 M

r~t)t"3Y ~ 

としての見解である。

立命館 ARCは様々な活動を行っているが、そ

のなかに、デジタル・アーカイブがある。 rARc

公開データベース」としては、例えば、「歌舞伎関

連データベース」「浮世絵関係WEBサイト検索シ

ステム」などがある。今回、筆者が、「祇園Jの調

査に利用したのは、「書物と絵画プロジェクト／京

都名所図絵閲覧システムJである。 （図 5)（注 7)
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【9］江戸時代の祇園の表記

立命館ARC「書物と絵画プロジェクト／京都名所

図絵閲覧システム」で「祇園Jで検索をかけた結

果として得られた画像データ（江戸時代の版本画

像）をデ‘ィスプレイで見て、実際にはどう書かれて

いるかを整理したのが、本稿の末尾に掲げた「立

命館ARC祇園表記調査Jである。（ただし、「八坂

神社Jで検索すると、得られる画像データの結果

は異なるが、 I祇園Jの表記の様相については、基

本的に閉じである。）

一覧すればすぐに分かるように、「祇園jを現在

のごとく正しく「祇（氏）園Jと書いた例の方が少

ない。むしろ、右芳の「氏Jの下に「ー」を付加

したり、右肩に「てんj を付加する字体の方が多

数をしめるのである。

ここでは、立命館 ARCから得られる代表的な

「砥園Jの事例をしめす。

JlK 
）記

図 6(ARCの穏園の実例）

~~ 
j記
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（図的

【10】祇園は誤字とはいえない

立命館 ARCのデジタル・アーカイブを資料とし

て検証する限りにおいてであるが、京都の祇園の

文字については、次のように整理できる。

(1）現在の祇園で、「祇園Jと書くこ とは、必ずし

も誤字とはいえない。

(2）.江戸時代からの用例を通覧するならば、現在で

は正しいとされる「祇（氏）Jの例はむしろ稀で

あって、「祇（ー）J「祇（てん）Jなどの字体の方が、

一般的な通行字体で、あったことが判明する。



(4）.さらに現在の祇園において見ることのできる

「祇（示）Jは、いつごろ、どのような経緯で使

われるようになったのか。

【11】博多と広島の祇園

福岡市（博多）と広島市の 「祇園」地区の表記につ

いては、 2006年 11月 2～4日にかけて、現地調

査を行った。（注8)

その結果おおむね次のような事象が観察された。

(1）.博多の「祇園Jは、博多総鎮守である櫛田神社

が、素斐鳴尊をまつっていることに発祥する。

ここでは、博多祇園山笠など伝統的な祭礼行事

が盛大におこなわれ、櫛田神社も地元の人々の

信仰があっい。この点では、比較的、京都の八

坂神社（＝祇園社）を中心とした「祇園Jに近い

性格を持っている。

(2）.広島の 「祇園」は、その地名の由来が祇園信仰

によるとはいえ、現在では、八坂神社・祇園神

社と名のる神社は存在しなし、（現在では、安神

社）。また、大規模な祭礼行事もない。しかし、

広島市郊外の住宅地として、地名として存在す

る。 JR下祇園駅・アストラムライン祇園新橋

駅、小学校・中学校・法務局などの公共施設、

地名表示など、多くの「祇園」の文字を目にす

ることができる。しカミし、ここの「fl£園Jは、

きわめて、辞書的規範に忠実である。「しめすへ

んJを「ネJで書くか「示Jで書くかの違いは

あっても、右努の「氏Jが違反している例は、

皆無に近い。（注9)

【12］デジタル・アーカイブ画像の価値と課題

ここで、本稿の次の主題にうつる。先に述べたよ

うな結論が得られたのは、まさにデジタル・アー

カイブの存在によってであることは言うまでもな

い。従来であれば、図書館・博物館などの目録を

検索して、逐一実物を見なければならなかった。

また、浮世絵類は、保存のため貴重書あっかいで

あるため、その閲覧手続きにかなり労をついやさ

なければならなかった。しかし、デジタノレ ・アー

カイブの出現により、非常に研究が容易になった

ことは確かである。

しかし、ただ単にデ‘ジタル・アーカイブを礼賛

するのみ、というわけにはし、かない。立命館ARC

のデジタル・アーカイブは、きわめてよく出来て

いる（研究者向け）ものであるが、一般的には、次

のような課題があると恩われるので、考えておき

たい。

12-1.可能な限り高精細画像が望ましい。

検索・一覧のためのサイズの小さいサムネイル画

像は必要であるが、その一方で、書いてある文字

が確実に判読できるだけの高精細画像の提供が必

要である。デジタル・アーカイブは、単に画像デ

ータを見るだけのものではない。実物の保存のた

め、その閲覧の変わりを果たすべき役割をになっ

ている。したがって、書物・文書類はもちろんで

あるが、絵画類であっても、中に文字の記載のあ

るものについては、それが十分に判読可能なレベ

ルの画像が求められる。

したがって、一律に、画像のサイズ（ピクセル数）

を決めてしまうのではなく、臨機応変に対処する

方向があってよい。部分的に細かな文字が記され

ているような画像については、その部分だけの拡

大画像が、別に用意してあるのが望ましい。もち

ろん、絵画研究の立場からしても、描写の技法な

どの精査のためには、可能な限りの高精細画像が

要求されることはいうまでもない。 一般に絵画に

ついての画像デジタル・アーカイブとされるもの

で、あっても、筆者のように、そこに 「文字」を探

す研究者もいる、その研究者の目的の多様性に対

応できることが必要で、ある、ということである。

12-2.色彩の再現性についての配慮が必要

この論点については、筆者が、昨年の本シンポジ

ウムで述べた。要約すれば、以下のようになる。

(1）.人間の目で見ることのできる色彩空間（xy色

度図）にくらべ、 一般のデ‘ジタルカメラで撮影可

能、あるいは、ディスプレイで表示可能なsRGB

は、かなり狭い。また、印刷物で見る CMY(+

K)の色彩の領域と、 sRGBとは、一致しなし、（ガ

モット）。

(2）.少なくとも sRGBの領域に限っても、正しく

再現するためには、精確な色彩見本が必要であ

る。そのために利用可能なのは、一般に使用の

コダック団日ではなく、マクベス・カラーチェ

ッカーでなければならない。コダ、ツク社製のも
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のは、 sRGB値が不明であり、かつ、使用の耐

用期聞が 1ヵ月でしかない。コダック社製のも

のは、旧来のフィルム写真の時代のものである

と認識しておくべきである。これに対して、マ

クベス社製のカラーチェッカーは、sRGB値と、

L*a*b＊値が、厳密に規定されている。

(3）.そのように画像データ作成者側が配慮したと

しても、実際のディスプレイの表示はまた異な

る。ディスプレイの機能・設定によって色彩は

違う。また、同じディスプレイで、同じ画像を

見ても、通常の Windows用画像閲覧ソフトで

見るのと、 Photoshopで見るのとでは、明るさ

（ガンマ値）が違っている。 Photoshopで調整し

た画像を、一般の画像閲覧ソフトで見ると、暗

く見える。

【13】デジタル・アーカイブとメタデータ

今回、筆者が、対象としたのは、「祇園」という文

字である。そのため、検索においては、江戸時代

における現在の八坂神社（旧称は「祇園社J）と、

その祭礼行事である祇園祭にかんするものを探せ

ばよい、という比較的容易な状況で、あった。した

がって、検索のキーワードは、「八坂神社Jと「祇

園Jが基本になる。

実際に立命館ARCで検索した場合、「祇園Jの

傑作結果と、「八坂神社Jの検索結果には、かなり

の違いがある。

(1）.「祇園」の方が、概念、として広い。f祇園社」

としての名称の他に、「祇園祭」とそれに関係す

るもろもろのデータが検索対象となる。

(2). r八坂神社jの場合、まさに八坂神社に限定さ

れてしまう。

(3）.「八坂神社」で検索した結果、表示されるの

は、「祇園社」であり「八坂神社」の文字が見あ

たらないものもある。

おそらく、これは、検索のためのメタデータを付

加した人間の判断の違い、ということによるので

あろうと推測される。確かに、旧称は「祇園社」

であり、現在の名称は「八坂神社」である。この

場合、歴史的な資料としては、どちらの名称を選

択すべきか、判断が分かれるのは、十分に納得で

きる事情ではある。

このような場合、次のような各種の対応が考え

られる。

(1）.この種の学術的デジタル・アーカイブは、利用

者が、ある程度の専門知識を持っていることを

前提としておく。したがって、 「祇園社＝八坂神

社Jであることを知っているものとして、両方

を検索すればよいとして、その判断は利用者に

ゆだねる。かならずしも、オリジナル資料に忠

実でなくても、かまわない。

(2）.あくまでもオリジナ／レ資料の記載に忠実で、あ

る。「祇園社」とあれば「祇園」で検索でき、 「八

坂神社」とあれば「八坂神社」で検索できるよ

うにしておく。この方式の場合、 「祇園社＝八坂

神社Jであることはかなり知られていることな

のであまり問題は生じない。しかし、他の事例

が対象の場合、これでは問題が生じる可能性が

ある。この場合、仮名書きの 「ぎおんJをどう

あっかうかなどの問題が生じる。

(3）.現在の通行の地域名称・施設名称と、オリジナ

ル資料での記載とは、別扱いにする。この場合

でも、現在の通行の名称として何を採用するか、

また、オリジナル資料の記載から何を採用する

か、かなり難しい判断を要求されることになる。

今回の筆者の 「祇園J研究での利用によっても、

以上のような問題点が浮かび上がってくる。これ

には、さまざまに対応があり得る。ここで、筆者

の研究目的（＝文字史・表記史の資料）という観点

からは、次のように考える。

(1）.メタデータは、多目的に対応できること。たと

えそれが、浮世絵であっても、あるいは、胸磁

器であっても、その中に文字がある限り、文字

研究の資料になる。文化財の安全な保管という

意味でのデジタル・アーカイプ化を進行する以

上、実物を手にとって見るに匹敵する、利用環

境が求められる。

(2）.検索キーワード（メタデータ）はあまり限定的

に絞り込まないで、ある程度、おおざっぱな方

が、かえって使いやすい。この点は、たぶん、

理工系（情報学）と人文系の研究者の、発想の基

本にかかわる点である。情報学系研究者であれ

ば、あるキーワードに対するヒット率の向上が

目的になる。したがって、なるべく細かくデー

タを区分する方向に向かう。しかし、人文学系

研究者は、資料をしらみつぶしに自分の目で見

て探す、という作業を、さほど苦にはしない。

あるいは、むしろその過程で出会う種々の副産
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物的な発見の方に、より興味があると言っても

よし、。

画像データのメタデータのみならず、テキストデ

ータについても、同様のことがし、える。言語研究

において、「本を全部自分の日で読んで用例を探

す」、これが従来の研究方法の基本である。コーパ

ス言語研究が発達する一方で、逆に、テキストを

きちんと読んで理解する、とし、う基本がきわめて

重要になってきている。

【14】まとめ

(1）.祇園の表記の研究において、従来の文字研究に

変わって、様々なデジタル化データが利用可能

になった。それは、次の2点になる。

[1］.非文献資料のデ‘ジタルカメラ画像の利用

[2］.高品質の画像資料のデ‘ジタル・アーカイブの

利用

(2）.今後、これらのデ、ジタル化資料を有効に活用す

るためには、それぞれに次のような課題がある。

[l］.デ‘ジタルカメラ画像へのGPS情報の付加と

利用方法。非文献資料にかぎらず、古文書など

の文献資料や美術品・民俗資料の画像データの

収集において、必須となる。特に、地方の旧家

や寺院などに保管されている資料については、

不可欠のメタデータとなる。

[2］.画像資料デ司ジタル・アーカイブのメタデータ

がどうあるべきか、についての、利用者（研究者

側）からの考察が重要である。かりに、文字資料

に限定しても、言語研究の立場からの文字史と、

美術史・ 書道史研究の立場からでは、微妙に異

なる。学際的な意見交流の場が必要である。

(3）.メタデータの付加、場合によっては正誤の訂正

などは、研究者の高度な学術的判断が要求され

る。その場合、ユーザ（多様な分野の専門研究者）

の意見をコメントをなにがしかの方法で反映す

るシステムは必要で‘あるが、ただそれを、例え

ばWikipedia方式で加えればよい、というもの

ではない。そこには、アーカイプの作成・管理

者の、各専門分野の研究者に対応するための、

検証と選定の作業が、必要になってくる。

(4）.人文学系研究者にとっては、メタデータは、伝

統的な学問の研究方法にも対応していることが

のぞましい。例えば、書物（漢籍）であれば、東

洋学における『四倉分類』などである。この点

にかんしては、人文学系研究者と理工系（情報

学）研究者との聞で、親密で率直な意見交換を基

盤に、議論を積み重ねていくことが何よりも重

要である。また、これしか方法はないと確信す

る。
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脚注

（注 1）参考文献赤間（2005),pp・l・4 

（注2）参考文献嘗山（2006a九c,2007)

（注3）筆者が、昨年来おこなってきた、祇園調査

の時点では、まだ、 GPS情報の付加には、かな

り技術的に難しい点が多くあった。しかし、本

稿執筆時点では、デジタルカメラ用の OPS（ソ

ニー社製、 CSlK)が市販されている（2006年 9

月発売）。また、近い将来には、通常のデ‘ジタル

カメラへの GPS機能搭載も一般化するものと

予想される。なお、2007年度より、携帯電話（30)

における OPS機能搭載が義務づけられる方向

である。

（注 4) 『新字源』（改訂版），小Jll環樹・西国太一

郎・赤塚忠（編），角川書店， 1994

（注 5) 『増補改訂 JIS漢字字典』，芝野耕司（編），

日本規格協会， 2002

（注6）一般に刊行されている書物・地図などでも

-8-

「砥園Jの事例は多い。その多くは、機械的な

印刷によるものなので、ワープロによる〈誤変

換）とも考えられる。しかし、その中にあって、

おそらく確実にあえて「祇園」の表記をもちい

たとおぼしき本がある。

柏木健一、 『祇園は恋し』、文芸社、 2004年、（※

書名の「砥Jの「しめすへんJは「ネj）。

この本は、京都で学生時代（京都大学工学部）を

すごした著者が、後年、功なり名をあげてのち、

若いときにあこがれた祇園の芸舞妓との遊興が

可能になって、その経験談を記したもの。通読

すれば、相当に祇園に対する思い入れがあるこ



とが感じ取れる。このような著者が、その自分

の本に「誤字Jを使うであろうか？ 実は、こ

の本こそが、筆者が、 r~園」は単なる誤字では

ないのでは、と疑念を抱き始めたきっかけなの

である。ただし、この本の本文では、通常の「祇

園Jが使用されている。

（注7)htゃ：／／www.arc.ritsumei.ac.jp/dbl/kyotomeisyo/ 

index.h回

京都名所絵・名所図絵／資料閲覧システム

（注8）このうち、博多調査は、国立国語研究所と

の合同の調査で、あった。

（注9）広島の事例については、次の理由によるも

のと考えられる。詳しくは、博多の調査結果と

ふくめて、別に、研究発表の機会を得て、述べ

ることとしたい。（1）.戦災で灰壌に帰して復興し

た広島という街の性格。（2）.伝統的な祇園信仰が

伝承されていないこと。
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立命館AR C筏薗表記翻査

形態 整理番号 書体 ネ／氏 氏 鼠 名称（別名）

絵 UP1826 イ’Tー ネ 氏 なし 祇園／祇図表門大鳥居

2 絵 UP1828 1T ネ なし 祇園／祇園街タ楊

3 絵 UP0701 1T ネ 氏 有 祇園

4 絵 UP1610 行 ネ 有 祇園

5 絵 UP0703 機 ネ 氏 有 祇園

6 絵 UP0704 機 ネ 氏 有 祇園

7 絵 UP0705 行 ネ 有 祇圏

8 絵 UP0706 イ’丁ー ネ 有 祇園

9 絵 UP0707 rt ネ 氏 有 祇園

10 絵 UP0708 イ’丁ー ネ 氏 有 祇園

11 絵 UP0589 機 ネ 有 抵圏

12 絵 UP1739 機 示？ なし 祇園

13 絵 UP2016 イ’丁ー ネ なし 祇園

15 絵 UP2542 機／隷 刀ミ ') なし 祇園

18 絵 UP2561 行 ネ なし 祇園
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19 絵 UP1827 行 ネ 氏 有 祇園／紙園御旅所

20 絵 UP2679 指 ネ 有 祇園

32 絵 UP0702 権 ネ 氏 有 祇園

33 絵 UP1670 構 ネ なし 祇園

34 絵 UP2562 構 ネ 氏 なし 祇園／祇園社西門

35 絵 UP2237 イ’Tー ネ 一 なし 祇園

37 絵 arcBKOl-0005 機 ネ 一 なし 紙園

38 絵 arcBK02-0007 構 ネ 氏 なし 祇園

39 絵 arcBK03-0014 指 ネ 氏 なし 祇闘

40 絵 arcBK04-0006 かな ム ど主 6 祇園

41 絵 arcBK04 0020 かな ム ム ム 祇園

42 絵 arcBK07-0006 構 ネ 氏 なし 祇園大鳥居二軒茶屋

43 絵 arcBK03-0018 行 ネ 一 なし 低周桜園

44 絵 arcBK04 0006 かな どh ム ム 祇園町

45 絵 arcBK04 0021 行 ネ 氏 有 八坂神社／祇園社

46 絵 arcBK04-0022 機 ネ 氏 なし 八坂神社／祇園社

47 絵 arcBK06 0008 かな ム ム ム 八坂神社／祇園社

48 絵（写真） arcBK08 0044 機 ネ 氏 なし 八坂神社／祇園社

49 絵 arcBK04-0021 f’T － ネ 氏 有

50 絵文 行 ネ 氏 なし 祇園御旅所

51 行 ネ 氏 有 祇園女御の旧蹟

53 複絵文 機 ネ 氏 なし 祇園祭／祇園会の祭式

54 複絵文 機 ネ 氏 有 本氏園削掛神事

55 構 ネ 氏 有 祇園御神詠

56 複絵 機 ネ 氏 なし 祇園祭

57 機 ネ 氏 有 山王社（祇園）

58 機 ネ 一 なし 祇園本土

59 複絵 構 ネ 氏 有 祇園神輿

60 行 ネ 氏 有 四条祇園橋

番号は、「祇園」での検索表示順に筆者（嘗山）が付加したもの。欠番は、［祇園Jの文字が見いだせないも

の。ムは、仮名表記になっているもの。一つの文献に複数例の「抵園Jの見いだせるものがあるが、この

表では、検索してまず表示される画面のものに限定した。 1～49は、 ARC所蔵、 50以降は、日文研所蔵。
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中期インド・アリアン聖典のデータベース E

Database for Study of Canons m乱也ddlelndo四Aryan:II 

逢坂雄美

YumiOusaka 

仙台電波工業高等専門学校， 仙台市青葉区愛子中央4-16-1

Sendai National College of Technology 

4-18-16 Ayashl Chuo, Aobaku, Sendai 989・3128

あらまし：我々は言語学研究者と情報科学研究者による共同研究により， 実用的な中期

インド ・アリアン文献データベース (IAMDB）を構築してきた．その中核をなす文献解析

システムは， フォント，エディタ，解析ツール（テキストデータ，韻律解析，索引作成）

の3部構成になっている．各プラットフォームで、の新OSへの対応状況等を含めて，当該

データベースについて議論する．

Summary: We have constructed practicable database of出巴山dyin middle lndo-Aηran by 

colllaboration with the linguistics and the information scientific rese紅chers.Its kernel is three of 

composition, the font, the editor, and analysis tools (text data, meter analysis, and index 

production). A database concerned is discussed, including the disccusion how to devise出e

analysis tools on new OS in each plaぜorm.

キーワード：ノ号ーリ語，アルダ・マガダ語，仏教混靖党語，索引作成ツーノレ， Pali96フォント

Keywords: Pali, Ardha-miighiidi, Buddhist Hybrid Sanskrit, Index production tool, Pali96 font 

1 .序論

中期イ ンド・アリアン諸語（MiddleIndo 

-A巧 an)でL書かれた古文献は，仏教（パーリ語）・

ジャイナ教（アルダ ・マガダ語）・仏教混靖党語

の聖典がその例に挙げられるように，世界の文

化の貴重な宝庫であり，現代文明の重要な源流

の一つである．これらの諸聖典は難解な言語で

書かれていること，さらに質的・ 量的にも膨大

であることもあって，今後，厳密な研究成果が

待たれる分野である．

中期インド・アリアン諸語の文献の研究を

飛躍的に進展させるためには，韻律解析・語葉

と構文論等の系統的な研究が不可欠である．テ

キストの韻律解析は批判的校訂本作成に不可欠

であり，語葉の索引は翻訳に当たっての手助け

となる．また，語葉の逆順索引は文法構造解析

に必要で，パーダP （詩脚）の正順または逆順索

引はテキス卜の正しい読みの確立と並行詩脚を

見いだすのに重要である．これらの解析に当っ

ては大量のデータ，つまり多くのテキストを処理

する必要があるが，この処理にはパーソナルコン

ヒ。ュータが適している．

近年，インド学 ・仏教学等において，インタ

ーネットによる情報発信 ・情報公開 ・情報交換が

目覚ましい進展を遂げている．この分野での，著

名なウェブサイ トと して，WelcomeInstitute 

( Lodon ）の Wujastyk( URL: http : II 

www.ucl.ac.uk ／～ucgadkw lindology）による

”Indology -Internet Resources for Indological 

Scholarship ”等，多数存在する．これらのサイト

には，パーリ聖典等の多数の電子化テキストや，

これらのテキストを読むために必要なフォント等

を含めて，多種多様な情報が含まれており，当該

分野の研究進展に寄与するものと期待される．

これらのウェブサイ トを一見して気がつくこ

とは，サンスクリッ ト文献の研究に関するサイト

は非常に多く見られるが，それに比べてパーリ語

関係のサイトはその数が少ないことである．さら
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に，アルダ・マガダ、語文献に至っては，殆どめ

ぼしいサイトがなく，我々のサイトの研究が際

だ、っている．これは，各研究に対する需要度を

反映しているとも考えられるが，それ以上に各

言語の研究の難しさの程度を正確に反映してい

るとも思われる．

我々は相当早い時期（1990年代始め）にパ

ーソナルコンビュータを使って，ジャイナ教聖

典の計算機解析についての研究を開始した．そ

の後，仏教聖典・仏教混滑党語聖典について研

究した．我々の研究は，中期インド・アリアン

諸語に関する正確な知識を有する国内外の研究

者と情報科学の研究者との密接な共同研究によ

り，貴重なデータを構築してきたことに特徴が

ある．これらの知見に基づき得られた正確なデ

ータを元に構築された我々のデータベースは，

それだけでも希少価値があると判断できょう．

獲得したデータの一部はホームページ（ URL:

http: //www.sendai-ct.ac.jp I～ousaka/）にて

公開している．また，その一部は，国内外の研

究機関・出版社より基礎資料として出版し，研

究進展に寄与している［第9節参照］.最近，海

外の研究者から我々の開発したツールを使用し

たいとの申し込みがあったが，これは開発した

ツールに対する評価が高まっている現れともし、

えよう．

本論文では，これまでの研究全体をまとめ

た形でのデータベースについて議論する．ホー

ムページにて公表しているデータの一覧を表1

にまとめである．この表では，各データのプラ

ットフォーム・ OS依存性に注意してまとめて

いる.Font, Index, Plain Texts, Editor は，夫々

単独のファイノレで、表わされている．これら以外

のデータは複数個のファイルからなるフォルダ、

構造になっている．以下に，表1の項目順，つ

ま り Font, Index, Plain Texts, Editor, 

ComputerBook, Analysis tools <*l (1), (2), (3) 

について順に議論する．各データの使い易さを

考慮して，フォルダ、構造・フォーマット形式（拡

張子等）に注意しながら解説する．最後の節で

は，基礎資料として出版したデータについて述

べる．

2. フォントについて

計算機解析に当たって，各刊行本をそのままコン

ビュータ処理することが出来れば，それが最良の

方法である．しかし，デーヴァナーガリ一文字（党

字，卒塔婆等に使われている文字）で書かれたテ

キストを，自動的に読み込むコンピュータツール

が存在しないために，不可能である．デーヴァナ

ーガリ一文字テキス トからローマ字化テキストへ

の変換には煩雑なタイプ入力が要求され，多大な

時間と経費が必要である．この作業中に，予期で

きない種々のミスがローマ字化テキストに忍び込

み易い．また，種々の索引を作成した場合，その

校正には膨大な時間を要する．以上のことから，

中期インド・アリアン諸語の為に認識性が高くか

っ高品質なローマ字化フォントを作成できるかど

うかが，研究遂行上で重要な役割を果たすことに

なる．さらに，適切に構築されたフォント体系は

テキス卜解析プログラムの作成を容易にするこれ

らの特性を持つトルータイプ・フォ ン ト

Pali96. ttf （表2参照）を作成したが，全キャラ

クタを 1バイトコードに割り当てている．通常のロ

ーマ字フォントに無い特殊文字（例えば四’等）は，

すべて拡張アスキーコード上に定義されている．

表1に示しているように，ほとんど総てのプラッ

トフォーム上にて，このフォントを使用できる．

最新の IntelMacのosx上でも，ほとんどのキャラ

クタを支障なく使用できるが，ただ1文字‘μi’だ、け

を正確に入力できない．これは，最新の IntelMac

のosxのパグ、に起因する．このOSが成熟するにつ

れ，このパグは解消するものと期待される．拡張

アスキーコード上に定義されたフォント動作が理

想的なまでにきわめて安定していた OS9.2等に比

べて，最近のosxは若干不安定なことが気にかか

る．

表2に，ウインドウズPCにおけるPali96.ttfフ

ォントのキー操作法と共に， アスキーコードへの

割り当てを示している（同時にUniCode割当もさ

れている）．このフォント系は，基本的にはマッキ

ントッシュの場合と同等な入力法を採用している．

WindowsPCではマッキント ッ、ンュの Optionkey 

を， Alt keyに置き換えているだけであり， Shi食

keyの使い方は全く同じである．

( *) Analysis tools ( 1), (2）のプログラムは，それぞ、れ巻末文献のBookReferences (The Chuo Academic 

Research Institute）の 18, 2 0の冊子の付録添付CDにも収録されている．
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表1. ウェブ上に公開されたデータ．

表のほとんどのデータはファイル圧縮した Memorysizeを示しているので，解凍したときに2

倍程度大きくなる場合もあることを注意しておく．

Memory 
MacOSX 

MacOSX Windows Windows Redhat 
Data Mac OS9.2 (Classic 

size(MB) 
environment) 

(lnte!Mac) 98 XP Linux 9 

u】口。． Pali96.ttf 0.34-0.44 。 。 ム 。 。 。
Reverse word index to the 

1.5-2.6 0（ホdoc) 0（＊。doc) .6.(*.doc) 0(*.doc) 0（凧doc)0(*.doc) 
Vinava-pitaka 

Reverse word index to the 
0.68-0.76 0(*.doc) 0(*.doc) .6.(*.doc) 0（本doc)0(*.doc) 0(*.doc) 

Digha-nikaya 
Reverse word index to the 

0.4 0(*.doc) 0(*.doc) ム（＊.doc) 0(*.doc) 0(*.doc) 0(屯doc)
Mahaniddesa 

Reverse word index to early 
0.26 0(*.doc) 0(*.doc) ム（ホ.doc) 0(*.doc) 0（本.doc)0(*.doc) 

Pali canonical texts 
4阿口g Word index and r巴verse

word index to the 2.2 0(*.pdf) 0（由pdf) .6.（ホーpdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 
Pratimoksasiitram 

Reverse word index to the 
4.7 0(知的 0<*.pdめ ム（＊.pdめ 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Jataka 
Reverse word index to the 

1.2 0(*.pdの 0(*.pdの ム（＊.pdの 0<*.pdf) 0(*.pdf) 0（本.pdf)
Visuddhimagga 

Reverse word index to the 
1.3 0(*.pdの 0(*.pdめ ム（＊.pdの 0(*.pdf) 0（句 df) 0(*.pdf) Majjhima-nikaya 

Dasaveyaliya 0.1 。 。 ム 。 。 。
← 』H~ Isibhasiyail]l 0.12 。 。 ム 。 。 。

Ayarailga 0.12 。 。 ム 。 。 。
t帽ロー」 Siiyaga<;Ja 0.10 。 。 ム 。 。 。

Uttarajjhaya 0.26 。 。 ム 。 。 。
EDISAN3.l (by CIC++) 0.2 。 。

呂 EDISANS ( by Java)* 8.9 。 。 .6. 。 。 。
Dasaveyaliya 1ユ 。

~ l』CL白~ 司. 

。
~ 』量。』4噌

0(*.pdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0（印刷

_g Isibhasiyail]l 1.6 。 。 0(*.pdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

8 包~ Ayarailga 1.4 。
_g 
。

_g 
0(*.pdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Siiyaga<;la l.6 。
ぷー＝ 
。

」注コ 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Uttarajjhaya 1.8 。:i: 。 0（均的 0（句 df)0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Manual 。 。 。 。 。 。
(ManualWhole YO.pdf) 

E相〉、~】-:: 
ObjectFileCollection 

12.3-13.2 。 x × 。 。 × 
(by CodeWarrior/Delphi) 
PascalProgramCollection 
(by CodeWarrior/Delphi) 

。 × × 。 。 × 

Manual 。 。 。 。 。 。
4竺己号~~可】百~ －、 (AACMIAPCII.凶0

JarFile6 * 9.8-16.4 。 。 。 。 。 。
JavaProgram7 * 。 。 。 。 。 。

Analysis 
New metre analysis tool* 0.10 。 。 。 。 。 。

tools(3) 

*It is necessary to install 
Java environment 

（註）Macintoshの全ての OSで，初期システムから使われているPali96.s山t（スーツケースタイプ

のトノレータイプフォント）が使用可能であり，それも公開していることを付記しておく．
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表2.特殊フォント Pali96.ttf 

この入力法は，

Rec!Hat Linuxで

も共通である．こ

の特殊キーの入

力法は我々の開

発した， Edisan

5. jarエディタ

を使うことによ

り WindowsPC,

Re胡atLinux PC 

上でも簡単に入

力できる．マッキ

ン トッシュでは

ほとんどの市販

のワープロソフ

トでこの入力法

を使用できる．

3. Indexについて

char部 ter

a 
a 

u 

u 
r 

m 
対1

gh 
n 

ぬ

jh 

n 

key stroke 

<A>+n,a 

<A>+a 

<A>+',i 

<A>+i, i 

<A>+e, u 

くA>+u,u

<A>+r 
<A>+m 

<A>+k 

<A>+9 

くA>+g
くわ+c

くA>吋
くA>+<S>+i

我々はこれまで，言語学の研究者（共同研究

者山崎等）と情報科学の専門家（逢坂・宮尾）

との密接な共同研究により，当該分野文献に関

連して30冊近くの索引を国内外の研究機関 ・

研究所・出版社より公刊している［第9節参照］ • 

公刊された正順索引作成のために準備され

た極めて正確な電子化テキス卜を基に，

U"¥Tinaya-pitaka』等の語葉の逆順索引を作成し，

ウェブ、公開している． 『Vinaya-pitakdの語葉の

逆順索引の例を図 1に示している． トップペー

ジのコメント文より分かるように，著作権保持

者のパーリ文献協会からの許諾を得ている．こ

のように著作権者の許諾が必要な場合には，き

ちんとその許可を得た上で，ウェブ、上に掲載し

ている．これらの索引は比較的メモリサイズが

大きく，0.4-4.7MBである．

表 1のReverseword index to the Vinaya-pi但ka

から Reverse・word index to巴紅lyPali canonical 

tex岱までは，ネ.doc形式で作成している．それ以

降の，最近のデータについては＊.pelf形式で作成

している．これらの IndexはIntelMacをのぞい

て全部のプラットフォーム上で動作する．

IntelMacでは，前節で議論したフォントに関す

る不安定部分に起因して，一部のキャラクター

nu寂1eric
code 

136 
140 

147 

148 

156 

159 
168 

181 

251 

187 

169 

141 

198 

246 

character key stroke 

t <A>+t 
th くA>+<S>+y

Q <A>+d 

411 くA>+i,U

n くA>+n,n

th <A>+y 
dh くA>+z

が1 くA>+p

bh <A>+b 

<A>+I 
A‘ 

<A>+<S>+I. 
日 <A>+s 
s <A>+x 

h <A>+h 

REVERSE－＼九’OROINDEX TO THE 
VJNAYA-P汀AKA

Compil≪I 句

Y』OUSAKA
＆ 

M YAMA7,¥Kl 

<<l';rrtl>> 

1ミ閉制，..， l'l'rl 

判由開明Z加 何時rdind,,d意同特<Iup棚＜h•P•liT位指定＂＂＇暁守｛ PfS)edi加 n,

句碑＂＂＇＂＂＇＂ d出金制品川酔t"""'"" 
w.‘..同町R:I＇温＂＇＇＇必凶 ....F悶仇純 W‘＇＇＇＇＂＂ ＇＂＂p釘凪民引＂＂
旬。P"• "" indr• nn ""' li<>ru≪＂酔

M<kkol!l' t 275-2 
治\fl•k' 111:794 

恥叶時 V2J..f6 

sak.' I: 3 I0-25 

pi同•Jik' v 137-2! 

pi¥hik' H: 178 b 

mattik' II: 234乱、

，；、'illhik' Ill: 3ふ2

did.k' HI: 3:J .. l6 

piiriv’剖は’ v 71-4 

時間k ll:'.'7-20 

ul>bahik' v 206-24 
pad叫司 v 89-22 

'" v 210-9; ?I0－~.5; 214 6 -12 -19 
vilakk' HI: 11かIO

仰は油相 I，‘；同.］（，
patio時 kh' v 22.~－2草

抽出fog' v 128-15 

p:mHmg’ V 119 33 

numeric 
code 

160 
231 

182 

243 

150 

180 
189 

185 

186 

194 

241 

167 

197 

250 

図 1. 『Vinaya-pitaka~ の語棄の逆順索引

について文字化けをする．

4 . Plain Textsについて

ジャイナ教の 5大重要聖典 （Dasaveyaliya-

Uttara.ijhiiyii）に関しては次のよ うにテキストを作

成した．最初，原典テキス トをパーソナノレコンピ
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ュータに入力をし，入力ミス等のチェックをし なおこれらのファイルサイズは 0.ト 0.26MB

た．その後，韻律角軌庁プログラムを使用して詩 と比較的小さくなっている．

を分析し，その結果に基づき詩脚に分割した． これらのテキストは IntelMacをのぞいて全部

そして，各テキストごとに詩脚索引を作成し， のプラットフォーム上で動作する.Inte!Macでは，

得られた結果を言語学的に厳重にチェックした 前節で議論したフォントに関する不安定部分に起

その索引を出版して，国内はもとより国外の当

該研究者に配布したその後，今度は詩の部分

だけではなく散文の部分を含めて語藁の索引を

作成し，同様に配布したこの段階でも残存す

るテキストミスを修正している．最終的に， 5

冊の聖典群とこれまでの批判的校訂本を含めて

の詩脚の総索引を作成し，出版公表したこの

段階で、も残っていた若干のミスを修正した．こ

のように，多段階に種々の言語学的知識を総合

的に活用して，極力ミスのない電子化テキスト

を作成している．

図 2に電子化テキスト例を示している．そ

のテキス ト行において， 特殊マーク’｜’はパーダ

仕切りを表す．ローマ字化テキストだけでも研

究上極めて有用であるが，さらに詩脚分解用の

マークも付していることが，このテキストの有

用性をさらに高めている．この分解マークを付

与することは，当該分野の第1級の研究者のみ

が可能である．これを公開することは研究のノ

ウハウをすべて公開するほどの価値があるが，

研究推進のためにこの貴重なデータ， 5大重要

聖典（Dasaveyaliya-Utt紅白whaya）全部をプレイ

ンテキスト形式で敢えてウェブ、上に公開した．

このデータを研究者はよく活用しているようで

ある．我々のデータを公表後は，当該研究会・

学会等では，詩脚分割マークが付されたデータ

の活用が普通となっている．共同研究者である

山崎が，これらのデータは我々のWebサイトか

らダウンロードしたものであること，を発表者

に確認している．

I. ar:rnpuvve9a vimohai111 I jai111 dhira samasajja I 

vasumanto maimanto I savva111 nacca a9elisam #8.Iff 
2. duviha111 pi viittii9a111 I buddha dhammassa paraga I 
aりupuvviesa111khae I kammu9iio tiunai. ff8.2ff 

3. kasiie paya9ue kiccii I app’iihiiro tiik陥ae;I 

aha bhikkhii giliiejjii I ii.harass' eva antiya111, ff8.3ff 
4. jiviya111 niibhikailkhejjii I maraりa111no vi pat出ae:I 

duhao vi na sa jj句1jaI jivie mara9e tahii. ff 8.4ff 

図2.プレインテキストサンプル

因して，一部のキャラクターについて文字化けを

する．

5. Editorについて

マッキントッ、ンュでは，すべての機種で特殊フ

ォント Pali96.tぜ（表 2参照）を入力できる市販の

ワープロソフトがある． 一方Windows98ではマッ

キントッシュと同レベルでのワープロソフトが存

在していなかった．これを補う為に我々は，

EDIS ANを開発した.EDISAN3.0は言語CIC＋＋で

作成され， Windows98等に特化している．一方，

EDISAN5.0はJAVAで作成されている．両エディ

タで，特殊フォントに対するショートカットキー

が定義されており，特殊文字を簡単に入力できる．

EDISAN5.0はJar(Java Archive Runnable）ファイノレ

として作成されており， JAVA環境がインストール

された3つのプラットフォームで、同等に動作する

(WindowsXPとLinuxにおける JAVA環境のイン

ストールについては，第7節で、述べるマニュアル

AACMIAPCII.pdfを参照）．この結果，WindowsXP

とLinuxについてもマッキントッ、ンュと同様なエ

ディタ環境を構築できた．つまり， 3つのプラッ

トフォームに対して，解析ツール （第7,8節参照）

の入力ファイルのフォーマットである（バイトコ

ード） ブレーンテキストを処理できるエディ タを

Ffe Edl y似滅胸当P
言宅金，タ ZT..t,' 骨量忌 ff• - .... 叩

：~＇首沢件、:ti'i＼，＼；~；＼；／＼；＇空間：z!Tll＜澗7域T一一一一四山ーな

96] . .[111) 

、11a)(l>J(1吋（d）（町（fJ(S)ih)(i)ljiiι）＼i)illl)¥UJl<>)
112].[127] 

11甘い(l(T)（ぉ.）（＜Jltl)fv）（、c)fx)iyi(z.)({)(lj(f）＼寸｛】
[128]. .. [14究j

（／＼）（λ.）iOJiE)1N1rDJlU)(a）（日）時）i0）（品｝｛品化II)(•匂付）
[144]. ［！う91
lff)(t)(iJ(il凸）日lfni(o)H)l(oJい；）101(ii)li1l(i1)(ii)

[l的1.[175] 

1q）（・1(h(i）（§）円I（叶fi)ir）“”（！）（＇）《日）（日）（.£）（6)
[176) .. [191] 

I＼→i土｝（日）｛日州h)tltlj(d}t;E)i [1)（刊明l~1)()!!1）｛~）fdh)t 'fJ(ill
;[192) .. [107) 

!(0)(/)f!)(≫)(f)t剖(jh）凶W山ru:)<..l( i¥λ》（入J<i:）；（α》（創）

!(208) ... [2:!3) 

日明・）（－... ）（‘｝仁）｛‘）《‘｝行l• ~Hi' 1<Yli加）＼au)(qlll(1w1(1泊）（I）引
il224] ... [239) 

kt>OH！山）1M)lf)(i'j(THth1(E!(o(S;tD1(li(i1¥HlfF)
i[:!40] ... [:!55] 
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図 3.簡易エディタ Edisan5.0

戸、υ
噌

E
A



樹首できた．この外観を図3に示す． はマニュアルを示し， J訂File6はJ訂形式の角斬ツ

EDISAN3α5.0のメモリサイズはそれぞれ ールのフォルダであり， JavaProgram7は解析ツー

0.2,8.9MBである。 ルの JavaProgramからなるフォルダで、ある．この

マニュアルに， Javaの環境インストール法を記載

している。

JarFile6フォルタ守中（図6参照）の韻律角卒析フ

ォルダMetre.Jarは，図7のように，パーリ文献，

アルダ・マガダ文献・仏教混交党語文献解析用の

3種類のツーノレフォルダPからなる．図 7の右側の

図（パーリ文献解析用のフォノレダ）には， Jarファ

イルおよびサンプル用の入力テキストデータ等が

含まれていることを示している．

一方， JarFile6フォルダ中の索引作成ツール群

Index.Jarフォノレダは図8のようになっている．

この図の最深部のフォルダ，例えばPALCユSW

の中身は図 9の様になっており，索引作成用の

PaJGSW.jarファイルおよびサンフ。ル用の入力テ

キストデータ等が含まれていることを示している．

これらのファイノレの使用法については，マニュ

アルに詳しく説明している．

一方データ Analysistools(l）のツールは， Mac

OS9.2, Windows上で動作する．その構成は

Analysis tools(2）に準じるので，ここではその説明

を割愛する．

6 . Computer Bookについて

1997年頃にマッキントッ、ンュを使って，ジ

ャイナ教の 5大重要聖典（Dasaveyaliya -

Uttarajjhaya）に関する 5冊の電子ブックを作成

したが，これにはアルダ・マガダ、語文献に関す

る研究資料を網羅している．

表 1の MacOS9.2 と MacOSX(Cl制 ic

environment）におけるComputerBookのデータは

図4の様なフォルダ構成であり， ComputerBook 

とそのBookBrowserを含んでし、る．このために，

メモリサイズは比較的大きく 1.2-l.8MBであ

る．

Computer Bookに含まれる研究資料は，以下

の通りである：ローマ字化された原典テキスト，

韻律解析の英文解説と韻律解析結果，語葉の正

順と逆順索引，詩脚の正）I慎と逆順索引，詩脚索

引プログラム．電子ブックには従来の本のスタ

イルをソフト的に実現している，ボイジャーの

エキスパンドブックを使用している．このスタ

イノレの電子ブP＇／クは，違和感が無く大変使い勝

手がよく，海外の研究者からも非常に好評であ

った．一方，ウインドウズ系では残念ながら特

殊フォントに起因するトラブルで，電子ブック

が動作しなかった．ウインドウズでは同様の内

容を本.pdf形式で代用している．

7 . Analysis Tools (1), (2）について

中期インド・アリアンの主要3言語（パーリ

語，アルダ・マガダ語，仏教混j肴党語）に属す

る古文献を解析できるツールを，始めにマッキ

ントッ、ンュ上で，次いでウインドウズ，及び

Linux上で開発してきたこの計算機リソース

は，独自の特殊フォント系（＝Pali96）をもとに

作成されたテキストデータを使用して，言語解

析において重要な語葉索引作成・詩脚索引作

成・韻律解析をできる．

表 1のデータAnalysistools(2）のツールは，

Javaで作成されており，最新の MacOSXと

Linuxを含め，全機種で動作する．このフォノレ

ダは図5のようになっている.AACMIAPCil.pdf 

量諭函品説晶画面画晶画世－画面画面歯科品店出品 ・-・ •c •·· 

.... EBook.D掛 alwww

閣 i議

4’ Boo主Br・。wserl.6 Book Usをr’sGu.!de DASAVEYAUYA 
告apanese)

命 ！議 ；嚢！
EngHshM墨nuPlug ReadMe（歪ngiish) Read跳ねpanesei

図4.電子ブックフォルダ

AACMIAPCH.pdf 

車道......＿恩院組otMJ盛~

図5.Analysis tools(2）のフォルダ
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図8.IndexJarフォノレダ

なおこれらのツールのデータは多数のファ

イルを含むために，そのメモリサイズが lOMB

程度と大きくなっている．

Palitザ1eサe

」g02.TXT 

題。組問l.txt

盛OU'時12.txt

~ Paltrotal.txt 
PaflMetre,Jar 

Pr披門etre 

締結門前向

図7.MetreJarフォルダ

喝 Pa.ICSW

蕊 1outLtxt 

out6l.txt 

out523.txt 

ぬIG.SW;Jar
Pail品 total,Ott 

罰 τ詮xt:....Paliτes.以を

図9.PalGSWフオノレダ

8. Analysis Tools (3)-New metre analysis 

toolーについて

従来の韻律解析（AnalysisTool(l), (2））では， 基本

的韻律スキームとテキストデータの韻律スキーム

とのパターンマッチングによ り，該当する韻律名

が識別される （マニュアルAAC.l¥但APCII.pdf等参

照）． 当該古文献の最も重要な文献の韻律識別率は，

平均 70-80%であり，最も古いテキス トではせい

ぜし、20%台である．従来と全く異なる新手法，判

別分析とニューラノレネットワークを併用すること

により，その識別率を大幅にアップで、きた．従来

解析不能な韻律に対して，その解析を援用できる

情報を提供する．「歴史的背景と異なる地域性を反

映して，標準語のサンスク リッ卜から著しく異な

る韻律を抽出できるj新たな手法を提示した．こ

の手法は半詩備を極めて効率よく，かつ正確に詩

脚分割できる．この新手法で開発した解析ツール

n
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は，言語学者自身が抵抗感なく使用できるよう

なインターフェースを備えている．

図10が新韻律解主斤用のフォルダ内容を示し

ており， Javaで作成された解析プログラム

PaliMetre.jar，入力サンプルDa回＿Ay；訂，ニュ

ーラルネットワークを活用して得られた6種類

の学習データ PMI'吋euroDatalO.txt等からなる．

その使用方法については，文献を参照のこと．

PaliMetre.jarを起動すると図 11の入力ダイア

ログが表示される．ファイル入力にはダ、イアロ

グボックスを活用しており，使いやす形のプロ

グラムであることが分かるであろう．

Pali総連E陀伊r

i』~
髭器室
棚砕

削蜘ur-oOatalG訓 t PMN制 roData:lLt誕や

側 N壁紙m働 組12，（ポ 削 N号鑓roParaU.txi

PMN書留roData14λxt PM蜘uroD泌総書.txt

図 10.PaliMetreNeuroフオノレダF

表3.出版情報

9.書籍出版による資料公開について

これ迄ウェブ上に公開したデータの他に

国内外の研究機関・研究所及び出版社より，

表3に示すように30冊近くの第1次基礎資

料等を発行して，研究進展に寄与している．

冊子の入手法等については我々のウェブサイ

トを参照のこと．

(http://www.sendai-ct.ac.jp／～ousal也／）

図11.新韻律角平析用入力ダイアログ

10.討論

現在，英国のパーリ文献協会とパーリ文献『サ

ンユッタ・ニカーヤ』 に関する語葉の索引を作成

するプロジェクトを遂行中である．この索引が完

成後，当協会よ り出版する予定である．また，こ

れまでと同様に得られた電子化テキストを元に語

葉の逆順索引を作成して，得られた結果を我々の

ウェブ？サイトに掲載する予定である．

Publisher Number of books Book list 

Chuo Academic Research Institute l 9 indexes and Philologica Asia計四MonographSeries 1・
（中央学術研究所） 2manuals 9, 11・22

Pali Text Society (England) 
6 indexes Indexes to the Dhammapada, etc 

（パー－lJ文紋協会，英国）

A Pada Index and Reverse Pada Iude主 to
Kosei Publishing 

2 indexes 
Early Jain Canons, 

（佼正出絞） A Pada Ind自主 and Reverse Pada Index to 

Early Pali Canonical Texts 
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時と場：芸術とデザインにとっての歴史と環境

Time and Place: History and Environment for Art and Design 

藤田治彦

Haruhiko Fujita 

大阪大学大学院文学研究科，豊中市待兼山町 1-5

Osaka University Graduate School of Letters, 1-5 Machikaneyama-cho, Toyonaka 

大阪大学コミュニケーションデザイン・センター，吹田市千里万博公園 1-1

Osaka University CSCD, 1-1 Senri Expo Park, Suita, Osaka 

あらまし： 芸術的観点からは、コンピュータもまた、写真同様、ルネサンス以来の西洋芸術の所産である。全世界で

使われている「ウインドウズJは文字通りいわゆる 「視覚のピラミッド」の断面である「窓jの複数化である。今日の欧

米における函像データベースの発展はこの伝統上に築かれており、上記のような芸術観に基づいて制作された西洋の芸

術作品は函像データベースに当然よく適合している。それに対して、中国や日本の絵画など、東洋の芸術には画像デー

タベースに収めにくいものも多い。函巻などは極端に横長である上に鑑賞形態も異なる。しかし、現代芸術が西洋の伝

統から急速に離れつつある現在、日本など非西洋文化におけるデータベースの試みは、より普遍的に先史時代から現代

までを、また場所の違いを超えて、統合的システムに収めうる可能性を持っているのかもしれなし、。

Summary: As was the case of photography, the computer is also a product of Western civilization since Italian 

Renaissance. The “Windows”is a multiplication of a window, a section of the pyramid of vision. Today’s development 

of image database in Western countries is built on this tradition. Western paintings, for instance, depict息donthis 

art view accordingly fit into “windows”of image database system very well. On the contrary, some Eastern紅白

such as Chinese or Japanese paintings位 edifficult to be included in today’s image database system in a normal way. 

Scroll paintings, for example, are extremely long and narrow. Their way of appreciation is also different from that of 

normal Western paintings painted in a "window”shape. Today’s arts are, however, moving away企omnormal 

course of traditional Western arts. Therefore, there might be more possibilities in database systems created in 

Eastern cultures, in which wider range of arts，企omancient to modern times, could properly be archived. 

キーワ」ド：アート・データベース、歴史、環境、文学、意匠

Keywords: Art Database，日story,Environment, Literature, Isho (Design) 
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1.欧米のアート系画像データベース

欧米での画像データベースの実用化・一般化には目覚

しいものがある。欧米では一般用のオンライン・アート・

ガイドが発達し、検索機能等も備えて、準データベース

機能を果たしている。作品ポスターや各種複製の販売等

とも連動させるなど、コマーシャリズムとの関係が多少

気になるが、結果的に、それらの画像データベ｝スは、

一つのサイトから驚くほど多数の作品へのアクセスを、

可能にしている。

そのなかで優大のものの一つが、カナダの

“ARTCYCLOPEDIA”である。 2006年 1月の時長で、

約 8,200名の古今のアーテイストがリストアップされ、

約 18万点の作品（蘭像と基礎データのテクスト）にアク

セスできる。また、約 2,300の関連サイトへのアクセス

を実現しており、それが、約 18万点とし、う膨大な作品数

につながっている。”ARTCYCLOPEDIA”の制作者はカ

ルガリー在住のIT専門家、 JohnMalyon氏である。

“ARTCYCLOPEDIA”に次ぐスケールのものに、“Web

Gallery of Art，，というハンガリーでつくられている公開

画像データベースがある。制作者はブダベストの KFKI

コンピュータ・システムズ社の情報技術コンサルタント

として第二の人生を送る物理学者EmilKr岳n博士と、ブ

ダベスト工科経済大学の助手を務める DanielMarx氏で

ある。データの中心は 12世紀から 19世紀中ごろまでの

ヨーロッパの絵画と彫刻で、このデータベースは 1996

年にスタートしている。

“Web Gallery of Art”も、専門的研究用というよりは教

育用ないし「代替ミュージアムJ「美術館への誘し、」とい

った類の一般向けデータベースだが、個々のミュージア

ムが公開している館蔵品の電子図録を超えた広がりを持

っている。このデータベースで作品検索可能なアーテイ

ストは2006年の時点で2,037名、ディスプレイで見るこ

とのできる作品は約 16,200点である。 平均8点というこ

とになるが、数点のみのアーテイストもあり、重要作家

の作品点数はより多い。アーテイストの数は、国（文化・

派）別では、イタリアが約 700名でもっとも多く、オラ

ンダ（300名弱）、フランス（250名強）、フランドル（250

名弱）、ドイツ（200名弱）、スペイン (100名強）、イギ

リス（50名強）、その他のヨーロッパ諸国（約 70名）と

続く。

例えば、イギリスのアーテイストが50名強ではイギリ

ス美術のデータベースとしては不十分である。しかし、

ヨーロッパの主要文化圏を総合的に扱った画像デ｝タベ

ースとしては相当なスケールのものであり、公開されて

いる価値は高い。とくに、国や文化を越えた比較研究に

は役立つ。現状は満足できるところまでは行っていない

が、順調に発展を続ければ、”ARTCYCLOPEDIA”等と

ともに、あるいはそれ以上に、研究者にとっても重宝な

画像テータベースとなるだろう。

“Web Gallery of Art＂は、ルネサンスをおもな対象とし

た画像データベースとして始まり、その源泉をもカバー

するために次第に中世美術を含め、その展開を示すため

にマニエリスムからバロック・ロココ美術、さらには新

古典主義、ロマン主義の時代までを包含するようになっ

た。そのために、”ARTCYCLOPEDIA”等と比べても、

より明確な性格が出ている。作品数こ

そ”ARTCYCLOPEDIA”より少ないが、データベースと

してはより使いやすい。

“Web Gallery of Art”では、国別（流派別）、作家別、

時代別等の各種検索ができ、画像の拡大縮小や、デュア

ノレ・クインドウ・モードで二つの作品を並べて、画像比

較なども行うことができる。作品には寸法、素材やメデ

ィア、制作年代、所蔵地データ等がイ寸され、その他のイ

ンフォメーションも、十分とは言えないが、アーテイス

ト略歴等も含め、添えられている。

また、“WebGallery of Art”には、＂ARTCYCLOPEDIA”

と比べ、コマ｝シャルな関連が比較的少ない。これはハ

ンガリーの情報コミュニケーション省の助成金を得てい

るためでもあろう。 E仕組博士と Marx氏は、 1997年

に”FineArts in Hungary”とし、うハンガリ一美術のサイ

トも立ち上げている。同サイトは2004年にリデザインさ

れ、現在では、約 5,100の画像と、ハンガリー（マジャ
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ール）語および英語のテクストにアクセスできる。

“Web Gallery of Art”とは異なり、＂ FineArts in 

Hungary”は、ハンガリー美術の始まりから 20世紀まで

をカバーしている。東西文化のはざまに位置し、圏外で

活動した（国外での活動を余儀なくされた）芸術家も多

いために、「その貴重な美術作品の豊かさにもかかわらず、

国外では過小評価されているハンガリ一美術j という問

題意識が制作者たちにあったようだ。そのような問題意

識に基づき、「アーテイストたちとその主要作品の紹介を

通じてハンガリ一美術を全世界に広く知らしめるために、

同国の絵画と彫刻作品の総体を示すJとし、う明確な目標

が立てられた。それがハンガリー情報コミュニケーショ

ン省の助成獲得にもつながっているのだろうと推定する。

"Web Gallery of Art”と”FineArts in Hung紅 y”は、美

術関連分野での社会教育、学校教育、研究活動における

インターネット・テクノロジーの活用を推進しようとい

う、ハンガリーのより大きなプロジェクトの一環であり、

その他に、現代美術関連の試み、”SzentendreVirtual Art 

Exhibition”などがあり、同サイト（ハンガリ一語）では

約 1,800の画像にアクセスできる。ハンガリ一国立美術

館の展覧会のために制作し、美術史研究者をおもな対象

とした”MattisTeutsch and Der Blaue Reiter”や、ハン

ガリー科学ア カ デ ミ ー 図 書 館 の た め に制作し

た”Landscapesby Thomas Ender”などの、電子図録も注

目される。これらは、ハンガリーにおける、インターネ

ット・テクノロジーの活用と、ハンガリー語・英語両語

使用、つまり、国際的データベース・ネットワークへの

積極的参加として評価される。

2.データベース公開のインパクト

この“WebGallery of Art”のような画像データベース

と文献データベースがそれぞれ各種機能を充実させ、両

者が合体あるいは有機的に結び付けられれば、研究が効

率的に進められるようになるだけではなく、研究につい

ての考え方自体に大きな変化が起きてくるだろう。

例えば、個々の絵画作品の画面構成上の比較等が効率

的に行えるよ うになり、文化や時代を越えた意外な関係

が次々と見出されるようになるかもしれない。色彩に関

する発見は、その再現性の問題のため、形態上の発見よ

りも厳密には難しいだろうが、同様に、比較が効率的に

行えるようになることで、さまざまな仮説が次々と唱え

られるようになるだろう。

ただし、いわゆる巨匠の主要作品開の比較はこれまで

もかなり行われており、これらの公開データベースの発

展等に伴い次々と現れるであろう発見や新説は、いわば、

小さな発見、ささやかな新説である可能性は高い。ある

いは、従来の人文学的美術・芸術上の発見等であるより

も、いわば社会学的な発見や新説が多くを占めるかもし

れない。

もし、そうだとするならば、伝統的な人文学の研究者

は、それらの新しい研究は芸術研究に本質的な影響を及

ぼすものではない、とみなすかもしれない。まったく逆

の可能性としては、それらの新しい発見や仮説の提出は

（伝統的な人文学者にとっては漬宋なものと恩われて

も）次第に芸術についての考え方自体を変えて行くかも

しれない。

芸術史研究者を例に、考えてみよう。伝統的なタイプ

の芸術史家にとって、備えるべき資質は、芸術への興味

と情熱、美的感性、語学力等であった。現在では、そこ

に情報検索、情報処理能力などが加えられでもしW、だろ

う。これまでは、特定の（優れた）芸術史家の画像記憶

力、音声記憶力、テクスト記憶力などが有機的に結びつ

いて、その語学力（解釈力）を通じて、高度な論文や研

究書が箸され、それが世界の芸術史研究を導いてきた。

今後、すでに述べたようなデータベースの充実が進め

ば、ある意味で、画像記憶力、音声記憶力、テクスト記

憶力の一部またはかなりの部分を、そのようなデータベ

ースに託すようになるだろうし、それらの記憶力を共有

する状況が一層進むだろう。

このような状況は、便利ではあるが、伝統的な博覧強

記の芸術史家あるいは人文学者一般の楽しみを奪うこと

になるかもしれない。無論、語学力等がなければ優れた
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研究を行うことは困難なので、国民総美術史家・国民総

音楽史家といった状況にはならないが、より多くの人が、

通常は接することのない、かなり特殊な作品の画像と関

連テクストにまで効率的にアクセスするようになること

は確かだろう。

3. r分析と解釈を待つ事実Jとしてのデータベ｝ス

芸術史研究者はできるだけ客観的に作品や作品群ある

いはその作家についてのディスクリプションを行ない、

結論を導こうとするが、それはそれぞれの視点、研究者、

時代等によって変わる、ひとつの解釈に過ぎない。

データベースが充実すれば、その有機的に統合され、

さらに発展を続けるデータベース自体が 「無言の事実j

となり、そこからさらに結論としての 「事実Jを導き出

すことは不要なばかりか、ある意味では誤導的行為とな

るかもしれない。むしろ、研究者は、明確に解釈者であ

ることを自覚するようにせまられ、新たな発見ではなく、

新たな解釈を競うようになるだろう。解釈の意義はその

解釈が行われる時代や場所に限定される場合も多いが、

それだけに、研究者が各自の研究の同時代的意義やロー

カルな意義を自覚する、つまり、各自が生きる現代にコ

ミットするようになるというメリットもある。

人文科学教育についての考え方も変わるだろう。例え

ば、大学院生各自が選んだテーマでのデータベースの構

築が博士課程におけるおもな研究活動となり 、その後の

活動は（さらに別なデータベースの構築を次々と行うの

もv'v、だろうが）そのデータベースの拡充と、関連デー

タベースを駆使しての解釈活動が中心になる、といった

状況が現れる可能性もある （分野によってはすでに現れ

ているだろうと思う）。

特殊な提案のように恩われるかもしれないが、人文科

学でも実証的性格の強し、分野では、研究者のキャリ アと

いうものは従来からそうであった。 違いは、従来の博士

論文とそのための収集資料が、データベース構築に変わ

るということだけだ。しかし、その違いの意味は大きい。

従来の1等士論文とそのための収集資料は半ば公開され半

ば秘されてきたが、データベースの場合は、すべて公開

可能である上に、誰にでも（あるいは、その資格を有す

る研究者には）効率的な利用が可能になるという大きな

違いがある。

ただし、多くの研究者が、あたかも頭脳を（少なくと

も研究ファイルを）共有しているかのように有効にデー

タベースを相互活用するためには、さまざまな共通性が、

しかも、システムの変化に柔軟に対応していくことが可

能なデータベースのあり方が必要となるだろう。

4.デザインと「歴史j

人文科学におけるデータベース活用の活発化は、研究

の発展に、とくに研究領域の拡大や、これまであまり研

究されてこなかった対象への興味の拡大につながってい

る。例えば、欧米の巨匠画家、有名コ レクショ ンの研究

から民族芸術の研究へ、各種デザインの研究へといった

研究対象の拡大がそれである。

デザインと 「歴史」とは、ある意味で、対立関係にあ

る。例えば、最初の近代デザイン教育機関のひとつであ

るドイツのバウハウスのカリキュラムには、 デザイン史

はもちろん、美術史も含まれていなかった。バウハウス

に続くその他の教育機関でも似たような状況であった。

近代デザインは、 19世紀ヨーロ ッパの歴史的諸様式の復

興と折衷主義に対抗して興ったところがあるので、それ

は当然だったともいえるだろう。 しかし、実際には、ル・

コルピュジエはじめ、近代デザイン、近代建築のパイオ

ニアたちは、古代以来のさまぎまな先例を見て霊感を得、

時にはそれらを批判的に摂取してきた。

建築をはじめとするデザイン諸分野での歴史研究は、

1970年代後半から盛んになり、現在に至っており、それ

は、いわゆる 「ポストモダニズム」の時代と一致してい

る。しかし、 1970年代後半以後の建築史研究やデザイン

史研究が、現代の建築やデザイン全般に大きな影響を及

ぼしてきたかというと、そうではない。各種歴史様式や

世界の各種文化を参照する「ポストモダニズムJが表層

の多様性を増したように、建築史研究やデザイン史研究
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も、実に多様になったが、必ずしも研究内容が高度にな

ったとはいえない。

ただし、データへのアクセスは非常に効率的に行える

ようになった。若手研究者は、内外の関係資料を駆使し

て研究論文を書いているが、現在のコンピュータ・ネッ

トワークを徹底的に活用すれば、その可能性はさらに広

がる。筆者は近年、西洋の「デザインJに対する、東洋

（漢字文化掴）の「意匠Jという言葉の歴史をたどる理

論研究を行っているが、例えば、各種の中国古典籍デー

タベースは大いに役立つている。

5. 「意匠Jとデザイン

「意匠Jとし、う言葉には、英語の「デザイン」やフラ

ンス語の 「デッサンJ、そしてイタリア語の「ディセーニ

ヨJにも匹敵する、あるいはそれ以上の長い歴史と豊か

な意味がある。ラテン語系統の「ディセーニヨJ「デッサ

ン」「デザインj といった言葉には、素描や下絵を描くと

いった行為の知的側面を強調し、主知主義的、視覚中心

主義傾向が非常に強いのに対して、「意匠」は頭（意）と

手 （匠）との協働あるいは均衡を重んじる言葉である。

また、 「意匠」とし、う言葉は、文芸理論や演劇理論におい

ても用いられるなど、造形芸術と言語芸術とをつなぐ概

念でもある。これらは東洋の 「意匠」の重要な特質であ

り、西洋の「デザイン」等との大きな違いである。

「意匠」とし、う言葉は、中国では遅くとも唐代には用

いられていた。日本でも平安時代から使われ、もっとも

興味深く、かっ意味深い用例は、三浦梅園の主著『玄語』

に見ることができる。

儒学に基づきながらも、西洋の天文学に学んだ悔園は、

懐疑と実測（実証）を繰り返し強調した。しかし、西洋

の機械論的宇宙をそのまま受け入れるのではなく、 「天は

気」「天地に条理あり」と洞察する。梅園は東西の思想、を

独自なかたちで統合しようとした。

悔園が重視する概念である条理とは筋道であり脈絡で

ある。また、梅園は「経緯は条理の大綱Jと、『玄語』の

「地冊・没部・天界之冊・宇宙j に記している。難解な

ょうだが、「例旨Jでは次のようにわかりやすく説いてい

る。「条理がーたび立てば、宇宙は一匹の文錦となる。」

条理は筋道であり経緯（縦糸と機糸）であった。「かくし

て文彩燦測として、雲は飛び霞は湧き、満目これ穆乎た

る鴛鳳や華子与ではあるが、片や経（たていと）片や緯（よ

こいと）と、みな由来するところあるのであり、巧婦の

意匠からはずれていることなど、有り得ないのである。」

重主要なのは、これは喰えではないということだ。梅聞

は、巧みな婦人の手になる飛雲・霞・花鳥文の織物、雲

飛び、霞湧き、鳥鳴き、華咲く地上の自然、そして大宇

宙と、森羅万象を同時に諮っている。東経・西経の経は

時間、大きくとらえれば「歴史」であり、「掴j f図j に

も通じる緯は空間あるいは「環境Jと解することも許さ

れるだろう。

いまの私たちに欠けているのは、この統一的世界把握

の意志、この文学性である。また、西洋の計画・創造概

念である 「デザインJでは、その背後に造物主（大文字

の Designer）、父なる神があるのに対して、三浦梅園に

おいては、 「巧婦の意匠Jとして、創造の主体に、実際の

ものづくりに携わる女性が想定されているのも意義深い。

6.小林秀雄の「意匠J

日本における近代批評の確立者とされる小林秀雄は

『改造』の懸賞評論「様々なる意匠j で文壇に現れた。

「私はた正、彼等が何故にあらゆる意匠を凝らして登場

しなければならぬかを、少々不審に思う許りである。jこ

のような書き出しで始まる評論なので、根本的な反意匠

論のような印象を与えるかもしれないが、そうではない。

「彼等」とは 「文書事批評家等」のことで、ここ取り上げ

られているのは、当時（昭和のはじめ）優勢を極めてい

た「マルクス主義文学」としづ意匠、古風な「馨術論的

意匠J、「写実主義とし、う意匠J、そして「大衆文学Jとい

う意匠などである。「主義（イズム）」や 「傾向j と言い

換えてもいい。奇妙な用法のようだが、 意匠には、 「考案j

はもちろん、 「趣向」といった意味もあり、明治以来、福

地楼痴や坪内遁遥あるいは正岡子規といった人々が、文
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学論、演劇論、歌論等にもときおり用いていた。

その後、小林秀雄は、文芸時評等で評論家としての地

位を確立したが、戦時中、非言語芸術に強く心引力溢れた

ようだ。小林には芸術を痴愚と見なす傾向があったと指

摘されることもあるが、そうではない。少なくとも、 1947

年の小論「光悦と宗達Jでは違う。小林は、その二人の

合作になる和歌巻に魅せられ、それを一大思想とみなし

ている。「つまる処、これは何なのか。この意匠、この装

飾が、何かしら動かせぬ思想を苧んでいる様に感じられ

るのは何故か。この形式美の極致が語っているものは、

何なのか。j

この小論で取り上げられているのは「四季草花宗達下

絵和歌巻Jである。俵屋宗達が四季の草花その他の自然

を描き、その上に本阿弥光悦が『千載和歌集』巻第一・

春歌上と巻第二・春歌下を抄写したもので、「宗逮四季草

花下絵光悦書歌巻Jとも呼ばれる。宗達による下絵は桜

に始まり、藤、つつじ、萩、すすき、半月、群千鳥、浜

松と展開する。次々と変わる紙継ぎの料紙に金銀泥をた

っぷり用いた装飾下絵と墨痕鮮やかな書の組み合わせは、

まさに書画一体の合作である。

この和歌巻に使われているのは厚手の鳥の子紙で、両

面に厚く胡粉を引いている。光悦の好みに応じて紙師宗

仁（宗二）が製したいわゆる光悦紙で、白色、淡褐色、

淡黄色、そして濃淡2穏の緩（はなだ）色の計5種の料

紙が使われている。練色というのは淡い藍色、練草は.

草の異名である。白色の第一紙に始まり、淡練色、淡褐

色、白色、練色、淡黄色、白色、淡練色、白色と継がれ、

同じ白色の第十紙で終わる。原則的に白・繰色・褐黄色

系を三度繰り返し、色の変化の楽しみを生み出している。

巻末の第九紙と第十紙が同色なのは、白色二紙を費やし

て、その上に金泥で浜松、銀泥で浜から飛び立つ千鳥の

大群を表現し、冬という寂しく厳しい季節の情景であり

ながらも、この四季和歌巻を華やかに閉じよう、という

工夫であろう。

宗達は巻頭の白紙の上に満開の桜から錨き始めた。途

中、料紙は五月の空を想わせる淡い練色に変る。桜が終

わり初夏になると料紙も暖かい淡褐色となり、画面いっ

ぱいに勢いよく繁茂する藤の蔦と青葉そして紫の花房が

措かれた。料紙は再び白色、夏の濃い練色と継がれ、藤

棚の下にはつつじが生き生きと描かれる。夏が終わると、

料紙も澄んだ秋の空気を想わせる色に変る。萩の花咲く

淡黄色の秋の野はいつのまにか白いすすきの野と化し、

淡練色の料紙に変ると秋草の向こうに大半月が昇る。季

節の推移とともに、昼から夜への変化をも表しているの

だろう。やがて花なき冬となるが、宗達は踊るように屈

曲した老松の林を金泥で描き、そこに銀泥で群れを成し

て飛び立つ無数の千鳥を配し、華麗な大団円とした。

f宗達四季草花下絵光悦書歌巻」（日野原家蔵）

国立国会図書館蔵復刻本（日本古典文学会監修、

貴重本刊行会、 1988年）より複写

この宗達の絵の上に、光悦がゆったりとした草書で『千

載和歌集』の桜花の歌を散らし書きにした。ときには華

麗な下絵を避け、またあるときには、あえて絵に文字を

重ね、細心さと大胆さを巧みに使い分けている。また、

春夏秋冬の自然を描いた下絵の上に、四季すべてに花あ

りーあるいはひと咲きの桜にも四季にたとえられる一生

ありーとでも言わんばかりに、最初から最後まで桜花の

歌二十五首を書き通すおおらかさも、光悦らしい。歌は

待賓門院堀河の 「白雲とみねの桜はみゆれ共っきのひか

りは隔ざりけりJに始まり、覚盛法師の「あかなくにち

りぬるはなを（の）おも影やかぜにしられぬ桜なるらむJ

に終わる。巻半ば、上に藤棚、下につつじが拙かれた濃

練色の料紙の後半には、和泉式部と並び称、せられた平安
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中期の女流歌人、赤染衛門の歌が配された。「踏めばおし 「宗達四季草花下絵光悦書歌巻Jの巻末には「大虚庵

ふまでは行むかたもなし心尽の山桜哉J。料紙が淡黄色に、 光悦jの落款と 「伊年J宗達の円印が｛中よく並んでいる。

花は萩に変り、前中納言匡房の歌が続く。「やまざくらち 小林秀雄は次のように「光悦と宗達」を続けている。「己

ぢに心のくだくるはちるはなごとにそふにゃあるらむJ。 を失はずに他人と協力する幸福、和して同じない友情の

幸福（中略）。この歌巻の表現しているものは、極まると

7.意匠千年

匡房は文章博士大江匡衡と赤染衛門の曾孫、で、その匡

衡こそが、現在に伝わる限りでは、「意匠」とし、う言葉を

日本で最初に記した一人であった。それは左大臣藤原道

長が、字1台木幡にある一門の墓地の荒廃を見て、藤原摂

関家の寺として建立した浄明寺の供養の際に匡衡が作成

した願文の一部である。「為左大臣供養浄明寺願文Jには、

「債毘首而加意匠」（毘首を債（やと）うて意匠を加ふる、

あるいは、毘首の手を借りて意匠を加ふる）という件が

ある。毘首はインド神話の工巧神ヴィシュヴァカルマで

ある。

キ土甫による絵画の詩、「丹青号｜」以来、少なくとも、千

数百年にわたる「意匠Jの用例が見出される中国ではあ

るが、現在では、より「デザインJとの対応がいい 「設

計」の語がもっぱら用いられている。しかし、中国の知

識人と「意匠Jの話をすれば一過去の用例を知つてのこ

とか、あるいは、字義からの推定かー「創造的なデザイ

ンのことですねJといった応えが返ってくる。

大江匡衡が「為左大臣供養浄明寺願文」を書いたのは

寛弘二年、西暦 1005年のことである。つまり、現代の中

国ではあまり用いられないが、日本ではいまでも使われ

続けている「意匠Jとし、う言葉には、十世紀、一千年以

上の歴史がある。それは、英語の「デザイン」やフラン

ス語の「デッサンJに先駆けて、ルネサンスからバロッ

クの時代にかけて、その言葉の意味を深め充実させたイ

タリア語の「ディセーニヨJの歴史に勝るとも劣らなし、。

また、日本では、「意匠」に、三浦悔園の独自の恩索等に

よって、日本固有であると同時に普通的価値を持つ哲学

的次元が加えられた。また、歌道や茶道など、芸道の全

国的普及によって、その広い裾野が形成されてきたこと

も注目されるべきだろう。

ころ、幸福というものの秘密ではないだろうか。（中略）

幸福は、己を主猿しようともしないし、他人を挑発しよ

うともしない。言わば無言の智慧であろうが、そういう

ものも亦大思想であると考える事が、現代では、何んと

難しい事になったか。」小林の現代は私たちがし、ま生きる

現代でもある。

「宗達四季草花下絵光悦書歌巻Jに示されているよう

に、日本の美術あるいは東洋の美術（少なくとも漢字文

化圏の美術）は西洋の美術と根本的に異なっている。形

式だけを見ても、極端に横長あるいは縦長の画面、間務、

とされる書函の共存等々枚挙にいとまがない。ある意味

では、明治になって「ArtJや fFineArts」等に対応し

て急ごしらえされた「美術Jよりも、千年以上の伝統の

ある言葉「意匠Jを用いたほうが適切なのではないだろ

うか。「意匠Jならば、画像（造形芸術）だけでなく、書

画一体の「書Jはもちろん、言葉自体や文学までをも扱

うことができる。とはいえ、「意匠Jの語の正統性や適切

さを主張するのが本論のおもな目的ではなし、。

8. グランド・プロジェク トとしてのデータベース

日本の美術のデータベースの充実や拡大が、欧米と比

べ停滞気味なのは、各種制度上の問題があると同時に、

上述のような芸術形式の違いがあるからだ。東西におけ

るアート画像データベース発展度の相違の背景には、文

化的・歴史的整合性（西洋）と不整合性（東洋）の違い

がある。例えば、ハンガリー美術の場合、「国際的過小評

価」に奮起して、元来コンピュータ・ディスプレイに適

した同国の（つまり西洋美術の形式の）アート商像デー

タベースを充実させた経緯があるが、日本の場合、「国際

的過小評価j というよりも、「西洋型のデータベースに乗

りにくい形式Jということがある種の障害になっている。

々
i

円

4



なぜ、西洋の美術は画像データベースに適し、日本の

美術は適していないのか。それは、現在のシステムが西

洋文明の所産であるコンビュータ（パソコンの使用）を

前提にしているからである。写真（カメラオプスクラ、

ダグレオタイプ）が西洋絵画の展開であるように、コン

ビュータも西洋文明の展開として生まれた。

ルネサンス以来の「視覚のピラミッド」を「窓」で切

り取ったものが絵であるという考え方は、写真という 19

世紀のシステムに生き続けていただけではなく、実は、

コンピュータという 20世紀のシステムにも行き続けて

いるのである。「ウインドウズjはまさにそれを象徴する。

パソコンのディスプレイに並ぶ「ウインドウJたちは、

「黄金比に近い矩形の」「結果を」「専ら視覚的に鑑賞す

るJ絵であり、「侮端に細長くJ「結果以上に過程を重ん

じ」、九、わば五感で鑑賞するJ画には元来適していない。

ならば、日本やアジアにとって、欧米に匹敵するアー

ト画像データベ｝スの構築は不可能なのか、無意味なの

かというとそうではない。その意味と可能性は、「黄金比

に近い矩形のJ「結果をJ「専ら視覚的に鑑賞するJ絵か

ら急速に離れつつある、現代芸術が示唆しているように

恩われる。

日本その他のアジアの国々にとって、アート画像 （ま

たはマルチメディア）データベースのシステムづくりは、

欧米とは比較にならないほど大きなチャレンジである。

いま充実を続ける西洋の関連データベースは、ルネサン

ス以来の、写真を経てコンピュータに至る「窓」の伝統

の上に、順調にデータの蓄積を続けている。それに対し

て、西洋とは異なった芸術の伝統をもっ文化では、本来

は、独自のシステムづくりから始めるべきなのだろう。

欧米のシステムにあわせるほうが現実的であり、そこ

には世界的な国際交流としづ積極的な意味もある。しか

し、写真の間尺にあわせているうちに、いつのまにか、

他文化の亜流になり、画像データベースの間尺にあわせ

ているうちに、作品も研究も、ますます亜流になる、と

いう現実が進行していないだろうか。データベースの対

象に、データベース化しやすいものを、いつのまにか選

んではいないだろうか。

いま期待されるのは、まさにその反対の状況だろう。

「／レネサンスから 19世紀までの西洋」を基準とするよう

な芸術の価値観を超えて、古代というよりも先史美術か

ら現代芸術までを包含できるシステムを考えること。そ

して、そのデータベースが逆に芸術制作に反映され、ダ

イナミックな相互作用がおきること、である。非西洋の

データベースは、大きなチャレンジ（難問）であるだけ

に、その文化的意義も大きい、データベースはまさにグ

ランド・プロジェクトである。

9.私たちのプロジェクト

以上、門外漢であることをよい口実に、データベース

観、デジタルアーカイブ観を自由に述べた。最後に、私

個人の研究と、私がお世話ないし分担しているグループ

研究や活動を紹介して、結びとしたい。

「意匠論」研究は「日本のデザイン論J研究である。

月刊誌『なごみ』（淡交社）で、その言葉の用例を唐代の

中国から現代の日本までたどることで、その概要を一部

すでに公表しているが、いまも研究は継続している。イ

タリアのボローニャ大学の教授と協力して、イタリアの

デザインである 「ディセーニヨJとの比較研究にも着手

している。

最近の著書としては『天体の図像学』（八坂書房）があ

る。『風景画の光』（講談社）以来の風景画史研究だが、

本論で展開しているような、ルネサンス絵画から、カメ

ラオブスクラ、ダゲレオタイプを経て、コンピュ｝タに

至るメディアの推移と「ものの見方の継承」との関係に

ついての興味は、この一連の風景画研究を通じて保ち続

けている。

グループ研究・活動のおもなものは以下の通りである。

芸術とコミュニケーションに関する実践的研究

日本学術振興会・人文・社会科学振興プロジェクト「文

学・芸術の社会的媒介機能の研究Jで 「芸術とコミュニ

ケーションに関する実践的研究Jを研究グループ長とし
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てお世話している。同研究は「芸術と福祉」「環境と文学J

fコミュニティ ・アートJ「アートワークショップJの4

部門からなり、多くの大学とミュージアムの関係者の協

力を得て進められている。詳しくは次のホームページを

ご覧いただきたい。

http・：／／artcommunication.kir担／

『デザイン・ディスコース』

数年前に 『DesignDiscourse』とし、う国際ジャーナル・

システムが日本をベースにスタートした。このプロジェ

クトにとって、データベースは部分的なものだが、研究

者が現代に、国際的であると同時にローカルに、コミ ッ

トすることの意義を人文科学の研究者自身も強く自覚す

べきだろうとしづ 考えに基づいているという点では、本

大阪大学コミュニケーションデザイン・センター 論に大いに関係している。

日本学術振興会・人文・社会科学振興プロジェクト研 『Desi伊 Discourse~ は、英語文化圏以上に非英語文

究事業の一つ「芸術とコミュニケーショ ンに関する実践 化圏の研究者の参加を重視した、英語を共通語としたデ

的研究Jは、 2005年に開設された大阪大学CSC D、コ ザイン史とデザイン論の国際ジャーナルである。英語の

ミュンケーションデザイン・センターと深いかかわりが ワェプ・ジャーナル『DesignDiscourse』と、そこに掲

ある。私は大阪大学大学院文学研究科と CSC Dの教授 載された投稿論文から各国で独自に優秀論文数篇を選び、

を兼任し、後者では「アート＆コミュニケーション」、そ 各国語に翻訳し、年に一度それぞれ印刷刊行する、とい

の後「アート＆テクノロジー・コミュニケーションデザ う電子媒体と印刷媒体の組み合わせなので、国際ジャー

イン」の部門に属している。 ナル・システムと呼んでいる。2006年に日本語の『Design

csc Dの「アート＆テクノロジー」部門では 「アー Discourse Japan』の刊行が始まり、近い将来『Design

ト・プロジェクト入門Jとしづ授業を共同で行っている。 Discourse Italy］『DesignDiscourse Spain』等の創刊が

プロジェクトとしてのアートを実践的に学ぶ、全学の大 期待されている。

学院生をおもな対象とした講義と学内外での実習を組み

合わせた授業である。これまで、芸術学と芸術史の講義

はあるが、実習的授業はほとんどなかった大阪大学で、

この「アート・プロジェクト入門Jは多数の受講希望者

を集めている。

csc Dは 2008年秋に大阪で開催される第 6回デザ

イン史デザイン学園際会議を主催する予定（CSC Dに

申請中）だが、そこに、「コミュニケーショ ンデザイン」

または 「デザインとコミュニケーション」といった分科

会を設けることを検討している。要望があれば「デザイン 『DesignDiscourse］の運営体 「デザイン史フォーラム」

研究とデータベースjあるいは 「人文科学とデータベー Design History Forum のサイト（トップ・ページ）

スJといった分科会の設定も可能で、内外の興味を集め

るかもしれない。 CSC Dでは、人文系データベース協 『DesignDiscourse』は、と くに非英語函のデザイン

議会メンバーの協力で、 2007年度からアー ト・ ドキュメ 研究者の、（ 1 ）国際語である英語での研究発表の日常化

ンテーション関係、の授業を始める計画である。 CSCD を推進すると同時に、（2）それを研究者間の相互協力に

の活動については次のホームベージをご覧いただきたい。 よって翻訳し、『DesignDiscourse Japan』『Design

http://www.cscd.osaka・u.ac.jp/ Discourse Italy』『DesignDiscourse Spain』等（後二者
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は準備中）に各国語訳で掲載するプロセスを加えること

により、自国語による研究と、国際交流にも役立てる、

ということを念頭においてスター卜した。

自動翻訳システムの性能向上によって、やがて英語で

論文を執筆することが不要になる時代が来るかもしれな

い。また、英語のワェブ・ジャーナルに掲載された論文

を、各国語に翻訳して印刷出版することなど不要になる

こともありうるだろう。このような疑問が『Design

Discourse~ に向けられるかもしれないので、この場を借

りて、説明しておきたい。このような予測に対しては、

次のようないくつかの点から『DesignDiscourse~ の意

義を重ねて説くことができるだろう。

第一に、高度な内容の専門分野の研究論文が、自動翻

訳システムで適切に翻訳されるようのなるには、まだ長

い年月を必要とするだろう。第二に、『Desi胆 Discourse』

は、英語の論文を効率的に各国語に翻訳することを目的

としているわけではなく、投稿の過程で各国の研究者が

英語を通じた国際コミュニケーション力を高め、著者と

翻訳者（研究者）との協力を通じて、相互の、視覚言語

（し、わゆるデザイン）だけではない、文字言語による相

互理解を深める、という過程にある。第三に、『Design

Discourse』に限ったことではないが、どのようなジャー

ナルあるいはメディアでも、それが本来の役割を果たす

べき時期があり、そのシステムの有効性は当然限定的な

ものだということである。どのよ うなジャーナルでも、

それ本来の役割を果たした後には消滅するか、あるいは 広義のデザイン研究者が世界的にウェブ・ジャーナル

ウェプ・ジャーナル『DesignDiscourse』は、キーワ

ード検索とし、う初歩的なものだが、ベーシックなデータ

ベース機能を備えている。いまのところ既刊 4号のみで、

掲載論文も 10篇程度なので検索システムの有用さの実

感はまだ少ないが、巻号を重ねるにつれて、その有効性

が認められるようになるだろう。今後、その他のデータ

ベース機能の付加も検討したい。

『DesignDiscourse Japan~ （『デザイン史論』）表紙

Volume 1, 2006 （デザイン ：肥後ユキコ）

時代に応じてシステムを組み替えて存続するものである。 『DesignDiscourse~ を共有し、国際語である英語によ

そして、システムの変更で対応できなくなったときには、 って、しかし英語に支配されることなく交流し、上掲写

まったく別な新しいシステムに道を譲るべきだろう。 真の『DesignDiscourse Japan』のような各国語版

幸い、『DesignDiscourse』は少しずつ内外の支持者を 『DesignDiscourse Italy~ 『Design Discourse Spain~ 

増やしている。 2006年には、ボローニャ大学の協力を得 等が刊行されて、それぞれのデザイン・ 文化・言語にっ

て、イタリア語の論文要旨掲載が始まった。現在、『Design いての相互理解を深める。このよ うな私たちの試みにも

Discourse』の最初のベージには 「EnglishJ fitalian」 データベースの考え方は、大きな意味を持っている。

「JapaneseJの選択ボタンが並び、 3ヶ国語で掲載論文 『DesignDiscourse~ を運営するデザイ ン史フォーラム

の要旨を読むことができる。 2007年からは「Spanish」 (Design History Forum）のUR Lは次の通りである。

も加わる予定である。 http://www.designhistoryforum.org/ 
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脈波の「ゆらぎ」を用いた精神健康度自己チェックの可能性

Development of a Self-check System for Mental Health, which uses 

Nonlinear Chaos Analysis of Pulse Waves 

雄山真弓

Mayumi Oyama-Higa 

関西学院大学文学部総合心理科学科，西宮市上ヶ原 1ート155

Department of Integrated Psychological Science Kwansei Gakuin University, 

1-1-155 Uegahara, Nishinomiya, 662-8501, Japan 

あらまし：我々はこれまで指尖脈波の非線形解析を行い、アトラクタの軌道の「揺らぎJを意味するリア

プノフ指数が人間の精神的健康度を調べる方法として有効であることを発表してきた。特に、認知症や穆

病の早期発見、健康な人の精神変化を調べるのに大変有効な方法であることを示してきた。一方、これま

でに行われてきた精神健康度の測定方法は、主観的な方法が多く、客観的な方法でも、時間や費用の面か

ら簡単な方法とはいえなかった。多くの利用者が簡単に測定できる機器の開発が必要であり、その可能性

について検討している。本報告では、脈波のゆらぎを用いた精神健康度自己チェックの可能性について、

これまでの研究を例にあげて解説する。研究の自標は、誰でもどこでも簡単に測定できて、精神健康度が

わかりやすく表示されることであるが、人間のもつカオス性から、ただ 1回の測定のみで判定することは

危険である。従って、複数回の測定による時系列データを用いてリアプノフ指数の変動を表現できるソフ

トの開発を考えている。揺らぎ値の変動要因を調べることで、自分の状態変化を知ることができれば、精

神健康の問題に貢献できると考えている。

Summary: We have been applying nonlinear chaos analysis to fingertip pulse wave data and had 

reported that the Lyapunov exponent, a measぽ eof “divergence円 ofthe回uectoryof the attractor, 

was a useful index of mental health in humans. We had demonstrated that it was particularly useful 

for the early detection of dementia and depressive psychosis, and also for monitoring mental changes 

in healthy persons. Most of the methods used for assessing mental health are subjective. Even among 

the objective methods are not simple, considering the time and the cost needed. After about one 

minute of measurement, the Lyapunov exponent is calculated and displayed as a graph on the PC. An 

advantageous feature of this system is that the measurements can be made very easily in between 

using the PC for some other work, and the mental health checked with ease. Moreover, as the 

measured data can be saved according to the time and date, the diurnal changes and changes over 

longer time periods can be monitored as time series. We ask the subject about his or her physical 

health and mood at the time of measuring the pulse waves and save the result for reference along 

with the Lyapunov exponents, as factors causing variation in the divergence. The changes in the 

Lyapunov exponent are displayed on the PC as constellation graphs, developed by us, to make 

self-diagnosis and resolution of problems easier. 

キーワード：指尖端脈波，カオス解析，リアプノフ指数，データベース，ゆらぎ

Keywords: fingerchip pulse waves, chaous analysisi, Lyapinov exponent, database, divergence 
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1.はじめに

日本では、年間の自殺者が3年連続3万人に達する深刻な問

題を抱えている。自殺者の多くは深刻な欝症状が原因となる

場合が多い。また、日本は、世界ーの長寿国とし、われている

が、高齢者人口が増えるとともに、認知症も増加し、社会問題

化している。童夢病や認知症は、社会や家族の対応が不可欠で

あるが、本人の病気に対する自覚がないまま進行する場合が

多く、早期発見、早期治療が必要である。

穆病や認知症の発見には日常から行動や状態をチェックする

必要がある。また、主観的な観察だけでは不十分であり、科学

的な方法による客観的なデータをとることが必要である。これ

までに行われてきた科学的な方法として、脳波の解析や脳の

画像診断など高度な技術や知識を必要とする方法はあるが、

それにかかる時間や費用を考えると、簡単な測定方法とはし、

えない。そこで測定が容易でしかも経済的方法が必要となる。

我々はこれまで指尖脈波の非線形解析によるアトラクタの軌

道の「揺らぎJが精神的健康度を調べる方法として有効である

ことを発表してきた。特に、認知症の発見や欝病の診断には

有効である［1］。 2章では指尖脈波の非線形解析による「揺ら

ぎ値Jの算出方法を解説する。 3章では、指尖脈波を用しも意

味とI揺らぎ値」と認知心理との関係を解説し、4章では、これ

まで、行ってきたリアプノフ指数と精神健康度の関係について

例を挙げて解説する。 5意では将来計画および、精神健康の

自己チェックの可能性と問題点について述べる。

2.指尖脈波の非線形解析と「揺らぎjの算出

A.脈波のカオス解析とアトラクタ軌道のゆらぎ（リアプノフ指

数）の算出

揺らぎを測定する方法として、生体情報のネットワークに繋

がる指尖脈波を測定する。指尖脈波は、これまでの研究でカ

オス性を有することが実証されてしも［4][5］。 図 lに示すよう

に毛細血管に流れるヘモグロビンの量の変化を赤外線の照

射によって、測定する。波形は当然心臓の動きと同期している

が、心臓の波とは異なる情報である。指先の毛細血管の収縮

によるヘモグ、ロビンの変化は、交感神経や副交感神経などの

情報を含む複雑系の時系列データである。長くても 3分の測

定で 3万点以上の時系列のデータを捉え、このデータを埋め

込み次元、遅延時間を設定することによって、非線形の解析

法を行う。本研究では埋め込み次元を4次元、遅延時間を

50msに設定し、アトラクタを構成する［4][5］。アトラクタの形から

も有効な情報が得られるが、本研究では、アトラクタの軌道の

揺らぎ値に相当するリアプノフ指数を計算する。

Cap・・・ a.ry
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図1毛細血管に赤外線照射による脈波の測定（Frequency

200Hz, Resolution 12bits) 

測定には、室温、測定場所、測定条件などに特別な配慮を必

要としなし、こと、測定時間も短し、ことなど、被験者に負担をか

けない方法である。脈波の測定からリアプノフ指数の算出にい

たる流れ図を図2に示す。

F柑同州ι斡とさえ
↓ 
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図2脈波の測定からリアプノフ指数算出の流れ

次に、カオス性をもっ波の特徴の1つである軌道不安定性の

評価指標であるリアプノフ指数について説明する。

たとえば、図3に示すように、 3次元のカオス力学系に初期値

として半径 Eの微少球（超球）を与えたとすると、最初は球で

あったものが1回写像されることによって、 el方向には引き延

ばされ、 e3方向には押し潰される結果、楕円体となる。このと

きのel、e2、e3方向に対する単位時間当たりの拡大率の対

数をλ1、λ2、λ3とすると、このλ1、λ2、λ3をリアプノ

フ指数といい、これらの組をリアプノフスベクトル品、う。本研

究では、計算繰り返し回数だけ、この超球をとる操作を繰り返

し、それらの総和をとり、平均することによりリアプノアスペクト
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ルを算出する。また、脈波の最適な次元として4次元に設定し

ている。したがって、リアプノフスベクトルは、 λ1、λ2、λ3、

A-4となりその中で最大のリアプノフ指数λ1を計算に用いる。

[6] 

一，－－J ← ，－， , .......’ 持，，，..，旬

図3.リアプノフ指数の計算方法

指尖脈波の測定で得られた時系列データ x(i),with i=l，…， 

N，を遅延時間 τをもちいて(1）式に示す変換を行う。

X(i) ＝（柑），..スガ－（d-l)r)) = {xk(i)} 
）
 

市
A（
 

ここで、 xk(i) = x(i -(k -1) t ), k=l，…，d. 

座標の再構成をただしく行うため、遅延時間 τと埋め込み次

元dが必要である。［4］本研究では、パラメータ τ＝50、埋め

込み次元d=4をもちいている［5][6］。

(2）に最大リアプノフ指数λ1を求める式を示す。

X(t）を空間次元における初期軌道上の X(O）からの変化によ

る値と考える、

1 I 8X, (I) I 
ム＝ hm hm -ln一一一一一一

• t→咽・.... 0 t I e I (Z) 

ここで、

c:)X5(f) = X(t)-Xe (t) 
ε＝ X(O)-X5(0) 

E = X(O) -xε （0）.は、初期ベクトルで、ある。佐野、津田のア

ルゴ、リズムを使って λl を求める［6Jo.λlは、 4次元空間

における軌道の揺らぎを意味する。

最大リアプノフ指数λ1の算出方法は、脈波データの最初の

8000点をlWindowとして、リアプノフ指数λ1を計算する。次

に200点スライドして、次の8000点をlWindowとして、リアプノフ

指数を算出し、脈波データが無くなるまで繰り返す。 3分の測

定で36000点のデータが得られので、（36000-8000)/200 =r 

140で140点の時系列のリアプノフ指数を求めることができる。

また、 1分の測定では、（120008000)/200=20の時系列のリア

プノフ指数が得られる。また超球のサイズは0.08で行う。求め

たリアプノフ指数の変動は、4次元アトラクタの軌道の変動を表

す。

リアプノフ指数はアトラクタ軌道の揺らぎであり、心理指標と関

係する重要な値である［2][3］。

3.ゆらぎ値と認知心理の関係

A.指尖脈波を用いる意味

生体システムは、カオス性をもって変動する複雑系であると考

えられている。カオスは非常に複雑で不規則かっ不安定にふ

るまっているかのようにみえるが、決定論的法則によって変化

してしも系である。人聞が発信している生体情報は、パイタル

サインといわれ、体温、血圧、脈泊などさまざまなものがある。

生体信号である指尖脈波は、カオス性をもっ時系列のデータ

である。また、指尖脈波は、心臓の波と異なり、神経系の情報

など様々な情報を含んでいる。

一方、心の健康度をはかる指標として、心理学においては、

いくつかの方法が提案されてきた。これらの方法は総じて、主

観的なものであり、客観性のある方法ではないとしづ問題があ

った。比較的簡単な心理検査による方法としては、設問形式

が多く用いられてきた。また、測定時点の状態を客観的に測

定できる方法として、脳波の測定・分析を行う方法があるが、

測定方法は、簡単ではなく解析についても心の詳細な変化を

解析するまでに至っていないのが現状である。その他の生体

情報の測定については、心拍、脈波などを用いた分析も一部

では試みられてきたが、生体情報のカオス性を考慮した分析

は行われてこなかった。

カオスの性質として、アトラクタの表示やアトラクタの軌道の「揺

らぎJを表すリアプノフ指数がある。本研究は、これまで、人間

の心理的変化の尺度として数値的な評価がされてこなかった、

リアプノフ指数に着目し、高齢者の認知症や、 ADL指標から

みたコミュニケーションの能力の関係、作業時におけるエラー

率との関係、雇用者の日内変動と蓄積的疲労インデ、ツクスの

項目との関係、0歳児から 5歳児の時系列的揺らぎ変動、親

の子供に対する愛着の影響などの研究をおこなってきた［10］。

その結果、人聞が精神的に健康な状態で生活するには、環
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境や社会への外部適応力、心の柔軟性、自発性、協調性な

どに関係する交感神経の適度な役割と調和が重要であるが、

この値が非線形解析で求めた最大リアプノフ指数に関係する

値であることがわかってきた。つまり、本研究では、アトラクタの

軌道の時系列的な変動を意味する最大リアプノフ指数を『揺

らぎ』と定義している。この値が連続して低い状態、つまり、揺

らぎがない状態が長く続く場合は、日常では外部に対する適

応力の低下となり精神的な健康状態は保てない。反対に、連

続して高い状態が連続して起こる場合は、極度の緊張状態や、

ストレスの連続となり、精神的な健康状態は、保てない。人聞

は、常に揺らぎを持った状態が健康的な状態といえる。人間ら

しい生き方として喜怒哀楽があるが、これこそ揺らぎの変化を

起こす原因ともなってしもと思われる。

人聞が健康を保つためには肉体的免疫力が重要であるとし、

われている。免疫力の低下はさまざまな、病気を引き起こすと

いわれているため、我々は、肉体的免疫力の低下を抑えるた

めに食べ物に気をつけたり、休養したり、薬を飲んだり、体力

を鍛えたりして抵抗力をつけて防衛を行なっている。しかし、

精神的な強さ、例えば、コミュニケーションを積極的にできるか、

与えられた仕事を行う意欲があるか、外部の劇的変化に耐え

られる精神的強さがあるか等、人聞が生きてし、くためには、非

常に重要なものであるが、これを精神的免疫力とすると、これ

を科学的に調べる方法はこれまでになかった。私達は、指尖

脈波を非線形の解析法で解析し、様々な心理指標との関係を

調べた。その結果、カオス解析で求めたアトラクタの『揺らぎ』

に相当する最大リアプノフ指数の値が、精神的免疫力と密接

に関係することがわかった。また、この値は、自律神経におけ

る交感神経の働きと密接に関係があることもわかってきた。人

聞が精神的に健康な状態とは、『揺らぎ』を持って外部の変化

に柔軟に対応できる能力を意味する。これは、 肉体的免疫力

に対する、精神的柔軟さ、つまり精神的免疫力と考えられる。

精神的免疫力とは、生活の中で絶えず直面する外部環境の

変化に対する適応力、コミュニケーション能力、自己発信能力、

適度な心の柔軟性などを意味する。 人間は外界のあらゆる変

化や接触、攻撃を上手にかわし、あるときは取り組み、対応し、

自己表現をしながら生命を維持している。これがまさに精神的

免疫力であり、日常生活の中で常に変化が起こっている。精

神的免疫力の状態変化である『揺らぎ』は、とても大事な指標

であると同時に、人間のさまざまな状態で変化する。例えば、

『揺らぎ』がない状態が連続して続く場合は、正常な状態とは

いえない。図4に精神的に健康な人と、穆病の患者のアトラク

タを示す。欝病の患者のアトラクタの揺らぎが非常に少ないこ

とがわかる。また、図5は認知症の患者のアトラクタである。い

ずれも老人のデータであるが、認知症が進むほど、揺らぎが小

さくなっていることがわかる。

健常者のアトラクタ、 穆病患者のアトラクタ

図4 健常者と程修病患者のアトラクタ（30秒間の測定）

一

Sever抗、， ofd .. me”t回~ Severity of demen巾 4

図5 老人データ認知症＝O 認知症＝4

また、日常生活においても、過度の緊張やストレスなどの状況

では、揺らぎが高く連続した値を示す。精神的に健康な人は、

過度の緊張が続いた場合は自然にリラックスすることを行う。

つまり、これは、揺らぎを自然な状態に戻す行為である。一方、

欝状態や加齢に伴う認知症状などでは、揺らぎが連続して低

い状態を示す。これは、自分から揺らぎを自然な状態に戻せ

ないことを意味すると同時に、外部適応力の低下を意味する。

したがって揺らぎ値は常に変化するもので揺らぎをもっている

状態が正常な状態とし、える。

4.リアプノフ指数と精神健康度の関係について

結果の表示は、被験者の変化や、情動変化を見やすくするた

めに、筆者が開発した星座グラフ等を用いて表示する。
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A. 老人の脈波のカオス解析による認知度とコミュニケーショ

ンスキルの分析

被験者：滋賀県の老人ホーム 3箇所で 179人のデータ（男：4

0名、女：139名）を測定した。

測定年月日： 2003年 8月～11月

測定方法：指尖脈波を 3分間を 3回の測定を行った。室温2

5℃でリラックスした状態で測定、脈波の測定前に、最大血圧、

最小血圧、脈拍、体温を測定した。

指標： 医者によって判定された認知症の度合し、を示す5段

階のデータ

ケヤマネージャにより作成された 7項目からなる ADし（3段階

評価）のデータを入手し全てを用いて脈波から算出された最

大リアプノフ指数との関係を調べた。

結果：最大リアプノフ指数と認知症、および ADLの中のコミュ

ニケーションスキルに間で有意な関係が見られた。
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図6.リアプノフ指数（縦軸）とコミュニケーションスキル

(3段階a,b, c ）と認知度（0～4）の関係（横軸）

図7図8 は、星座グラフを用いて表示を行ったもので、星座

グラフ上で右方向は、リアプノフ指数が小で、左方向は、リア

プノフ指数が大であることを示す。データ数が多いため各ラン

ク（認知症0～4、コミュニケーションスキノレa～c）のデータの各

中央値の周りの5件を選択して表示した。
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図7認知症とリアプノフ指数の関係

1本の線分が1被験者を示す。
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図8 コミュニケーションスキル（a,b,c）とリアプノフ指数の関係

B.子供の脈波のカオス解析と母親の愛着の関係

被験者：大阪と姫路の保育所、 0歳児から5歳児まで242人

表1.年齢と人数の関係

h働oles F田園g T ..... 

島『恒国「『;jd 主 5 7 

I－甲田町、司コId ’3 
官。 23 

2－噌田圃F『;jd 19 13 32 

J－....，喧圃r-dd 'JU 霊E 54 

唱，E ・-dd 44 25 69 

5－噌園町-dd 34 23 57 

官..... 139 
ーαz 242 

測定年月日： 2004年1月～2005年 3月

測定方法：指尖脈波を1分間を2回の測定を行った。

室温25℃でリラックスした状態で測定した。 0歳児から5歳児

で 3歳児が他の年齢より低い値を示していた。検定を行った

結果確率 0.05%で有意な関係がみられた。さらに母親の子供

に対する愛着について調べるために、母親に質問紙（指標：

The Maternal Attachment Inventory MAI (Muller, 1994: ）を

配布し、記入してもらった。集計結果から、母親の子供に対す

る愛着が高い群と普通または低い群の2つのグループに分け

て、リアプノフ指数との関係を調べた。分散分析を行った結果

0.05%の確率で有意な関係が得られた。図10にその関係を
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示す。
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図9.子供の年齢別リアプノフ指数の変化（242名）

図9にグラフで示す。 0歳児が最も高く、 1歳児、2歳児に続き3

歳児が最も揺らぎが低い値になった。 3歳児は、これまで、3歳

児神話として世界的に問題になっているテーマであり、脈波の

アトラクタ軌道の揺らぎ値で、科学的に傾向が見られたことは

意義が深い。さらに母親の愛着の問題も子供の揺らぎに関係

する結果が得られたことは、子育てにおける、母親への参考

になると考えている。
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図10. 母親の子供に対する愛着とリアプノフ指数の関係

c.某会社の被雇用者の脈波左疲労度インデックスの関係

被雇用者12人について朝・昼・夜のリアプノフ指数を測定した。

全員に対して疲労度インデ‘ックスも同時に質問し、その結果と

リアプノフ指数の関係を調べた。被雇用者の朝昼晩の変化は

それぞれで異なるが、図 11にしてつかの例を示す。朝は出社

直後、昼は食後1時間以上経過後、晩は退社前に測定してい

る。企業における精神管理は、欝病の多発などで社会でも大

きな問題になってしもが、リアプノフ指数は被雇用者の自己管

るあで標指つ立役も

υ
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刊
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図11某会社の被雇用者の朝・昼・夜のリアプノフ指数変化

疲労度インデ‘ックスの関係は昼間のリアプノフ指数が低い人

は、修傾向や不安が高し、ことが分った。表2に示す。不安、と

穆傾向がリアプノフ指数（昼間）と 0.7以上の逆相関が見られ

たことは、リアプノフ指数が低し、と欝傾向や、不安度が高い傾

向を示していることを意味する。

表 2. 雇用者の昼間のリアプノフ指数と疲労度インデックス

の関係

百』曹 A.mtr Stmol T~』． 1軍司圏園田

D目盟国E皿 n.p.，；岨 且＂＂＂＇園 1hli且 E，園田且

幽 句

痛h帽幅 1 0.7235 0.宵39 。.149& 吋0.63115
D回世圃曲t

An主司F 0.7235 1 O.M55 0.9358 ・0.7~9

鼠血of 。.7回目 O.M55 1 OJM20 -0.701' ne-.-... 
百昌也圃・ 0.7'96 0.9358 O.M20 1 ’0.6905 
h園田植1.自由

1碑幽． -0.6385 ・0.7~9 -0.701' 私自05 1 ：.司；；晶圃，盟t

D. 計算作業におけるリアプノフ指数の変化

20代と40代の被験者にクレペリンテストを15分2回行い、テ

ストを行う前と後で、リアプノフ指数に変化が見られるかを調べ

た。クレペリンテストを行った後は、両被験者ともにリアプノフ指

数の増加が見られた。被験者の感想ではクレペリンテストの後
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図12. クレペリンテスト作業の前後のリアプノフ指数の変化

E. モニタ監視作業における判断・操作ミスとリアプノフ指数

の関係

ヒューマンエラーの実験のために模擬的な監視作業を PC上

で行わせる装置を開発し、リアプノフ指数とエラー率の関係を

調べた。モニタ画面をいろいろ変化させ実験を行ったが、全て

においてリアプノフ指数が低い場合はエラー率が高いことが

わかった。図13に結果を示す。
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図13.モニタ作業におけるリアプノフ指数とエラー率の関係

F. 絵画作業による情動変化

図14は某画家が何もしていない状態のリアプノフ指数（オレン

ジ色）と3分後に絵を描き始めたときのリアプノフ指数（水色）を

示す。絵を各作業でリアプノフ指数が上昇したことを示す。
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図14.絵画作業によるリアプノフ指数の変化

G. 出産時のリアプノフ指数の変化

図15は、 7人の妊婦の出産前のリアプノフ指数と出産後のリア

プノフ指数の変化を調べた（奈良市の産婦水科）。出産前1時

間半以内の値と、出産後1時間半以内の値を比較している。

出産前のリアプノフ指数の値がStudent検定p<0.05で有意に

高いことがわかる。出産時に妊婦が交感神経を上げて出産に

臨んでいることがわかる。
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図15.妊婦の出産前のリアプノフ指数と出産後のリアプノフ指

数の比較（し、ずれも1時間半以内）

5. 自己チェックシステムの可能’性と問題点

これまでの研究からリアプノフ指数を新しい心理指標として

使える可能性があることがわかった。今後は、簡単に自分の精

神的健康状態を調べられるシステムを考えてして予定である。

その方法として、システムをPC上で全て行う、 PC完結型と、イ

ンターネットを利用してサーバー上にデータベースを構築し、

より多くの利用者に使ってもらう方式を考えている。また、脈波

測定のセンサーを携帯電話に組み込むことによって、結果の

表示をケータイの画面上で見ることができる方式も考えている。

ケータイを利用する場合は脈波の表示などのソフトをI-mode

で‘ダウンロード‘して計算を行い、結果をインターネット経由で

データベースに蓄積し、検索できるようにシステムを構築する。

インターネットを利用する方法はデータが膨大になることが予

想されるが、データの有効利用とデータの機密保持には充分

注意する必要がある。

このシステムの利用によって、精神的健康度の自己管理や病

気の早期発見と治療を行うことができれば、多くの人を最悪の

事態から救うことができると確信している。また、人間の精神的

指標にかかわるデータを、ネットワークを利用して送ることは、

これまでにない通信のイノベーションとなると思われる。しかし、

近年の個人情報保護の問題もありデータの管理には十分注
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意を払う必要がある。研究面からの有効性を考えると、膨大な

情報の蓄積は、今後のさまざまな研究に役立つことを確信し

ている。
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唐代人物知識ベースについて

～漢字文献知識ベース構築ヘ向けて～

The Tang Person Knowledge Base: Towards a Knowledge Base of 

Chinese-Character-Based Documents 

山本一登

Tadato YA民1AMOTO

京都大学／人文科学研究所、京都市左京区北白川東小倉町47

Institute for RβS巴archin Humanities, Kyoto University, 47 Higashiogura-cho, 

Kitashirakawa, S出yeトku,Kyo七o

あらまし ．「唐代人物知識ベース」とは、京都大学21世紀COE「東アジア世界の人文情報事研究教育嬢貼」 1の

一環として行なわれているプロジェクトのひとつである「漢字文献ナリッジベース構築」のサブプロジェクト

として進めてきたものである。本システムは、ネットワークを介したウェブアプリケーションとして利用者に

サービスを提供するデータベースであり、以下の URLから利用できる。

http://coe21.zinbun.kyoto-u.ac・jp/knowledge/person/index.html

本論では、現在実装している検索機能の紹介、および使用しているデータペースエンジンなどについて順次述

べ、今後の展望についても述べる。

Summary: The Tang Person Knowledge Base advances as sub project of “Construction of a Knowledge 

Base of Chines←Character-Based Documents”which is one of the project promoted as pぽ tof七heKyoto 

University 21st Cen七uryCOE，“East Asian Center for Informatics in Huma凶ties”.We release the Tang 

Person Knowledge Base service as the web application which u七ilizesInternet，七heURL is following. 

http://coe21.zinbun.kyoto-u.ac.jνknowledge/person/index.html 

In this paper, we describe the search function which is implemented now, about the spec of o町 database

system which we have used, and concerning future views. 

キーワード ：知識ベース、唐代、漢字文献、人文科学

Keywords: knowledge base, Tang dynasty, Chinese character literature, humanities 

1 はじめに 本知識ベースの Webデザインには W3Cの

XHTML 1.1 [4トW3CのCSS2.l[5］の標準規格に準

本知識ベースは中国学を研究対象としている大学の 拠し、 MozillaFirefoxでの閲覧に最適になるように関

学部生、院生や若手研究者などを主な利用対象者に想 発を行ってきている。 Webの標準仕様に従うようにデ

定しているため、検索できる事項は中国学を勉強する ザインを進める理出は、特定のWebブラウザに依存し

際の基礎となるような項目を選んだ。現在、唐五代の ない Webサイト作りを強く意識しているからである。

人物、約 4000件の人物データ［9］に対して人名（姓、 また、本データベースシステムでは、データフォー

詩、字、排行、名号、誼、廟号）、関係地（生地、貫籍、 マットは XML形式、データベースエンジンにはネイ

郡望、寓居、卒地）、在世時（在世時、生年、没年）、家系 ティブXMLデータベースのひとつである eXis七［7］を

（祖、父、祖先、子孫、家族、姻戚）、経歴（科挙、官職、 採用し、検索システムの実装を行なった。

著作、記事）などの情報が格納されている。データ量 本報告では、現在実装している検索機能の利用方法、

としては、まだまだ不十分ではあるが、これらの項目 およびeXist固有の特徴などについて順次述べ、最後

に対して検索が可能である。 に今後のプロジェクトの展望について述べる。

1http.//coe21. zinbun. kyoto-u.ac. jp/ 
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格納しているデータの文字コードは Unicode標準

[6］の 1つのエンコード方式である UTF-8を採用し

た。従って、 Unicode標準で定義されている漢字はす

べて使用対象となっている。そのため、使用するコン

ビュータに Unicode標準で定義されている漢字をすべ

て表示できるようなフォントがインストールされてい

ることが望ましい。現状ではフォントに含まれていな

いグリフ（字形）は表示できないことに注意してほし

い。フォントが使用できない利用者向けに画像を表示

したりする機能は現在は考えていない。幸い、 Linux、

Mac、Windowsなどで使用できる Unicode標準の漢

字がすべて含まれたフリーなフォントがあるので、そ

れをインストールすればよいだろう（入手方法は付録

参照）。ただし、古い OSを使用しているユーザ等は

Unicode標準のサロゲートペアをサポートしていない

ものもあり、フォントをインストールしても表示されな

い場合がある。また、 WindowsでInternetExplorer 

で使用するにはレジストリを書き換える等の作業も必

要になる場合がある。ウェブデザインに使用している

cssもブラウザによっては一部こちらが意図した通り 簡易検索では、人名、関係地、および人名と関係地の

2 利用上の注意

に表示されないものもある。

推奨環境

項包 ： 内容

人名：姓誇字排行名号謡廟号

関係地： 貫籍郡望寓居生地卒地

在世時： 在世時生年没年

家系： 祖父祖先子孫家族姻戚

経歴： 科挙官職著作記事

簡易検索

！庖代人物知識ベース
!U2・沈殿2,r"}:.'CfJl7口”ラd
l!o:1"l)' !':'fl;I)人＇＂符~·長究民穂町民

~＂出削 間川 一一

人；，1免安

＇~ぉ除，f

リセヲト J 

・~－ I•)
'・ l'!!<o忌＂＇ー？日

AND検索ができる。例えば、名前に 「韓」を含み、関

係地に「河陽」を含む人物を探したければ、人名欄に

「韓」、地名欄に 「河陽」と入力して検索を実行する。検

索項目は中国学で需要が高いと思われる人名と関係地

1）サロゲートペアをサポートしていてる OSを使用 からの検索だけに絞った0

2) Unicode標準の漢字がすべて含まれたフォント

検索方法としては、「簡易検索」と「詳細検索」の2

種類を提供している。

すべての語集検索に XQueryの正規表現3を使った

検索が可能である。

また、本システムで採用している異体字を確認する

サービスも併せて提供する。

データベースに格納されている人物情報は現在以下 詳細検索は「FreeWord」検索と「人名」、「関係地」、「在

の項目についてである。 世時」、「科挙」の詳細項目検索の2種類を提供する。

をインストール

3）最新の MozillaFirefoxを使用

ハードウェア（CPUやメモリ）に関しては Mozilla

Firefoxのシステム要件2を満していればよいだろう。

3 利用方法
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Free Word検索： 意味となり、「、」とすることで行の最初と最後、つま

人名、関係地、在世時、家系と経歴の科挙、官職から り、その行に文字データがないものと解釈される）と

検索する。本システムで最も広範囲を対象とする検索 して検索を実行する。例えば、姓の情報がない人物を

が可能である。 探したければ、姓の欄に「~$J と入力して検索を実行

するだけである。

詳細検索の 「在世時から検索」には西麿と年号から

も検索できるようにしてある（ただし、西暦と年号の

対応処理は、まだ完全なものではないため、うまく検

索できない場合もある）。数字に関する部分はすべて算

用数字で入力する（半角・全角の区別はしない）。ただ
フ．ルダウンメニューの「すべて」、「貫籍J、「郡望」、 「寓

し、「元年」のみ 「1年」と同一視するようにしてある。
居J、「生地」、「卒地」から選んで検索する。

また、 JavaScript使用の許可をしてあれば、「王朝」、

詳細項目検索

名前から検索：

「姓」、「誇」、「字」、「排行」、「名号」、「誼」、「廟号」の

検索をする。

地名から検索目

在世時から検索 ． 「在位帝」、「年号」、「年次」のプルダウンメニューを使

フ。ルダウンメニューの「在位時」、「生年」、「卒年」か 用した入力ができる。このJavaScrip七の特徴は、フ・ル

ら選んで検索する。 ダウンで選択できる語句を動的にチェック し、存在し

科挙から検索・ ない年代表記を生成しないような工夫をしてある（現

プルダウンメニューの「すべて」、「登第」、「不第」か 在、「惰J と 「唐」のみ対応）。選択した語句は年代欄

ら選んで検索する。 に入力される。

「人名」、「地名」、「在世時」、「科挙」の詳細項目検索は 検索結果一覧

検索したい複数の項目に語集を入れれば、複数の項目

による AND検索を行うようにしである。例えば、姓

が「王」、貫籍が「京兆」で西暦「690年」生れの科挙

の「進士」に登第した人物といった検索ができる。

検索機能の補足

現在、本システムは Googleなどで採用されている

ような、検索欄に複数の語集を半角スペースで区切っ

て入力すると AND検索を行なうような仕様にはなっ

ていない。その代わりに、「I（半角の縦榛）」で複数の

語棄を区切ることでOR検索ができるようになってい

る。例えば、詳細検索の名前から検索の誼の検索欄に

「文l貞｜怒」と入力して検索を実行すれば、誼が「文J
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もしくは「貞Jもしくは「怒」を含む人物を探すことが
上図は詳細検索で姓が「楊Jで関係地が「弘農」、プル

できる。この半角の縦棒 「｜」は正規表現の演算子であ
ダウンメニューは「すべて」を選択して検索した結果

り、演算子の左右に置かれた表現のいずれかにマッチ
である。図の右上に検索した語集、そのすぐ下にマツ

を意味する。 NOT検索には現在対応していない。検
チした件数を表示している。一画面に表示される最大

索方法については、利用者からの意見や要望が多けれ
件数は 100件である。一覧には「名前」、「在世時」、「関

ば変更を検討する。
係地」、「家系」、「科挙」について表示するようにして

詳細検索の「名前から検索」のみ現在実験的に ある。「名前Jに表示されている名称は、その人物の代

「検索対象項目にデータが入力されてない人物を複す」 表的な表記を見出し人名として表示している。

ことを可能としている。入力欄に「冷」（これも正規表 「名前」列の各人名をクリックすると、その人物の

現演算子であり、 rA」は行の先頭、「S」は行の最後の 個人情報へ移動する。
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「在世時」列は、左側に生年、右側に卒年を表示し

ており、生年をクリックすれば、同じ年に生れた人物、

本年をクリックすれば、同じ年に亡くなった人物の一

覧へ移動する。

「関係地」列は地名をクリ ックすると、その地名と 4 

関連のある人物の一覧へ移動する。

「科挙」列は科目名をクリックすると、その科目名

と関連のある人物の一覧へ移動する。

また、一覧テーブルのヘッダ部分をクリックすると

並び換えができるようにしてある。現在、動作するの

は、「名前」、「在世時」、「関係地」、「家系」の項目であ

る。デフォルトの状態からクリックすると降JI買、もう

一度クリックすると昇順に並ぴ換える。空白データは

どちらも一番後ろに配置されるようにしてある。 「sort

reset」をクリックすれば初期状態に戻る。現在並び換

えのルールは Unicode標準の文字コード順で行ってい

る（eXistの仕様でサロゲートベアの文字より Fxxx番

台の文字のほうが文字コードが大きくなってしまう）。

個人情報
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上図は「韓愈」の個人情報である。まず左上に見出

し人名、 右上にその人物の異称を並べてある。その下

の左側に人物略歴、右側に関係地、著作、記事kいっ

た情報を表示している。人物略歴には、生没年、科挙、

官職歴をそれぞれ表示している。また、生没年が両方

判明している人物は俸グラフで在世期間を視覚的に表

示してある。女性に関しては背景色を変えるようにし

た。科挙の科目名が、データ入力した文献に記載され

ていない場合は科目名を「＊本＊」としてあり、「牢牢

*Jで検索できるようにしてある。官職の官職名の前

4h坑 p://k岨 ji,zinbun .kyoto-u,ac .jp;-y田町ka/CJK,html

に「＊」が付いているものがある。これは入力した文

献のみでは正式な官職名が判らない場合を意味してい

る。官職名の前の「（ ）」は兼官を意味している。

異体字同一視

本システムではデフォルトで異体字同一視機能が有

効になっている。異体字同一視機能を無効にしたい場

合はチェックを外してから利用してほしい。

異体字テーフ守ルは安岡氏等4によって製作されたもの

を採用した。ただし、このテーブルは Unicode標準の

BMP （基本多言語面）領域に定義されている漢字のみ

で、完全なものではない。例えば、このテープルには

「暦」の異体字は 3つ定義されている。そして、その3

つの異体字に対し、以下のような異体字関係になって

いる。

暦
一
筋
懸
暦

E苛懸暦

麻 懸 暦 暦 歴 歴

J7j 暦暦歴歴

J7j 麻懸暦

上の表を見れば明らかなように、この異体字テーフ守ル

は1つの漢字に対し、異体字関係は一方向で定義され

ていることに注意してほしい。相互形式になっていな

いため、利用者が入力した文字によって対応する異体

字に遣いがでる場合がある。要望があれば異体字テー

ブルは随時更新するつもりである。

検索処理の仕組み

ここでは書道で有名な「欧陽詞」を例に異体字処理の

仕組みを簡単に解説する。この場合、「欧」、「陽」、 「詞」

に対して

欧：欧
陽：欧阻
詞 ： 淘

の異体字が対応している。これらを内部で以下の正規

表現に置き換えてからデータベースを検索する。

検索処理の流れ

検索文字列 欧陽謁
T T 

正規表現置換 （欧｜欧）（陽｜欧｜阻）（詞｜淘）
T T 

データベース 欧陽詞欧陽詞 欧秋謁欧欧詞
検索対象 欧悶詩歌悶詞欧陽淘歓陽i旬
文字列 欧飲淘欧欧淘欧間淘欧間淘

この結果、 「欧陽詞」に対して 2×3×2= 12通りの

組み合わせで検索を可能とする仕組みである。
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検索結果一覧の検索した語集の箇所は異体字処理を くても開発を開始できるという利点、でもあり、リレー

施した文字列を敢て表示している。これは内部でどの ショナル・データペースでは実現困難な複雑なデータ

ような異体字処理がされているのかを利用者に実際に ペースを容易に構築できるのである。現在、本データ

目で見て確認してもらうためである。「簡易検索」と ベースには約4000件の人物データが登録されており、

「詳細検索」にある「異体字同一視」をクリックすると、 データベースの規模でいえばおそらく小規模になるだ

本システムで採用している異体字を確認できるサイト ろう。また、 XML形式にすることで、データを見ただ

に移動する。 けで視覚的に人物データモデルの構造を的確に抱握で

きる。また、データ交換なども容易に行なえ、人物モ

瑚 －－－一一！ デルの仕様の変更およびデータベースシステムの変更
('-'. 隠と宗明".fl

箆通説1などにも柔軟に対応できることなどの理由から本シス

究体乎テ フル

｜故隠語日
リt>ヲト 割R’t(1) ! 

欧州日＂: I致U+6B50

陽U+9G70 : ~.火U• YG<G 阻U争 963:
詞U• 8《62 : i11J uφ80 E 2 

テムにネイティブXMLデータベースを採用した。ま

た、 eXistはオープンソースで活発に開発が進められ

ており、内部の仕様、およびソースコードがすべて公

開されていることも開発する上での利点、である。また、

Javaで作られているため、 Javaが動作する環境であ

ればOSに依存せずに使用でき、インストールも容易

である。

そして、我々にとって最も重要な要素として、 Uni-

code標準［6］の CJK統合漢字拡張B (CJK Unified 

Ideographs Extension B、補助漢字面、Supplementary
使い方は単純で、異体字を調べたい文字を入力欄に入

Ideograph Plane、SIPなどと呼ぶ）が扱えることであ
力して検索ボタンを押すだけである。

る。本データベースの対象が中国古典資料であるため、
異体字同一視機能は、「全国漢籍データベースの設計

Unicode標準の規格で扱える漢字はすべて使用できる
とWWWでの運用」（安岡、 2002)[10］を参考にして

状態が望ま しいのである。 XMLデータベース選ぴで悩
実装を行なった。

むのは、 Unicode標準の基本多言語面の文字だけであ

5 データベースエンジン るのなら選択肢は広いのだが、 CJK統合漢字拡張Bが

扱えるとなると途端に選択肢が狭まってしまう。 W3C

本システムには、 eXistというネイテイブXMLデー のXMLの仕様［1］では、 CJK統合漢字拡張B領域の

タベースエンジンを選択した。 eXistを選択した主な 漢字も文字と して使用できることなっているのだが、対

理由は 応していない製品もある。

1）ネイティブXMLデータベースエンジンである

2) CJK統合漢字拡張Bが扱える

の2つがある。

本データベースシステムはデータベースエンジンに、

世間で利用実績の多いリレーショナル・データベース

また、これまでに何度か出てきた XQuery[2, 3］と

は、リレーショナル・データベースにおける標準の問

い合わせ言語がSQLであるように、 XMLデータベー

スにおける標準の問い合わせ言語がXQueryである。

XML文書に対してさまざまな問合せを行うことが出

来るように開発された言語であり、 W3Cで仕様の確

ではなく、利用実績がまだ多いとは言えないネイテイ 定が進められている。 XQueryでは問い合わせの結果

ブXMLデータペースを敢えて採用した。ネイティブ として、 XMLを作成する。問い合わせの仕方によっ

XMLデータベースとは、格納するデータはXMLの文 ては複雑なXMLを出力することも容易である。また、

法に従っていればよく、 XMLの持つデータ構造の柔軟 XQueryはXMLデータベース用の問い合わせ言語と

性を活かしやすく、複雑なデータ構造を持つ XML文 してだけではなく、 XML形式なテキストファイルに

書でも効率的に扱うことができ、格納できる情報量も 対して処理が行なえる XQuery処理器がある。本シス

多いといった特徴を持っている。この自由度の高さは、 テムでは Saxon-B[8］を使用し、 eXistに格納するため

システム設計時に格納するデータ構造が決定していな のデータの加工や結合といった作業に利用している。
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システム構成 るだろう。これは他のネイテイブXMLデータベース

本データベースシステムは以下の構成で運用してい

る（主要なもののみ提示）。

サーバー： Dell PowerE<lge 2800 

CPU : In七elXeon 3.80GHz×2 

メモリ： 8GB (4×2G 2R DDR2/400) 

OS : Red Hat Enterprise Linux ES v.4 

Java : Sun Java 1.5.0_04_b05 

DB : eXist 1.0rc 

現在、 eXistは 1.0系と 1.1系の 2種類あり、それぞ

れ最新パージョン（2006年11月23日現在）は 1.0.1

と1.1.1であるが、本システムでは 1.0rc版を使用して

いる。最新版には本データペースの実装に対して我々

が意図した通りに動作しないパグがあるため最新版を

使用できない状況である。開発者には既に報告してあ

るので次のパージョンで改善されていれば最新版に変

更する。開発者逮とのやり取りが気軽にできることも

オープンソース開発の利点、である（筆者の個人的な感

想だが、 eXistのメーリングリストにはかなり好感を

持っている）。

6 データ構造および問い合わせの最適化

実際、どんなネイティブXMLデータベースでも 「複

雑なデータ構造を持つ XML文書でも効率的に扱うこ

とができる」という、このデータベース最大の長所が

実現されているのだろうか？我々が採用した eXistに

関していえば、データベースに格納しであるデータの

構造、いわゆる物理データモデルに依って、問い合わ

せなどの処理が十分な時間で処理できない場合がある。

検索サービスを提供する上で結果が表示されるまでの

時間を極限まで短縮させること（検索処理を軽くする

こと）は利用者に対して一番重要な事項であるため、

論理データモデルからの大幅な構造変更も必要となる。

XML文書をそのまま扱えることがネイティブ XML

データベースの魅力であるはずなのだが、物理データ

モデル、およびXQuery問い合わせをどのように設計

すれば効率的な処理ができるのかは、いろいろ実験を

繰替えしながら見極めていくしかないのが現状である。

今後、 eXistの性能が向上していけば、このあたりの設

計の手間は軽減するだろうと期待している。しかしな

がら、ハードウェアの性能などから、満足な処理速度

が得られない場合などは、限界まで物理データモデル、

およびXQuery問い合わせの設計を吟味する必要があ

でも同様である。

データ構造の最適化

ここでは、人名に関する検索を例にして最適化を具

体的に見てみよう。まず、人物データモデル（論理デー

タモデル） [11）では以下のような XMLで人名部分は

構成されている。

a）人物データモデル

〈個人 id＝”7-336”〉

〈人名〉

〈姓 value＝＂韓勺

〈誇 value＝”愈”／〉

〈字 value＝＂退之”／〉

〈排行 value＝＂十八”／〉

〈謡 value＝”文”／〉

〈名号 values＂昌察”／〉

〈名号 valuem”吏部”／〉

〈名号 value•，，文公”／〉

〈／姓〉

〈／人名〉

〈／個人〉

このモデルの特徴は、〈姓〉とそれに付随する〈誇〉や〈字〉

等の関係を明確にしている点、である。しかし、「諮」

や 「字」は 「value」属性の値としてそれぞれ格納され

ている。この状態のままでは、簡易検索の人名検索で

「姓＋誇」の「韓愈」と入力してマッチするように実装す

るとなると属性値同士を結合したり しなければならず

無駄が多くなる。従って各種検索を効率的に行なえる

ような XMLにモデルを変換する必要がある。簡易検

索用に最適化したデータは以下の形式である。

b）簡易検索用に最適化したデータ

〈個人 id＝”7-336”〉

〈人名〉

〈名前 type＝”姓町韓〈／名前〉

〈名前 type＝”姓十議”〉韓愈〈／名前〉

〈名前 type＝”姓十字”〉韓退之〈／名前〉

〈名前 type＝”姓＋排行”〉韓十八〈／名前〉

〈名前 type＝”姓＋誼”〉韓文〈／名前〉

〈名前 type＝”姓＋名号勺韓昌禦〈／名前〉

〈名前 type＝”姓＋名号勺韓吏部〈／名前〉

〈名前 type＝”姓＋名号”〉韓文公〈／名前〉

〈／人名〉

〈／個人〉
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このように、最初から〈姓〉とそれに付随する〈誇〉や〈字〉

を結合した形式にしておけば、「姓＋誇」の「礎愈」と入

力してマッチするように実装するのが容易になる。

逆に、詳細検索の場合は、「姓」のみ、「誇Jのみ、「字」

のみといった名前の部品毎で検索できなければならな

いため、この形式のままでは図るのである。それに対

しては次のようなものを用意する。

c）詳細検索用に最適化したデータ

〈個人 id•”7-336”〉

〈人名〉

〈名前 type＝”姓勺韓〈／名前〉

〈名前 type＝”議”〉愈〈／名前〉

〈名前 type2”字”〉退之〈／名前〉

〈名前 type＝”排行勺十八〈／名前〉

〈名前 type＝”誼”〉文〈／名前〉

〈名前 type＝”名号勺昌禦〈／名前〉

〈名前 type2”名号”〉吏部〈／名前〉

〈名前 type＝”名号”〉文公〈／名前〉

〈／人名〉

〈／個人〉

このようにして、〈誇〉や〈字〉を〈姓〉の子要素にせず、に、

並列化することで、それぞれの名前の部品を検索する

ための実装が容易になる。

このように、検索に特化したデータ構造を持つXML

ファイルを個別に用意することで検索処理の効率を上

げることが容易にできるのである。

問い合わせの最適化

「在世時から検索J Iこ使用するデータの構造

〈個人 id•”7-336”〉

〈在住〉

〈時＞768-825＜／時〉

〈時〉唐代宗大暦2年〈／時〉

〈時＞768年〈／時〉

〈時〉唐敬宗賓暦元年〈／時〉

〈時〉唐敬宗貧暦 1年〈／時〉

〈時〉貞元8＜／時〉

〈時〉貞元 12年7月〈／時〉

〈時〉長慶3＜／時〉

〈時〉長慶3年 10月〈／時〉

〈／在世〉

〈／個人〉

「在住時から検索」でプルダウンメニューで「在世時」

を選択した場合は上記の構造の〈時〉要素から検索する。

欲しい結果はマッチした〈時〉要素の値ではなく、〈個人〉

要素であるため、以下のような XQuery問い合わせで

目的は達っせられる。

個人［在世／時［matches（.，批判）］］

$txqは検索語集を代入したもの

しかしながら、 eXistではこの記述方法だと検索にマッ

チする〈時〉要素が多くなる（例えば検索欄に「．（ピリ

オド）」を入力）につれて処理が重くなる傾向がある。

これまで、処理速度が大幅に遅くなるわけではなかっ

XQueryによる問い合わせ結果が同じであっても、記 たため、 eXistの仕様であるとしてあまり気にしてい

述方法の遣いによって結果が返ってくるまでの時間に なかったのだが、試しに以下のように記述してみたと

大きな差が生じる場合や、使用するデータベースエン ころ、上述のような傾向が見事に解消した。もちろん、

ジンによって同じ問い合わせであっても処理時間に差 問い合わせ結果は同じである。

が生じるような場合がある。ここでは、本システムの

「在世時から検索」のプルダウンメニューで 「在世時」

を選択した場合の実装を例に具体的に見てみよう。

個人［在世［時［matches（.，批判）］］］

「在世時」は生きていた時間帯であるため、幅を持つ 両者の遠いは、 「在世／時」と「在世［時…］」だけであ

ている。現在は入力データの 「生年」と「卒年」がそれぞ る。ところが、Saxon-Bで両者を比較しても差が現れ

れ「西暦年J表記で入っている場合のみ、変換テーブル ない。つまり、これは eXis七固有の問題になるわけで

を利用して「生年」と「卒年」の聞の可能な「年号＋年次J ある。言いたいことは、問い合わせ結果が同じであっ

表記をすべて〈在世〉要素の下に格納している。従って、 ても、データペースエンジンや記述方法の遣いによっ

長生きした人物は必然的にデータ量か噌すことになる。 て処理速度に大きな差が出る場合がある。 シンプルな

紙面の都合から、以下のサンプルデータは実際のデー 記述より、複雑なほうが処理が軽くなるといったこと

タベースに格納しているデータから検索時に使用しな もあるかもしれない。実装する際には、いろいろな記

い部分を省略したものである。 述を試み、比較検討することが非常に重要なのである。
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7 今後の予定 ［可 eXist:http://exist-db.org/ 

京都大学21世紀COE「東アジア世界の人文情報拳
[8] Saxon-B: http：／／官官官.s日 onica.com/

研究教育嫌鮎」は 2007年度でプロジェクトは終了す [9］周祖祭主編：「中国文学家大辞典唐五代巻」、中華

書局、 1992
る。我々が現在開発を行っている「唐代人物知識ペー

ス」は、平行して行なわれている「唐代官職知識ベー [10］安岡孝一：「全国漢籍データベースの設計と WWW

ス」、「唐代地理知識ペースJと統合され、「唐代知識ベー

ス」として最終的に公開される。主要な開発は 2007年

での運用」、平成 14年度全国文献・情報センタ一

人文社会科学学術情報セミナー『データペースの活

の8月くらいで終了し、後はメンテナンス程度になる 用と人文社会科学』、 2002

予定である。従って、統合された「唐代知識ベース」の [11］秋山陽一郎、白須裕之、永田知之 ：「中国古典学

実装は残された時間で実現可能なものになるだろう。 知識ベースにおける信頼性評価モデルの一試案」、

現在は、まだ統合された「唐代知識ベース」をどのよ 第 17回東洋学へのコンビュータ利用、 2006

うなデータベースサービスにすべきか議論している段 [12］山本一登：「唐代人物知識ベースの実装～ eXist

階であり、具体的なデータベースの設計等はこれから による試み～」、第 17回東洋学へのコンビュータ

である。現段階で決定していることは、「唐代知識べ一 利用、 2006

ス」の実装は筆者が担当することだけである。つまり、
付 録

筆者の能力次第で「唐代知識ベース」がどこまで出来

上がるかが決ってしまうことである。特に「漢字文献
Unicode標準 4.1で定義されている漢字がすべ

て含まれたフリーなフォントに「HANNOM」が
ナリッジベース構築」部門は本21世紀COEのメイン

ある。フォントの作成過程等の詳細はわからない
であるため、順調にプロジェクトが遂行していくこと

が、実用に耐えられる品質を持ち、 Eつマルチブ
を願うばかりである。
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[4] XHTML 1.1・Module-b蹴 dXHTML: 

http://www.w3.org/TR/xhtm111/ 

[5] Cascading Style Sl悶 ts,lev，巴I2 revision 1 CSS 2.1 

Specification: http: I /ww首.w3.org/TR/CSS21/

[6] U凶cod巴4.1.0:http：／／叩冒.unicode.org/

versions/Unicode4.1.0/ 

ラットフォームで利用できるフリーなフォントは

「HANNOM」しかないのが現状だ。このフォント

は http://vietunicode.sourceforge.net/fonts/

fontsムannom.html か http://prdownloads.

sourceforge.net/vietunicode／からダウンロード

できる。 h出旦omH.zipをダウンロード し、解凍する

とHANNOH A.ttfとHANNOH B.ttfという 2種類の

フォントが入っている（説明書は同封されておらず、

フォントしか入っていない）。 ’TrueTypeフォントは 1

つのフォントに含むことのできるグリフ数の最大値に

制限があるらしく、 1つのフォントでは収まりきらず、

2つに分割されている。 HANNOM Aには Unicode

標準のBMP（基本多言語面）領域の漢字、 HANNOM

Bにはサロゲートペア領域の漢字がそれぞれ収められ

ている。もちろん、漢字以外のグリフ もかなり収めら

れている。フォントが2つに別れているため、同時に

1種類のフォント しか表示できないようなアプリケー

ションでは、画面に表示した際に文字化けする場合も

あるだろう。 HANNOH A.ttfには一部コードポイント

がずれているパグがある。具体的には FA4C～FA6A

のグリフが lつずつ後ろにずれていて、 FA4Bのグリ

フが FA4Cに重複している。幸いこの領域の漢字は

CJK互換漢字と呼ばれていて、使用しないほうがよい

と言われているため、さほど気にする問題ではない。
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『古事記』学術支援データベースの構築ー基本機能の検討一

KOJIKI Knowledge Assistant Database System for Academic Usage: 

A Study of Desirable Minim um Functions 

生田敦司、斎藤晋、柴田みゆき

A臼u品iIkuta , Susumu Saito, Mi)'l本iShi bat.a 

大谷大学文学部人文情報学科、京都市北区小山上総町

O阻niUniversity, Koyama kam品isa:cho,Kit.a-ku, Kyo旬

あらまし：人文科学者が『古事記』を扱う際、『日本書制を併用し対比するのが常である。特定の

語棄に着目して追究を行う場合に、編年体で4必~された『日本書高U は条項を着地点とした索引を
用いることができる。対して『古事記』はこうした叙出善成を持たないために編年体と同様の利更

性を享受することができなし、。そこで本報告では、簡便な検索を可能にする『古事記』の学術支援

データベースの構築を試み、そのプロトタイプとして神名検索を提示する。簡便な利用への方法と

して、『古事記』本文には「見出しJを付してこれを分割し、検索語棄の所在・本文を表示させる。

こうして簡便な語葉検索が実現された場合には、次の段階として、史料内の複雑な情報の整理が要

求される。よって、系譜関係をまとめた図像を表示するほか、視覚的に付帯属性を瑚卒する機能を

付属させ、日常的な学や麻rJ用に簡便性を供することを検討する。データベースシステムの構築にお

いては、 PHP5.2.0、MySQL5.0.27、XHTh在Ll.O、CSSl.Oの組み合わせを用いた。

Smnm町 y：五G互［｛／， 吐ieoldest肱>0kof his白1ryof Japan issued in 712, is event oriented 

description style. 五金互Klisread comparatively wi也NIHON’SHOKI, a chronological his初旬

book in 720.百iestyle differences of h也 bookshave brought many出血c叫ties白 compare.

Apparently KOJlKI needs inde氾ngmechanisms for its easy u田． 百 us,we have住民d白

provide a word re仕ieval勾rs旬mby也eview of ea町－to-usefor his旬ryre田archers. This paper 

de配ribesa proto句碑 system批 usingn担nesof gods and goddes田 s.Basically indexing tags 

which address也erelating gods/goddes田sare embedded出rec加ry血加吐ie胞xtof互WlKf.
Adding初出etext retrieval func位ons，出e勾rstemhas genealogic data of出emand has phonetic 
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キーワード：『古事記』、データベース、神話、系図、恥b

Keywords : KOJlKI , Dat.aba田，My吐iology, Genealogy , Web 

はじめに

『古事記』『日本書長己』（以下、合わせて「記

紀Jと勅でする）は8齢己前半期に成立した歴

史初主史料である。両書は神話から始まるか

たちで古代国家の展開を体系的に叙述し、 重

複する内容を有する。したがって双方を比較

検討することによって史料としての利用価値

が生じている。

本報告は、学術研究者および大学学部生な

ど、学術目的で『古事記』を利用する者がそ

の付帯属性を簡便に抽出することを可能とす

るデータベースの構築を試み、そのプロトタ

イプを提示し、現段階での問題点と今後の展

望を述べる。

1 データベース構築の意図

ヴ

t
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T
 



1.1 記紀の史料特性と本文検索の現状

『日本書紀』をはじめとする六国史は編年

体1で書かれている。このため、特定の語葉（主

に名詞）を検索する場合、各条の見出し（天

皇名・何年何月何日）を着地点とした索引機

能を求めることができる。現に索引書が溺重

し有用である20

一方『古事記』は和漢混交文で記され、条

項や表題を伴わない。したがって索引を作成

する場合にも、索引項目とその所在の表示に

ついて統一的なスタンスが見られないのが現

状である。

『古事記』の索引検索には、主に以下のよ

うな類型を挙げることができる。

①漢字一宇索引 3

②索引篇・本文篇を作成し相互に対応さ

せるもの 4

③巻末に索引を示し本文ページを示すも

の 5

④ 電子情報化・テキストデータ化された

もの（以下「テキスト史料J）の利用

@2)は検索された文字・用語の所在を、特

定の資料・版であらかじめ統一し、本文のペ

ージ数・行番号などで示される。この結果、

その他の普及図書と対応させての検索は極め

て困難である。

③は①②に比べて複数の本を必要としな

い点で簡便性を増す。④もアプリケーション

ソフトを使ってテキスト史料を表示し、ソフ

ト付属の検索機能を活用して、目的の語葉へ

は簡便に到達できる。ただ、＠③とも、検索

した用語に到達するまでが目的であるから、

本文の内容に精通していない者が利用した場

合に、その語棄がどのような即商事で荷主して

いるのか即断できない。

1通史史料の体裁は大きく紀伝体・紀事本末体・編年体に分

類される。編年嗣立記事の内容を分類せず、託蟻された出来
事を年月日の）I頃に親企するものである。

2国史大系に対応した古川弘対聞の各六国史索引が寸舶

に流布している。

3例えば、植松茂『古事記英字索引』（東京堂出版、1944）。

4例えば、高木市之助・ 富山国蔵 『古事託蹴索引』（平凡社、

1974）。

5例えば、武田祐吉『古事記』（角Jll書店、 1977）、山口佳紀・

神野志隆光校注・訳『古事記』新編日本古典文学全集1（小

判官、 1997）、三浦佑之訳・注釈『口語訳古事記（完封坂）』

（文芸春秋、笈J02）など。

その隅fj用者は、検索語葉前後の本文をた

どって内容を把握することが通例である。③

の場合、目次を利用して見出しとページとを

対応させて内容を把握することができるが、

この行為は巻末の索引・本文・巻頭の目次と

3点を認知するための煩雑な作業を伴うため、

行為者にとって手間と不便を印象付ける。

1.2 付帯情報検索の現伏

1.2.1 系譜情報

人文研究においても、鑑賞に際して内容を

理解する場合においても、記紀において一見

して全体像を把握しづらい’情報に系譜の問題

がある。これは神話においても歴史紡主にお

いても同様といえる。

その理由の一つには、複数の神人名がひと

つの記事で多くあらわれ、それぞれの続柄な

ども異なるためである。そのうえ、これらの

記事は史料内で一括され朽庁々に散見する。

また、『古事記』では開化天皇段に皇子の日

子坐王の子孫系譜、景行天皇段では倭建命の

子孫系譜などがあり、前者は他に比して長い

世代と複数の系譜系統が記載され、後者は不

自然とも評される異世代婚が記されている。

このような情報を整理して把握する場合に

は、多くの場合自ら読み解いて図式イじするこ

とが行われる。こうしたよ融監を回避する方法

としては、啓蒙書の類において、図像化され

た付録を参照することも行なわれる。しかし、

選書次第では主要であると判断された神 ・人

のみ系図化されているものもあり、 学制抑j用

者を十分に満足させないことがある。

1.2.2 神と神社に関する情報

記紀では神話に限らず、物語叙述の中に神

があらわれる。その神は物語のみに登場し、

その他の資史料にも見られない、すなわちそ

れ以上手がかりの得られなし、神もあれば、実

際に神社に祭杷され、信仰の対象になってい

る神もある。後者の場合、人文科学では、そ

うした神がどこでどのような人たちによって

信仰されているのかといった関心がもたれる。

古代の神社の分布を知るには『延喜式j神

名帳（以下「神名帳Jと柄寸る）が有効な史
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料である6。そしてこの史料は日本古代律令国

家の神祇祭杷に関わるという意味で、言己紀と

の関連が深い。中には同じ神社名が旧国郡の

各地に散見する例がある。

このような史料状況において、 Z己紀にみら

れる神が神名帳に神社として存在するか、と

いう関心に対しては、注釈つきの書籍を利用

してその指摘に従うことができる。ただしこ

れは、神社の特定できる場合にのみ注釈され

ることもあり、全国の分布まで紹介されない

場合もある。

一方、神名帳にみられる神社の神名が記紀

神話などにみられるか、という関心に対して

は、互換して検索できるものは管見の限り見

られなし、

1.3 データベースの基本概念と意義

前節の問題点を踏まえ、本報告では既存の

テキスト史料を活用しつつ、簡便な『古事記』

語葉検索を可能にする。具体的には以下の機

能を想定する。（図 1.3.1)

i ）本文に見出しをつけて区切り、検索語棄

を含む見出しの一覧を表示する。

ii ）本文史料を参照する機能を構成する。

出）系譜情報などの図像化、歴史地理情報と

のリンクなどを企画する。

検索ワード

図1.3.1 概念図

以上の機能によって期待される意義は以下

のとおりである。

i ）ある程度『古事記』の本文矢甫哉に熟達

6 『延喜式』は延喜5年（905）に編纂着手、延長5年（927)

に成立した三代式の一つ。このうち巻九・十には律令国家の

中央政府が祭肥料を昔聞にれを 「事鵬j という）すべき地

方の神社を列挙した一覧がある。これを「神名帳Jと初rする。

した者にとっては、見出しを確認した段階で

検索作業の目的を達成することができ、検索

作業における時間的・物理的な作業量を短諭首

することができる。この結果を踏まえて誼）

の機能へ進むか、手持ちの活勃某体を利用す

るかは利用者の裁量に任せられ、本システム

と既存の文字情報（出版物・テキスト史料）

との相互利用が実現する。

ii ）本文知識に未熟な者は同一システムで

の本文参照が可能である。

温）本文の内容には、前節で述べたように

系言普や神社に関する情報は史料内で一括され

ず所々に散見するため、情報の整理作業が考

察以前に必要とされる。研究者にとってその

作業が重要な意義をもっとしても、同じ情報

整理の反復は可能な限り短縮の望まれる行程

である。これら付帯属性を可視的に表示する

機能は、考察・研究作業の時間的短縮と効率

化を実現する。

以上のほかに期待される意義として、 学術

利用の簡便性に立脚した場合、研究者の教育

支援ツールとしての利便性が挙げられる。ま

た、大学学部生など、『古事記』を専門的に使

用して問もない人にとって、その不十分な学

術女帰哉の中で、調査・演習に寄与することも

期待される。

2 プロトタイプの概要

2.1 素材の樹尺

『古事記』は上中下三巻からなる長大な叙

述である。この中から、システムを構築する

際に、基礎作業が煩雑になることが予想され

るところに絞って素材を溺RL-f~o 

まず作業範囲は三巻のうち上巻に限定し、

本文は書き下しを採用した。先述のように本

文に関しては内容の把握を優先するためであ

る。同巻は神話を叙述し、記細目互で誰影庁

在の表示を統一することが他の箇所に比べて

困難である。

上巻の中でも収録される語葉（名詞）の種

類は多岐に渡る。今回のプロトタイプでは、

神名の検索システムの完成を目指した。神名

は神話から得るべき情報のうち最も関心の高

いことが想定され、かっ付帯する関連属性を

如何に表示するかという点で考察すべき点が
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多い。

プロトタイプでは検索する神名を「大国主

神Jとする。この神名は『古事記』の神とし

ては最も多くの即路を有し、それぞれの別名

が中心となったネ帽百が存在する。「大国主申j

の作業設定は、今後、複数呼称をもっ同一語

葉のデータ処理の基礎となる。

また将来的には、『日本書紀』との連繋を考

えており（「4 まとめ一今後の展望J参照）、

データ構造の検討に当っては『日本書京国の

特性も考慮、した。

2.2 検索用データ構造の検討

本システムの中心は、「検索ワードJである

神名と、それと対応する「本文見出しjの対

応にある。従って、本紙ではこの2つのデー

タ構造について検言寸ずる。

2.2.1 r検索ワード」用データ構造の検討

神は月lj名をとることがある。また、全訓表

示のため『古事記』と『日本書記』では読み

が同じでも違う漢字をあてることがある。さ

らに本システムでは片仮名及U年仮名による

検索を可能とする。このため、一柱の神に対

する表記は多岐にわたる。

まず同定可能な神名表記を定め、その神名

で「神データファイノレ」を作成する。同定の

ための神名は『古事記』にのみ掲載される神

には『古事記』での初出の神名の漢字をあて

る。『日本書記』にのみ掲載される神には同じ

く『日本書記』での初出の神名の漢字をあて

る。また両方に共通の神である場合は、『古事

記』での初出の神名の漢字をあてる。

次に、このファイルをもとに、全ての神名

及ひ漕定されうる全ての平仮名・片仮名一覧

を掲載した「神名ファイノレ」を作成する。

2.2.2 「本文見出しJ用データ構造の検討

「検索結果Jの見出しは、普及書籍の目次

を参考に設定した（付録 7.1参照）。その際、

話題や神話素などの区別を考慮した（付録

7.2参照）。また見出しには独自に整理番号を

付した。

整理番号のうちローマ数字 (I、II)は『日

本書高己』の神代巻における本文の段落を示す

（以下「段落番号」と勃でする)70これにより、

『日本書叫に対応する箇所を可視的に瑚卒

できる。

第 8段（四）は咽a・咽bのように区別し

た。咽aは記紀双方の本文に記載があるが、

咽bは『古事記』 lこあって『日本書品己』本文

にはなく、第8段の第6・7・8一書にのみみ

られる。これにより記紀聞の整理の便を考慮

した。

段落番号にはアラビア数字（1、2）を付し

て、同一段落内での出現順序を示した（以下

「セクション番号」と利オる）。 8

見出しの冒頭に段落番号・セクション番号

を表示することで、見出しの内容が『古事記』

の中で占める位置を可視的に瑚卒することが

できる。

これらのデータを含む「見出しファイルJ

を作成する。ローマ数字、アルファベット文

字、段落番号用にそれぞれ 2バイトを付し、

まとめて6バイトを1つのキーとしてデータ

を構築する。他には見出し文と、それぞれの

説話で含まれる神を含む。神名については、

2幻で検討した「神データファイルj中のユ

ニークキ一番号をデータに付す。

2.3 基本検索の実践

はじめに「検索ワードJ9に「大国主神Jと

入力する10。すると「検索結果Jに大国封申

を含む本文の見出しが表示される。検索ワー

ドlこ別名の桐生する場合には、それが書カれ

た本文の見出しが別枠に示される。

7 『日本語路副巻1・2は神代の叙述である。本文はひとつの

話題を叙途すると、その内容に関する異伝が「一番目Jとし、

う書き出しで複数挿入されている。これ凶司書の編纂段階で

参照された資料を反映させたものと考えられている。 多くの

写本並びに活字化された普及書では、これら「一書日jの異

伝群が本文より一段下げて記されている。したがって外見上

突出した本文を数えて、順に「第1段・第2段」と初でする慣

例がある。複数ある「一書日」は「第1一書・第2一書jな

どと税寸る。例えば8つ自の本文に付属する2つ目の「一書

日」を指して 「第8段第2一書」とし、う。
8 「I・O 造化三神」は『日本書記』本文にはなく一部の 「一

書日Jにのみみられるため、 fOJ番とした。

9将来は検索の便を考慮して「検索ワード」窓は「神人名j

と「その他の名詞Jに分ける方針である。

10 ほかに「おおくにぬし」「おほくにぬし」など仮名での検

索も可能とする。 「ーかみJ「ーのかみ」の有無、平仮名・片

仮名の別も同様に可能である。
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「検索結果」一覧のうち一つを魁尺しクリ

ックすると、見出しに該当する本文のワイン

ドウに変わり、「本文」が表示される。

本文のうち、検索ワードとなった神名 ・そ

の別名・その他の神名にはそれぞれ異なった

配色を行い、クリック可能な状態にする。

本文内にみられる別の神名を調査したい場

合、その神名をクリックすると、その神名に

対する「検索結果」が再表示される。

「検索結果Jの画面には図像画面・関連情

報をそれぞれ表示させるためのアイコンを設

け、クリックすることによってそれぞれの画

面を表示する。その一つは『古事罰己』上巻に

おける神の系譜関係を概観できる図像、もう

一つは『延喜式』神名帳に示される神社（延

喜式内社）の地理的分布一覧を予定している

（「4 まとめ一今後の展望J参照）。

2.4 見出し表示と付帯情報検索の実践

「見出しJをはじめとする検索およびその

結果画面には、「この神の系譜を表示」、「『延

喜均申名帳』の検索結果」をチェックするラ

ジオボタンを設けた。検索したし、神名の結果

について、いずれかのボタンをチェックし、

検索ボタンを持すと、前者については検索対

象を中心とした系譜の図像が、後者について

は当初申名を置する神社を「神名帳ファイルJ

からヒットさせ、国君陥とともに一覧を表示

する。

3 システムの構成

今回のデータベースシステム構築におい

て、 Webアプリケーション開発言語に、

PHP5.2.0を、リレーショナルデータベース

管理システムに、 MySQL5.0.27を利用した。

また、表示には、 XHTMLl.0と CSSl.O

との組み合わせを用いた（システム使用時の

画面表示については、「7.3画像Jを参照）。

『古事記』テキストについては、国文学研

究資料館本文データベース11のものを加工し

てイ吏用した。

4 まとめー今後の展望

Uh句・：／Iba民 3.nijl.ac.jp/R中・bin/hon_home.中

以上、『古事記』の学術支援データベース

に関する概要を述べた。本システムの利用者

が専門的な研究者だけでなく、大学の学部演

習などの支援ツールとしても活用されること

を期待する。

『古事記』神話情報の有用性をさらに高め

るために、今後は史料範囲を『古事記』上巻

全体に広げ、全ての神名をキーワードとする

作業を行う。この先、中・下巻への範囲の拡

張、全ての名詞検索、『日本書紀』との併用検

索などを見据えた作業を行う予定である。

また、本論でも示したように、神話情報に

関連して、『延喜式』神名帳に示される延喜式

内社の所在を表示する可能性も検討する（「図

7.3.6」参照）。この作業には平安時代初期の

各神社の性格キ祭神など、神話情報と神牡と

を結びつける条件の確定に関して問題点を有

していることが想定される。今後の課題とし

たい。

5 謝辞

システム構築にあたって、国文学研究資料

館の Webページからテキストをダワンロー

ドし、加工させていただし、た。テキスト作成

およびサイト運営に関わられた諸氏に対し、

この場を借りて御礼申し上げる次第である。

6 参考文献

(1] 岩波文庫『古事言司（岩波書店、1963）。

[2】 新編日本古典文学全集1『古事記』（小

学館、 1997）。

[3] 三浦祐之、訳・注釈『口語訳古事

記（完全版）』（文芸春秋、 2002）。
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7 阿録

7.1 見出しの比較

7.1.1 記紀神代の見出しの比較

日本書紀

（国史大系） （岩波文庫／倉野憲司）

古事記

（縞目桔開封V1J欄｜ （卸II婚／武闘

｜【伊刺！噸命と伊邪那美命】

【初発の神々 1 I 1天地のはじめ

(I、E：段落番号）

I •ll•m榊悦代】｜【見開時】
【神世七代1

'iVi【ぷふふ了一lr両日紅白長命1--1c同町長問尚~－－－ーい…一一………ω 一…

1国土の修理困成 1 ~世能碁呂島

2ニ柱の結婚 2神の結婚

3大八島国の生成 2島々の生成

V【四神出生】 I 4神々の生成 3神々の生成

5火神被殺 4伊邪那美命の死

8黄泉の国 5黄泉の園 I 4黄泉の国

7謀総と神々の化生

8三貴子の分治

9須佐之男命の沸泣

一一一一一………↑一一一一一一…ー…寸一一一一一………一一一一一一…－－・ t 
VI【瑞珠盟約】 ｜【天照大神と須佐之男命】 1［ス烈X僧榊と須佐之男命】 ！【天照らす大神と須佐の男の命】

6みそぎ

7三貴子の分治

5身線

1須佐之男命の昇天 11鮒

2天の安の河の誓約 2うけい

vn【宝銭開始】 I 3須佐之男命の勝さぴ I 2天の岩戸

4天の岩屋戸 3天の岩屋

3【須佐の男の命】

5五殺の包源 4須佐之男命の追放 1蚕と毅物の穫

Vllla【宝剣出現】 6須佐之男命の対也監台 5八俣の大虫お思；台 2八俣の大蛇

6須賀の宮

Vlllb ｜【大国主神】 i【大国主神】 【大国主の神】

1稲羽の素兎 1稲羽の素兎 1菟と鰐

2八十神の迫害 2「キサ』貝比売と姶貝比売

3根の国訪問 2根の竪洲国訪問 3根の竪洲国

4沼河比責求婚 3八千矛の神

5須勢理毘売の嫉妬

6大国主の神育 5系譜

7少名毘古那神と国作り 5大国主神の国作り 6少里吉那の神

7御諸の山の神

自大輔の神喬 I 6大輔の系譜 I s大年の神の系譜

一民間f.i－…一一＼［訴占有1－・“…－…民主主ムおおj一一一一－-・rr時均一向i
1天菩帥 ! 1覇中国の平定 I 1薄日子

2天若日子 I 2天若因子の却槌 I 

3建御雷神 I 3建御雷神の派遣 I 2国譲り
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4事代主神の服従 4大国主神の国議り

5建御名方神の服従

6大国主神の国譲り

【迩迩芸命】 【迩迩芸の命】

1天孫、の箆生 5天閣降臨 1天降

2猿田毘吉神

3天瑚It臨

4猿女の君 6猿女の君 2猿女の君

5木花の佐久夜毘売 7迩々芸命の結婚 3木の花の佐久夜毘売

I五色合了一一一－－－－ 1［函~i：；；手見込話語不自1－－江戸福山両】X【海宮遊行】

1i毎幸彦と山幸彦 1海神の国訪問 4海幸と山幸

2海神の宮訪問

3火照命の服従

4鵜葺草葺不合命 2車時草葺不合命の挺生 5豊玉毘売の命

x I【神皇承運】 I 3量購草葺不合命の系譜 【鵜葺草葺不合の命】

7.2 『古事記』上巻の「見出し」

[ I 天地開閥と神代七代（鞠虫神）】 [VIllb 大国主神］

I -0 造化三神 咽b-1 稲羽の素兎（大穴牟遅神）

I -1 天地開闘 四bー2 八十神の迫害（大穴牟溜申）

I -2 神代七代（単独神） 四b-3 根の国訪問（葦原色許男）

[II ・ill 神代七代（男女対神）］ 咽b-4 沼河比売求婚（八千矛神）

[N 国生みの神話］ 咽b-5 スセリヒメの嫉妬（大国主神）

N-1 国土の固成 咽b-6 大国封申の後商

N-2 イザナギ・イザナミの結婚 咽b-7 スクナヒコナ神との国作り

N-3 大八島国の生成 咽b-8 大年神の後育

[V 神生みの神話】 [IX 天孫降臨］

V-1 神々の生成 医－1 天菩比神

V-2 火神の誕生 医－2 天若日子

V-3 黄泉の国 医－3 崩卸雷神

V-4 摸誠と神々誕生 医－4 事代主神の服従

V-5 三貴子の分治 医－5 崩卸名方神の服従

V-6 スサノヲの沸泣 医－6 大国主申の国譲り

[VI 天照大神とスサノヲ①】 医－7 天孫の誕生

VI-1 スサノヲの昇天 医 －8 猿田見古神

羽－2 天の安河の動ヲ 医－9 天孫降臨

[Vll 天照大神とスサノヲ②］ 区一10 猿女君の起源

四一1 スサノヲの横暴 区一11 コノノ＼ナサクヤヒメ

Vll-2 天の岩屋戸 [X 火遠理命］

Vll-3 五穀の起源 X-1 海幸彦と山幸彦

[VIIIa スサノヲのブぜ官退治］ X-2 海神の宮訪問

四a-1 スサノヲの大蛇退治 X-3 火照命の服従

VIIIa-2 スサノヲの後商 X-4 弟轄草葺不合命

[XI 鵜葺草葺不合命の後商】
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作文指導のための作文添削データベースの構築

A Japanese Revision Example Database for Essay Instruction 

竹内和広

Kazuhiro TAKEUCHI 

大阪電気通信大学情報通信工学部，寝屋川市初町 18-8
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あらまし：現在の言語処理の技術では計算機を用いた自動的な作文指導は難しい。言語処理において、処理対象

の文例のデータベース（コーパス）は必須の存在である。しかし、言語処理の技術開発に適合するように、作文添削

例の事例記述データベースを開発するためには、複数の教育者の意見を統合することが前提となり、その要件に

ついては必ずしも明らかではない。本稿では、日本語母語話者が記述した作文の特質を紹介し、その特質を特徴

化する言語処理上の問題点を議論する。さらに、その議論を踏まえ、協調的な作文添削データベースの構築を提

案する。

Abstract：しimitedby the present technology, the automatic essay instruction is not an easy task in the area of 

Natural Language Processing (NLP). A database (corpus) that contains language use examples is indispensable for 

the development of a new NLP module. However, the practical construction of the database in order to 

accommodate revision examples into the technical development premises a pedagogical consensus of which details 

are not discussed well. In this paper, we first point out some specific problems of Japanese essays written by 

Japanese native speakers. We then propose our ideas for building a collaborative essay instructive database. 

キーワード：自然言語処理，作文添削，協調データベース構築

Keywords: NLP, automatic essay instruction, collaborative database development 

1. はじめに

近年、小学から大学教育に至るすべての教育現場

において、学生の国語力低下が嘆かれて久しい。また、

インターネットの一般家庭への普及や携帯電話で、のメ

ールによるやり取りの日常化は、学生が主体的に文章

を書く機会の増加につながったものの、話し言葉に近

してだけた表現を、当たり前のように作文で用いてしま

う弊害も生んでいる。このような背景は、作文指導に対

する切実な需要を顕在化させるに至ってしも。

作文指導は、指導される側の読書量、作文量とし、っ

た個別の経験的要因に左右される部分が大きいため、

個別指導が適している。高校あるいは大学においての

作文教育は、学生が公的に通用する文章を書く能力

が習得済みであることを前提とした、意味内容に踏み

込んだ指導が本質であるべきだが、上記のような背景

から、 書き誤りの訂正や、記述方法の初歩的な誤りと

いった表層的なレベルでの指導も必要となる。そのた

め、結果として、作文指導を行う上で、の教育コストは必

然的に高しものとなる。

また、作文指導は、習得された教員の技能・経験に

よるところが大きい。初・中級の外国語教育とは異なり、

日本語母語話者に対する作文指導では、教員の言語

直観から作文の問題を指摘する局面が多くなる。この

ような言語直観は教員個人に依存する特性であるた

め、指導される学生側から見た場合、長期間一貫した

教員に指導を受けることが理想的である。しかし、教員

が特定の学生に対して個別指導を一貫して長く続ける

ことは教育コストの問題から現実的ではない。

本シンポジウムでの本発表は、教員が日々行う作文

の添削のうち、言語表層レベルの誤りの添削を形式化

し、データベースとして蓄積することを提案する。具体

的には、以下のような特徴をもっCollaborativeな作文

添削データベースの構築・運用について議論したい。

・教師間で情報を共有する機構を用意・教師の添削は言語データに対するタグ付け（アノ

テーション）として扱う
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教員が内容に踏み込んだ指導に集中するためには、

学生が無頓着に使用する表現が、口語的であるのか、

分かりにくし、のか等、知的な作文の表現として不適切

であるのかを、自分自身で確認することが望ましい。提

案するデータベースは、このような学生の自学自習に

利用できる、表現レベルに対しての自動作文添削ツー

ルの構築に貢献することを中・短期的な目標としたい。

2.添削事例蓄積のための自然言語データベ

ース

2.1自動作文添削と評価基準

IEEEの委員会による議論［l］にも見られるように、作

文を自動採点、する挑戦は現在に至っても言語処理の

重要な課題である。作文の自動採点では主に教育の

分野で検討がなされてきた評価基準を文章特徴として

導入する。例えば、誤字脱字、表現の自然さ、論理性

とし、った特徴である。しかし、このような特徴の詳細を

精搬に、現在の自然言語処理の基礎技術では分析す

ることは難しい。

計算機による自動添削が困難である理由は、それ

が自然言語理解に繋がる問題だからである。作文を添

削する上で、書かれた「内容Jが最も重要な観点であ

ることは間違ないが、このような「自然言語理解Jに関

わる人工知能的課題は、到達する上での中間課題で

さえ、定義することが困難であるとし、える。

作文の自動採点が採用する研究の方向性には、記

述内容の「良さJに対する近似を、語の分布によって表

現しようとする試みも多い。しかし、本稿は単なる作文

の総合的な採点を目的とした議論をするわけではない。

本稿が提案する添削データベースの構築は、人聞が

添削した事例を蓄積し、その中から、有益な言語分析

に繋がる基礎的なモジュールを段階的に構築してして

スタンスに基づいている。言語処理の基礎モジュール

は、ともすれば、応用範囲が一般的すぎるため、目的

達成を評価することが難しい。しかし、添削とし、う人間

の言語処理のしくみが解明できるのであれば、それは

一般的かっ応用にも即した合理的な言語処理の基礎

モジュールの提案にも役立つと考える。

2.2コーパス

言語学・言語処理の分野では、コーパスとよばれる

文データベースを研究の基盤的資源として研究をする

ことが多い。コーパスとは、自然言語の文を収集した一

種の文例集である。

外国語教育の分野ではコーノ号スと計算機を利用し

た辞書作成が行われてきた。例えば、 Collinsの出版

する COBUILD英語辞典1はその作成のために、語が

実際に使われた、小説、新聞、雑誌などの生きた文例

を大量に収集し、コンピュータを援用した多角的な統

計分析により、各索引語への記載項目を検討したもの

である。具体的には、コーパスを利用し、特定の語が、

どのような語と共起するか、どのような文脈に出現する

かを統計的に検討することができる。例えば、動

詞”make”の右側文脈には、 1語範囲内に”～ing”が出

現する例がどの程度出現するか、とし、ったことが定量

的に検討可能となる。これは、人聞が語の用法を現実

の使用に基づいて知ることができる方法として非常に

有益である。現在このような辞書作成方法は、

COBUILDに限らず、多くの辞書で採用されており、辞

書編纂のためには、大規模なコーパスが必須となって

きている。このように、コーパスを準備し、語の共起情

報を始めとする統計情報に基づいて語の用法を記述

する方法論は、統計情報の利用の仕方、および、その

用法の記述方法は、辞書編纂方針の本質的議論であ

り、辞書編纂者の辞書編纂の経験・知恵によってい

る。

2.3情報タグ付きコーパス

言語処理の分野では、文例を収集しただけのコー

パスに対し、コーパスに何らかの付加情報をつけたコ

ーノミスをタグ付きコーパスと呼び、言語処理モジュー

ルを開発する上で、の重要な研究資源となってきた。

本稿が議論する作文添削データベースも、短期的

には、表現的な誤りを書き手自身に指摘する言語処

理モジュールを開発することを目的として、このような

処理モジュールを開発するためには、どのような付加

情報がコーパスに必要かを議論する。

タグ、付きコーパスの中で言語処理モ、ジュールの開

発に貢献してきたものに、品詞タグ付きコーパスがある。

自然言語は単なる文字列ではなく、規則性をもった文

字列であるが、その統語・意味的な性質を記述するた

めの基礎情報として一定の共通認識が得られている

のが品詞タグであり、具体的には、文字列の中で、語

と認定する文字列範囲と、その語が分類される品詞を

多くの場合入手により、分析、情報付与したコーパス

である。

品詞タグ、付きコーパスの他にも、係り受け情報付与、

固有表現情報付与等の高次の言語清報をタグ付けし

た言語処理技術開発向けのコーパスは、近年、数多く

構築がなされて、 言語解析モジュールの開発に役立

てられている。本稿が目標とするデータベースの構築

1 http://www.collins目co目uk/
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は、中・短期的には自動作文添削の実現を視野にい

れており、それを実現するための言語解析モジュール

を開発するための基盤となる作文添削データベースで

なくてはならない。

添削をタグ付けとしてコーパスに情報付与する試み

に類似する先行的な試みとして、外国語教育を目的

に作成された誤りタグ付きコーパスは、興味深い。例え

ば、NICTJLEコーパス［2］では、英語学習者が行った

誤りが、図1のように記述される。図 1では、例え

ば、”Helike dogs.”とし、う誤り付きの文に対して、誤り

の指摘と訂正は、角カツコで固まれたタグ‘で情報付与

される（実際のNICTJLEのタグ体系は例で示したより

も精轍であるが、紹介のため、タグを日本語化し、かっ

簡略した例を掲載した）。

誤りタグを利用すると、例えば、学習進度が異なる

学習者の誤りの種類に関する分布を比較し、学習初

級者がよく犯す誤り、中級学習者が犯しやすい誤りと

しりた検討ができるようになる。また、誤りタグに基づ

いて、特定の誤りを自動指摘する言語処理モジュール

も開発されるようになっている。

しかし、このような誤りタグ利用法の前提は、誤りを

一定の基準下で認定することであり、誤りタグは現状

では入手でタグ情報を付与しなくてはならない以上、

タグ、情報を付与するためのマニュアルを作成しなくて

はならない。そのため、誤りタグ、付きコーパスは、誤り

の指摘・訂正のマニュアル化がしやすい外国語学習

における学習文法的な誤り体系をあらかじめ設定する

ことになる。このことは、タグ付け作業者が学習文法に

精通し、かつ、タグ1寸けマニュアルを熟知してし、ること

を必要とし、言語学や言語教育を専門としない複数の

教員が協調して添削データベースを構築する方法とし

ては課題を残すことになる。また、学習文法の体系は、

日本人が日本語で作文をした時に犯す微妙な「誤り」

を分析するには向いておらず、我々が目的とする添削

では、あらかじめ誤りの体系を仮定することは難い。

HeくERR誤り種類＝’主語との一致w 誤りの訂

正＝”likes”＞likeく／ERR>dogs. 

She is active inくERR誤り種類＝”冠詞に関する

誤り”誤りの訂正＝”theう a</ERR> 

development of low cost water pumps. 

図 1.誤りタグの例

他方、厳密な誤りタグ体系を設けずに、学習者コー

パスをタグ、付きコーパス化している事例もある。名古屋

大の日本語学習者コーパス［3］では、誤り例とその訂

正を指摘するだけでなく、誤りをタグで指摘する代わり

に、誤用の分析を自然言語で指摘する方式をとってい

る。自然言語による誤りの分析（理由）の記述は、添削

を多様に記述できるメリットでもある反面、この記述の

多様性が、誤りパターンを記述から特定することを困

難にし、再利用の際に問題をきたす。そのため、例え

ば名古屋大日本語学習者コーパスでは、記述に使用

するキーワードをあらかじめ決めておくなどの工夫がな

されてしも。

このように、誤りタグの設計・体系化をした後、コーパ

スを作成する方向性は、学習者が誤りを犯す類型をあ

らかじめ体系化して、誤り部分および訂正案を制約で

きるとし、う点で利点があり、他方、誤り分析を自然言語

で記述する方向性は、学習者の誤りの多様性を記述

できる可能性をもっと言える。

本稿が対象とする、高等教育における作文指導で

扱う誤りは、学習文法の範曙でとらえ切れるものではな

く、コーパスの構築と共に一般化してして必要があるた

め、後者の方向性が参考になる。そこで、本稿は、後

者の考えを発展させ、添削データベースの構築に関し

て、信頼性の高さと、協調的な構築を目的とした記述

方法の検討を行う。

I~ 2 2 ~tユース
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既存の言語分析用資源

図 2.協調添削環境

3. 協調タゲ付け環境

ここまでに説明したような背景から、我々は作文添

削データベースを複数の教員の協調タスクとして構築

することを提案する。図2にその概念図を示す。教員

は、作文事例を参照し、図中の①のように、添削を文

章へのタグ付け（アノテーション）の形で添削データベ

ースに登録する。図中の②は添削をするための支援を

示す。
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インターネットの普及により、協調タスクの環境は、

当たり前に行われるようになってきた。例えば、インタ

ーネット上のWikiPedia2は、協調的に多言語の辞典を

作り上げた例である。 WikiPediaの基盤となったWikiと

し、う協調編集システムは、複数人がWebベージを構

築できるシステムである。 Wikiは協調して作成している

Webページの追加・削除・変更としりた編集が協調的

に行う、ある種のグ、ループウェアともいえる。

本稿が提案する作文添削データベースは、このよう

なネットワーク環境で、の、協調的な編集を提供するシ

ステムである。本提案で、教員が協調的に追加してい

く本質的なレコードは添削事例となるため、図2中の②

の支援は、協調的に作業するために以下の3点の要

件を満たすことが必要であろう。

要件 1.他の教員が類似の事例に対してどのような添

削をしたかを検索できる。

要件2.添削した例、理由記述が適切に行える。

要件3.添削する際、客観的根拠を参照できる

また、添削は、ひとつの添削事例につき、次の組を

記述することによって行う。

X：誤り範囲

Y：書き換え例（正例）

Z：誤用の記述（なぜXを誤用と判断したか）

協調的に添削事例を士官やしてして試みであるので、

1つの文例に対して、いくつも添削があっても構わない。

また、添削についてのコメントも自然言語で記述可と

すると添削に関しての議論のために有益であろう。た

だし、添削のX,Y,Zの記述には、キーワードの統ーより

もさらに制約の厳しい記述方法を用いたい。詳細は、

次節で議論するが、そうし、った方法を検討する主眼は、

添削とし、う言語操作をできるだけ普遍的に記述する道

具立てを視座にしているからである。

4. 添削の形式的記述

4.1 日本語話者作文の添削

外国語教育における言語指導と、母国語教育の言

語指導における、不適切な作文の添削指導では、問

題点が異なる。より良し、日本語の指導が、外国語教育

と異なる例として、「誤り」が言語直観に近づく、とし、うも

のがある。

2 http://wikipedia.org/ 

例えば、日本人がより母国語である日本語能力をよ

り向上させることを目的として書かれた大野［4］によれ

ば、次のようなとし、う適切な日本語ではない例が挙げ

られている。

「任せておけば、しっかりしている。」3

そして、大野は、このような文を不適切と感じるため

には、日本人が母語である日本語に対しての感覚を

鋭くして行く必要があると述べている。しかし、このよう

な、一般的な学習文法では扱えないような繊細な意味

の相違は、現在のところ計算機によって計算することも

実用化に至っていない。そのため、自動添削も現状で

は実現できない。これは、現在の自然言語処理技術

では、くだけた表現や、誤りを含む表現を言語解析す

る点では弱く、多様な言語運用データを処理するには

柔軟性に欠けることを示しており、添削事例を蓄積・分

析することは自然言語処理上の一般的な課題ともし、え

る。

本稿が提案する方向性は、作文添削をデータベー

スに蓄積し、頻出する添削指導については、段階的に

自動的に添削できるよう、自然言語処理の解析モジュ

ールの開発および、性能を向上してし、くことである。

4.2誤用記述の形式化

本稿が提案する添削3項組は、自然言語処理の解

析モジュールと整合性がある記述である。これは、誤り

とその添削後の正例を、言語処理上の計算として定義

する狙し、がある。

基本的なアイデ、ィアを示す。例えば、 誤字のレベル

の間違いは、Xの文節列とYの文節列、そしてZは単

に誤字と記述して、図 3のように記述する。

このような記述を蓄積すれば、添削理由が「意外Jの

書き誤り、であることは、データベース蓄積後にXとY

の聞の編集距離を参考に知ることは容易であろう。ま

た、この例のような文節の認定は、現在の自然言語処

理においても、相対的に高い精度で分析できるため、

教員は、タグ付けのため、 書き換えに適当な誤りの範

囲を指定することが基本である。誤りの書き換え範囲

を明示的に与えることは、誤りの自動判定をする上で

有益な情報となる。

さらに複雑な誤りに対しては、より高度な添削をする

上では範囲指定の特徴付けだけでは不十分な点もあ

る。そこで、現在、多様な言語情報のうち、自動的には

解析できないが、将来有益な基本的な言語解析モジ

3大野日中p.12の練習問題より引用
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ュールになるで、あろうものを、入手で分析し、添削事例

に記述する詳細化を提案する。

多様な言語分析情報のうち、まず、思い浮かぶのは

統語情報であろう。自然言語処理では、精微な機械処

理文法の入力表現として、日本語の統語構造を簡略

した係り受け解析を前提とすることが多く、新聞記事な

どの文に関しては、係り受け解析は一定の精度で解

析が可能となっている。残念ながら学生が書く自由作

文に対して、このような言語解析ツールによる解析結

果は必ずしも高い信頼性を見込めなし、こともあり、学

生が書く特徴的な「誤った係り関係Jを明示することは、

非常に重要な情報となる。

図4に係り受け情報を使った添削の例を示す。

X: ［以外と］［知られていない。］

①②  

Y: ［意外と］［知られていない。］

① ②  

Z：①の誤字

図 3.誤字の添削例
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z 係り受け（（①，②），③）が不適当

図 4.添削記述のX,Yに表現特徴情報（係り受け）を付

与した例

図4で示したように、 Zの誤用記述の問題を「副詞

「どうして」の呼応の誤り」や、 「どうして起こった」と「原

因Jの整合性がなし、」と書くのではなく、具体的な対象

をタグで囲み、対象との相関により誤りをタグ付けする。

また、前述のように、不自然な日本語は、言語解析で

も不適切な解析結果になることが多いため、例えば、X

の②と③の係り受けが不適切であることを、教育者が

明示的に、誤った係り関係で‘あると指摘する。

ところで、上記までの特徴記述において、便宜上、

記述対象の最小単位を文節としたが、日本語の文末

の構造は文節よりも大きな単位で扱った方が合理的な

場合が多い。精密な議論は省くが、複合的な超文節を

文末に限っては類型的に表現することが適切であるこ

とを補足しておく。

4.3高次の用法添削の記述

教員にとって、誤用の認定は、必ずしも高い確信を

持って判断できるものばかりではない。一般的に文章

の良さの評価は大きくわけで2つの側面から評価され

ることが多い。 1つは4.2節で提案したような、言語的

装置で扱える対象から特徴づけする側面、他方は、そ

れ以外の、現在の言語学では言語装置を用いて特徴

づけすることが難しい側面である。後者の側面を、

Hallidayら［5］は首尾一貫性品、う概念でとらえる。つま

り、文章の良さ、自然さに関わる概念は、 4.2節で述べ

た基本的な言語解析の道具立てでは、不適切な言語

表現であることの特徴を合理的に記述できない場合が

あることを示している。

こうしりた対象について4.4節のような深い言語解

析法を導入し、 言語分析を多層化・精練化する方向性

もありうるが、本稿は、まず、このような高次の用法添削

を4.2節のX,Yの記述方法と同時に、 Zを不自然と判

断した論拠となる記述を提案する。記述例を図5に示

す。

4.2節での添削とは違い、図5中の添削では、Zは、

「（aコーパス］に（（b指標）｝で｛類似する／類似しない｝

ので誤りとする」とし、う形式で、統計情報を利用した判

断論拠を記す。つまり、どの資料と比較して、不自然で

あると判断したかが記述として残る。

日本語の書き言葉だけをとらえても、新聞、雑誌、

論文、教科書、随筆、小説など多様である。また、日本

語が通時的に変化してきたように、今現在の、日本語

も今後変化してしてであろう。そのため、どのような表

現が一般的に受け入れられる知的な表現であるかは、

本質的に主観的な問題であると言える。例えば、自然

言語処理では伝統的に、新聞記事をコーパスとして技

術を開発してきた伝統があるが、新聞記事が作文添削

において「代表性を有するJ日本語文章となりうるかは、

疑問の残るところである。そこで、あらかじめ、くだけた

表現に近い文例を含め複数の文例コーノ号スを用意し

ておき、どのサンプルを参考に添削をしたかを記述す

ることを狙う。

複数の類似指標も用意する。図5では、 bi-gramと

し、う語連鎖の指標を例として記述したが、現在自然言

語処理では、多様な類似指標が提案されている。例え
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ば、 Bleu[6］はn語連鎖を元情報として利用して、機械

翻訳の良さを評価する。 Bleuは自動添削の例ではな

いが、機械翻訳の分野では、標準的な評価方法として

認識されるようになってしも。このデータベースの構築

により、適切な統計指標も新たに開発できる可能性が

ある。

文のレベルより、さらに高次の首尾一貫性の誤り指

摘も、図5のX,Yの範囲を文内の表現の単位から複数

文の単位へ広げることで、拡張できる。文のレベルより

高次の首尾一貫性に関連し、かつ、特定のコーノ号スと

の類似度によって評価可能であろう例を挙げておく。

・ていねいさ

です・ます等の丁寧表現の一貫性が保たれている

1;> 

・語葉選択の一貫性

専門用語と一般名調を混在させていないか、あるい

は、漢語、和語、外来語（カタカナ語）の使用が適切か

／一貫してしもか

／、
X: ［とても］［高くなし、］

①②  

〆／、
Y: ［あまり］［高くなし、］

①②  

Z：①から③まで、の表現のコロケーション（「話し言

民Jにbi-gramで類似するので誤りとする）

図 5.高次の用例添削の記述例

4.4誤り／修正事例の特徴の多層化

意味解析の方向性もX,Y,Zの記述の上で利用した

い。係り受けは、文節聞のグラフを用いて解析結果を

表現する、統語解析の一種であるが、同様に、意味解

析でRも文節聞のグラフによって、意味を表現することも

採用できる。しかし、意味表現の記述観点は、多様性

が高く、本稿では、係り受けと多層表現することが可能

な文節聞のグラフにより表現する意味表現を挙げるに

留める。こうしりた、文節聞を統語的関係のグラフだけ

でなく、意味的な関係のグラフによって多層に表現す

ることは、添削レコードを作成する際の支援環境に相

当の工夫が必要であるが、実現できれば、連体修飾

節、省略や照応の問題、「Aの BJとしりた表現の誤り

を記述する上で、有力な手がかりとなる。

・項と項を支配する対象との関係・名詞類と名詞類の参照関係

5.まとめ
本稿では、シンポジウムの話題提供として、作文添

削事例データベースを協調的に作成する構築案を提

案した。

提案した添削の形式的記述を行うためには、図2の

②で示した支援環境に関するユーザインタフェースの

設計が重要な課題となる。このようなインターフェース

は、近年のWeb上電子辞書や翻訳メモリの閲覧方式

の工夫が採用できる。また、協調的な作業を行ううえで、

blogで採用されてしもトラックパックのシステムを導入

することも有益であろう。

学生の書く作文は、教育の観点からは添削の余地

はあるものの、日本語であることは間違いない。 Web上

やメールで用いられる日本語にはこのような言語運用

が溢れている。このようなゆれの存在が、自然言語の

本質であり、本稿で提案した添削事例データの蓄積

は、柔軟な言語処理技術を開発してして上での基盤

データとなることが期待できる。

作文指導は高度な知的活動である以上、人聞が指

導すべき部分は必ず残るであろう。本稿が提案したよ

うなデータベースの構築は多大な労力が掛かるもので

あるが、蓄積した添削データを学生の自学自習に役

立つシステム構築に役立て、教員が学生とのより本質

的な議論・指導に注力できる環境を作り上げてし、きた

し、。
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言語年代学における日本語系統、縄文語を推定する

The Origin of the Japanese Language with 

Glottochronology (Time Perspective between Languages), 

How to estimate the Jamon-Go (the parent language in Japan) 

永田 良茂 （縄文地名研究家〉

Yoshishige Nagata (JOMON Place Name Reseacher) 

神戸市北区泉台 2-9-9 

2 9-9,lzumidai,Kita-Ku.Kobe-City,Japan 

あらまし：我が国では日本語ちアイヌ語ち系統の不明な孤立語とされて久しい。各地の地名を遇して、我

が国の地名の多くは日本語で解釈するよりも7フイヌ語で解釈しだ方が本来の地名であろうと主張してき

だ。比較言語学の発展は多くの言語の親族関係を明らかにして来ており、日本語ち南島語（オーストロネ

シア語族）に属することが分かつてきている。

M.スワティシュは基礎語集を使って、言語聞の分離経過年代を推定する方法を提唱し、言語年代学と

称した。彼の基礎語嚢100語と統計上の実験式を適用して南島語の語嚢の連なりと日本語および？イヌ

語との関係を調べてみた結果、日本語の言語系統、とりわけ縄文語がどのようなものであったか推定する

ことができたので報告する。

Summary: It has so far been considered that Japanese language is completely isolated 

or indipendent from the Ainu language that is sooken by a minority in Hokkaido. The 

author has already asserted that many place-names in Japan can be well interpreted 

based on the original description of the places in Ainu language. Comparative linguistics 

have made it clear that many languages existing in the wo「ldcan be groped into several 

families: e.g. Japanese language belongs to Austronesian (AN) language family. 

M.Swadesh has proposed a way for estimating the time when a language was 

separated into different languages on the basis of their core vocabularies: he called 

the way Glottochronology. this paper presents an experimental result of quantitative 

comparison between Japanese, Ainu and AN languages on the basis of Swadesh’s 

selecting 1 00 core words. here, a kind of statistical equation has been employed, which 

was experimentally given by Swadesh. The experiment suggests an imoortant role of 

Ainu language in the evolutional process of Japanese language. 

キーワード： 比較言語学、言語年代学、縄文語、アイヌ語

KeYWords : Comparative Linguistics, Glottochronology, JOMON language, AINU language, 

1 .はじめに

地名はたとえ文化・言語が変わろうとち使われ

続ける揚合が多く、多くのi9tlからはっきりするの

ではと、考え続けてきたが更に直度的に証明する

方法がないか模索してきた。

インターネットで見つけだ、ハンドルネーム、

ロゼッタストーンの「学問の部屋」というホーム

ページは、スワディッシュの基礎語集100語に

おける日本語と南島語（オゥストロネシア CAN)

語族〉との比較を柑山七郎の研究とを対比させて

独自の判断を付け加えられた意欲的な研究成果で

あった。これを拡張する形で、ホームページ筆者

のご了解を得て、日本語とアイヌ語との関係を南

島語と対比し、日本語語集系統を明らかにするこ

とができたと考えるのでご報告する。
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2.日本語系統研究の流れ

なぜ日本語系統が分からなくなっていたかとい

う素朴な疑問とち関連し、ここで大まかな我が国

の言語系統研究の歴史を追ってみよう。

我が国の言語系統論争は約100年前に藤岡勝

二がウラル・？ルタイ語説をとなえて以来、橋本

進吉などの上代仮名遣いと母音調和の発見などに

より、多くの学者に指示されるようになる。

明治末年、日韓併合の年、 1910年には金沢正

三郎の「日韓両国語同系論」が出ると、若くして

唯一のアイヌ語の権威であつだ金田一京闘ち賛同

し、「アイヌ語と日本語とは別系統」を主張しだ。

この頃日本民族論争ち外国人、 P/H.シーボル

トおよびE.S.モースなどの日本人祖先としてアイ

ヌ説、フレアイヌ説が続き、我が国初の人類学者

I平井正五郎のコロボックル説に対して、その弟子

高居龍蔵らのアイヌ説との論争は20年論争を展

開し、 i平井の死によってアイヌ説に決するかに買

えたが、軍国化の世論と相まってヤマト単一民族

3.日本列島の形成過程と民族・文化の形成過程

日本文化、日本語形成などのソフト面に対して、

それらを受け入れるハードウ工？としての日本列

島の形成過程を歴史的に考えると簡単なモデルで

の人々の到来や文化・言語形成を容易に理解でき

る。

石図において、最終氷期には人類の楽園がユー

ラシア大陸の南東において陸続きの現在のインド

ネシア、幻の大陸スンダランドにあり、日本列島

も台湾ちアジア大陸に陸続きであった。

温暖化と共に海面が上昇して、大陸の一部ち海

没して行き、伍地で生活していた人々は移動を余

儀なくされだ。このような人口移動圧力はまず、

大陸を北に海岸沿いに移動していった。縄文時代

直前の日本列島へ来た人々はこのような人々であ

つだであろう。（図1の朝鮮半島経由の移動）

縄文時代が始まると日本列島は大陸から離れて

行き、それまで日本列島の東を遠く離れて流れて

いた黒潮の海流が裏日本へも流れ込み、列島を包

むように流れ出すと気候ち温暖となり、海流に乗

った海からの人々の往来が容易になっていった。

（図1の海からの移動）縄文文化を運んだ人々の

到来を告げている。縄文中期の海進期の最盛期に

は海面が現在よりち10mち上がり海からの人々．

説が台頭し、アイヌ問題はタブー化されて行き、

今日に至っている。

一方、日本語が南島語とアルタイ話語との混合

語であると1924年頃提唱したのはロシ？の天才

的言語学者のE.D.ポリワーノフであり、その後約

10年後にドイツの0.デンプウォルフが南島語の

祖語を発表して以来、東南アジアと太平洋の島々

の多くの言語が南島語起源（オゥストロネシア

CAN）語族〉であることが分かつてきだ。現在

の日本語系統論の主流にちなってきたが、その代

表はベルリン留学でアルタイ比較言語学を学んだ

村山七郎であろう。［8]

約60年前にMスワディシュは言語年代学を提

唱しスワデイズムなどと昭ばれ注目された。「14」

服部四郎は「水深測量」と称して我が園周辺の

18言語聞の調査をされている。 ［9] 評価はまち

まちであつだが、この方法の弱点を見直すことで

新だな展開を見いだすことが出来だと考える。

の人口移動圧力ちピークであつだ。

弥生時代に入ると大陸からの人々とその文化は

縄文文化を圧倒し「倭国大乱」に見られるような

激動の時代であり、文化・言語面でも短期間に急

激に蛮化し、最終的に北に残された人々、文化が

アイヌ人、アイヌ文化およびアイヌ語であろう。

図 1.最終氷期時の日本列島周辺と人々の往来

CNHK 日本人はるかな旅展のHPから〉
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4.日本語・アイヌ語に却する南島諸語との比較

村山七郎の著作などから、日本語およびアイヌ

語の特徴がなぜ生じたちのか、本源的なものかど

うかなど、南島語起源と菩えることにより分かつ

だことなど概観してみる。［8], [10］ー［12]

4. 1 日本語とポリネシア語の類似性

ハワイ語などのポリネシア語など、日本語と

同じ5母音であり、重母音・童子音を許容せず、

日本語古語と同じく濁音のない子音のみの簡易な

音韻であり、母音終わり（開音節〉の単語であり

カタカナで書いても通じる言葉である。（大野晋

のタミル語起源説のタミル語の特徴ともー数）

しかし、これらの特徴は本源的なものではなく、

南島諸語の中の中山、インドネシア語派が拡散し

てメラネシア語派、ポリネシ7フ語派と二次、三次

的に拡散した結果であり、日本語ち二次、三次的

に拡散した結果であることを示しているようであ

る。これらの言語の共通の特徴は民族移動ととも

に言語獲触を繰り返し、より簡易な音韻に落ち着

いた結果に思える。

ポリネシア語の開音節語に聞して、単語には露

出形（独立名詞）と被覆形（従属名詞）とがあり、

露出形は開音節であり、被覆形は閉音節が保存さ

れており、元々は閉音節があったことを示してい

る。（日本語の被覆形の倒、白（シ口〉に対して、

白（シラ）魚、白（シラ〉サギなど。インドネシ

ア語派の揚合は露出形の揚合にち閉音節語が多

い）

日本語の揚合ち同様に語末尾子音はとれるが、

被覆形においては保持されているものがあるよう

である。（動詞語幹など〉

7フイヌ語には閉音節の単語が多く、古い形を残

している。（台湾諸語ち同じ） 日本語の揚合には

被覆形でも開音節であるが、原始日本語では閉音

節語 eve.eveなど）があっただろうと言わ

れている。

また、日本語の露出形、被覆形の単語の古形は

双方の音韻を含む揚合が見られる。

（例 ：「ヒ（火） :pjj」に対して「ホ・ノ・ホ （炎〉

:pa」から祖語＊（a)ooi が復元される〉

4. 2 二音節語と単音節語

日本語は2音節の語 cvev.evcvなど〉

を基本としており、ポリネシア詰語などと共通な

特徴であると見られており、日本語の単音節語の

多くが古語では重母音語であったと言われている。

一方、アイヌ語は単音節語を基本としていると考

えられている。

しかしこのことも本源的ではなく、南島諸語の

場合は接辞と語幹の各1音節の組み合わせの揚合

が多く、もともとは一音節で、アイヌ語の揚合に

は長い年月の聞に2音節語が1音節語に圧縮され

互「幹収縮」の形を取ったちのが多く男られる。

その結果、この概意化されだ語幹語により多くの

合成語を形成できるようになったものではないだ

ろうか。「アイヌ語はもとを疋だせば叙百の単語か

ら成り立ったもの」などの田村すす子の言葉が思

い出される。

また「アラタ（新〉シ」が「アタラシ」になっ

たように、アイヌ語には南島詰語から子音問、母

音問、子音・母音聞の前後の入れ替わった「音位

転換（メタテーゼ）Jの例ち多く男られる。

4. 3 その他の南島語的な特徴

アイヌ語は簸辞（媛頭、接尾辞〉を駆使した言

葉であり、南島諸語的であり、抱合語に分類され

主日歪。日本語においても「豆之シ口（白〉」、「豆

ツサオ」などの媛尾辞＂ma－＂はインドネシア系言

語に見られるものだそうである。まだ、インドネ

シア系言語には前聾盲化形の接辞 C[me]N－＂な

ど〉があり、その痕跡が日本語にち見られるそう

である。

また、日本語には少なくアイヌ語には多い語頭

ill:r：重であるが、南島祖語の＂＊d＂音に対応するも

ので、日本語ではさらに＂（＇音などに歪わつだもの

ではと言われている。
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5.基礎語集比較

1950年代にM.スワディシュはあらゆる言語

の基礎語集がほぼ同じ速度で崩壊することに着目

し、言語年代学を提唱した。インド・ヨーロッパ

語族等の13の言語から統計的に二言語間の分離

年代を算出する実験式として

t =log C I 2×log r 

5. 1 服部四郎の基礎語集比較

我が国では服部四郎が基礎語嚢100語に基づ

いて「水深測量」と称して、我が園周辺の18言

語と日本語との比較を試みておられ、結果は次の

ようである。（表1.）上記の分離年代については

スワディッシュの式を適用しだが、服部は rの

値を蛮えて算出しておられる。［9]

上記の結果、日本語に近いのはアイヌ語、朝鮮

語であるが、蒙古語、満州語などとの差ち少なく、

判定によっては値が大きく異なる。また語集によ

ってはどの言語ち偶然の一致を除外できない。

但し、 t：分裂年代（単位 ：千年〉

C：残害率 r：平均保持率（基礎語集

100語の揚合 r二 0.86)

を提案し注目され疋。

基礎語集ち当初の215語から、200語、 100

語と改良されてきた。［14]

スワデッシュの言語年代学を適用するには、二

言語が同源・同系の言語である！必要がある。これ

らの欠点を補うだめに南島語の祖語とその起源地

と思われるインドネシア、フイリッピンの言語 （A

N語族 ・インドネシア語派）から初めて台湾諸語

などの日本語およびアイヌ語語集に類型的に近い

ものを探してみて、同源関係を明らかにしつつ比

較する方法が偶然の一致問題と同源・同系問題を

同時に解決できるのではと考えた。

ー・再開、 ’ ・...，、 ...... ’－『．，司司F 司F・F ’a ~ .....司．，，、a ... -- 「..，『匂’.......－’司．，司F - 、，－司 ・.....・司圃圃圃司”F －・聞4 雪”E • －・F ・a・世咽咽’F可』’ ・4’司.，
語族名 アルタイ語族 シナ・チベット語族
語派名
言語名 朝鮮語 満州語 蒙古語 ’9-n. I置 キーリヤーヲ語アイヌ毎 シナ語 チベット語タイ語 へ．トナム語 カンホ・γャ語
判定結果（） 18 15 16 14 9 22 14 7 3 7 5 
判官結果A 13 3 3 2 2 5 7 11 7 7 7 
残存率10 0.194 0.15 0.16 0.14 0.09 0.22 0.14 0.07 0.03 0.07 0.05 
残存率2O+Li. 0.333 0.18 0.19 0.16 0.11 0.27 0.21 0.18 0.1 0.14 0.12 
分離年代（千年） 5.4陶 3.6 5.1-4.4 

）日諸語~N）語族インドネシア語派 台湾鰭鐙メラネシア諸語 ポリヰシ7語源
マフイ語 9力．ロ'J＇騒 モトウ話中灸加わ厨ポグウ語サモア語

5 4 10 7 4 12 6 
7 9 5 1 5 4 

0.05 
0.12 

5. 2 アイヌ語と日本語、南島諸語との比較

前述したようにロゼッタストーンの「学問の部

屋」［7］のデータに、下表に示すように「その他

の言語」、「関連？イヌ語」、「アイヌ語に苅する評

価」の各欄を追加して、さらに関連語嚢を追加し

てみた。（関連語集は文献［7］ヘ、［9］～［13］、

[20]. [21］から探し追加し、アイヌ語集は

[15］～ ［19］から探した。〉

語集比較は古代日本語、AN祖語、インドネ

シア・フィリッピン言語、その他言語（メラネシ

ア、ポリネシア諸語、台湾諸語など〉およびアイ

ヌ語聞で類型系統分けを行って比較して、系統分

けした関連語嚢を、分離子（：文は／〉に

0.04 0.1 0.08 0.04 0.12 0.06 
0.13 0.15 0.09 0.09 0.1 

記号女、 4修、・を使い分類しだ。

評価の根拠を（・・・・・〉・・・ ・・） などの変移推定で

示した。 ＊印は復元祖語を示す。音声記号はここ

では印字フォントとの整合性を考えて次のように

置き換えだ。a→豆、 y→R、q→N、？→’（声門閉鎖

音（グロータルストップ〉〉

表中の言語名略称は表10.言語系統と言語名

略称 を参照。

以下は、アイヌ語と日本語との基本単語語棄と

しての同源 ・同系問題とその分離年代をスワディ

ッシユの言語年代学における基礎語集100語から

見てみることを目的とする。
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(1)文法的要素 CNo.1～8）から 表 2文法的要素の言語比較
N。基緩語 古代 ANMU吾 インドネシア・ その他の菖語日本語草’価 関連アイヌ語 アイヌ語評価

日本語 CANO DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語 AN 
1 I ＊ア •aku’ •aku 比ILC•si-aku 台TSO•ak。 g”NO ム 定且ー（／an-/-an) u u 
私 +ku 上ヒTAG•ako' 台ATY・ku。． 宮 入 山 値 般 の ヨ a/na a/ku 

合ナ 比KAG•a +saku?+kuZing 一人称複数包括形 く＊aku
比MNB•a 台SDQ+ya’ku? 二人称単数複数の敬 ~主格
イBAT/ROT：’ 台BNN•ja'kl』 一般称（人は・・・等） u 

•au メBOGead'ii +ku－一人称単数主格 kuく＊ku
イMLY•aku メYAP•ae echト①一人称単数／複数の主格 chi/echi 
イJAV•kula ポTON•au ②③ ④ 一人称複数対立形、主格 〈本ad’ii
グCMR:vo／・hu 一般称 ｜ 

『『、 ALTI 自動詞的な意味に変える
MO/TU:t 

－②ec二h~型－人①ー称一と単人同数称じ／、単複自数数ら／の・複・主・数）格の．主目語的ナ MO:na 
（主格以ヲ 格

2 you ＊ナ +i-kaSl kav 比IL〔~：sika’ 台ATY・isu? ALTI ALTI •a- .｛：，，与

イMLY:engkaw台SDQ+?i'su?si e－・汝（が、の、に、を） a 
蓋'l_f.J.tン、 ’1-Su’ /kamu 台PWN+ti-hun •i－②③①二三一人人人称称称敬主目相格的／目目格的的（格単格／トI 複数）

.6. 
ィJAV目：sira メBOG合nam
グCMR:hal!。

3 we ＊つ +kita +kita 比ILC:kam1’ 台ATY+ita? ALTI Aし百 +chi- ｜υ ｜υ 
比CMR:hita 台SDQ+-ita? TU:bua MO:bar 会a- wa chi 

我々 イMLY:kami/ki 台TSO合a’to TU.bua <(u-)a <*kita 
4 this 食コ（ko’i-ni' ・ini 比ILC:daytoy台ATY+qani ALTI ALTI •ko－·そこ（に、へ等） 。

+hani ko それ（を、に、のために ココ‘ソコ、7ソコ
これ qa-rn イMLY•iko 台TSO・e’ni taそこ のk。

イJQAV+iki 争ト 。
si ：自分の／本当の i<*i-rn 

5 that ソ（so2)+1-tu +iian 比ILC*si-anut台YAM：・？u-I’tu ム ．「 。
上tKAG:sa’ya ど与 1<*i-tu 

あれ イJAV＋』ika イMLY・itu 食sian本当の .6. sian 
くsi-anuh

6 who ・ターし1-sa1 •t’匂t PHN•si-am』h 台TSO•si’a .6. ム hunna誰
比ILC•si’no 台BNN＊剖’ma?

だれ ・タ ィMLY:mana 台YAM•sinu? nen だれでも IU sino 
メMOT+daika くsi'no

グCMR・haveメBOG+da2 合sino：本当の く＊t’aii
7 what ＊ナニ apa apa 比ILC•ania’ 日OKI•no？くan ANυ υ •ne：（疑問調）どうである .6. ム

比TAG•ano’ 日YAE•no?<an n-arn •nen.どうである人、誰 na/nani 
何 食na:nuh•ann 台ATY•nanu? ani（方言） nep：どうであるもの、何 /ne/nen 

イMLY•anu 台SDQ•ma'nu? ne-i：どうである所、何処
グCMR:hafa hita.何 hitane・何しに

hunta：何
8 not ～ズ qaz1 d.1 比TAG+hindi ANυ ム 国am：（否定動詞）ない

比ILC:saa’n/di「 sak：欠〈
－でなし 争イナ diaa イMLY+tidak somo：ーでない（対象の語の前に置く）

アイヌ語と日本語、 7フイヌ語と南島諸語との関

連につき、紙面制限の都合上、同源判定項目のみ

その探用理由を述べる。

・ No.1 日本語アは南島祖語＊akuからと考

えられる。（フィリッピン諸語などから）

アイヌ語 kuは南島祖語に同じであり＊aku

から分かれた a/ku双方が使われている。

アイヌ語では一人称、二人称、単鍛、複数、な

どの概怠がかなり睦昧である。 （日本語ち同じ〉

・ No.2二人称アナタに対する日本語とアイヌ

語ナlaは同源かどうか。

・ No.3一人称複数ワはアイヌ合成語 Cu-a：お

(2) 基礎語集（No.9-18）から

・ No.9古語のピタはピタリ、ピッタシ等に

ち残りアイヌ語 epitta/opittaの語幹 Pitta

Eいの我）に通じる。また、時ita から幹収縮

形のki→chiC沖縄語の音韻に同じ〉 を想定した0

・No.4/5指示代名詞ココ、ソコ、アソコの

「コ」は近／中／遠距離感が未分化のアイヌ語

koに通じる。コレ、ソレ、アレに相当する

iち同じく未分化のようである。

・ No.6人称疑問詞ではないが、アイヌ語 sino:

本当のとフイリッピン諸語の si-anuh/si’no

と同源と見た。

－いずれも南島諸語に関連がありそうで、特に台

湾諸語に多く痕跡を残しているように思える。

と意昧的にも同じで、同源であろう。

pita 〉ミナ minaち想定できるがどうか。

p
h
d
 

n
h
u
 



・ No.10/13多シ、大シ は同源で、南島祖語

om po：祖先 から出たものと言われている。

アイヌ語 o/ot：ごちゃごちゃある はこの幹

収縮形と判定した。

いるようである0

・No.14タガログ語 tagalからナガ（シ） Ct> 

n）、 tanC tar>tan）が生じたのでは、と判断。

・ No.11数詞古語イト、ピタとアイヌ語 sin

eはこのままでは同源と思われないが、南島

祖語 *it’a/*pit’anとジャワ語 sidiiとの関

係は同源を示唆しているのでは、と考えた。

・ No.15/17/18 古語チピ、ヲ、ピトはいず

れも南島諸語との関係は濃厚であるが、アイヌ

語には見あだらない。

・ No.16南東祖語＊m-binajを介して、アイヌ

語 min a：笑うと mat/（日本語：メ〉はその

幹収縮形ではないだろうか。・ No.12叡詞古語プ夕、パタの苅応南島祖語

D.uva’／pa’taNとアイヌ語 tL」／uC祖語から

の幹収縮形〉とそれぞれに意味、音韻苅価して

表 3基礎語集の言語比較

－この範囲は日本語もアイヌ語ち南島諸語、台湾

諸語に強く関連している語嚢群lこ思われる。

N。基礎語 古代 AN祖語 インドネシア・ その他の言語 日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価
日本語 CANO DMP フイリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語 AN 

9 all ミナ lahat +a bin 比JLK:a'min 台ATY・kuara?,6. /:,. +ar:まったく ム
mi2na 台SDQφka’na? arく＊abin

すべて (mui哨 a イMLY:ampu 台YAM+maleve’t
＊ヒ11くピ11 合比’a:1イTAG*pisan 台PWN*?i’ta。 *epほa・すべて（量）。ムく勾it’an

,,t.ロ，，＿＿ー ／肯ワisa'? 官。pi杭aすべて（数）hita((e/o-)pitta 

10 many オオシ dameq - 比TAG:dami

"" 
官。：多くある 。

合opo-si 食otごちゃごちゃある opo／。
多い イMLY:murah at:ごちゃごちゃある

us：群生する
肯omp。．祖先 イMLY合旦mpu創 比TAG貴apo：祖到ANυ oka(y）：多くある
／偉大な イJAV*empu：名台PWN：女apu’祖父母 ooro：大きい／多い

11 one イト 肯it’a *it’a イMLY:satu 台TSO・cini/cANυ 。esine：いち L:, υ 
合ito2 ・凶t’anイJAVesidji メCAL:ot ito＝引ta 社。／sinesineくcini

いち ヒトツ /sidii 
(p止o2--tu 比TAG*i鈴’ 台PWN＊’ita’ +ep比ta：すべて（量）υ 。
・ピッタシ /+pisang +op1性aすべて（数） p比o(pitapitaくp比’an

＊イタ /pisan 
12 two フタツ 合DewSi比ILC骨dua’ 台ATY肯問錨？ 脅tu- lυ ｜υ 

*Pl止a-tu合DewSSa。イMLY:belah ／日zing pu/paくtLtu(dua 
ハ者（二十） +pat’aト比ILC+pa’san1台SDQ:daha'?ANO 。合u：お互い <*duva 
lpata （対） イMLYφpasaN台PV刷，husa?く＊oat'aN

13 big フトシ (ma)+Ray< ＊加t’al比ILC*busso'1台SDQ*pa’ru?ANO 。合poro：大きい／多い O なlυ 
官puto-si イMLY*betong台ATY:hupaヲ 脅問pne：大きいく問P寸1e：頭のよう

大きいオホ（大）シ 比TAG骨buso'g 10に悶源 *Pa仁HI口／para：広Lputo(por poro 
opo-s1 イMLY世besarメBOG脅boro *put-o:Jilロ 。botal

14 long ナガシ 合anaduc合and’a比TAG*tagal
AN O ’~~ 合匂nne：長い υ υ 

naga-s1 合ma竹aga'I く相rand naga tan(ne) 

長い lavat' イMLY*and’aト台PWN肯matangela'? くtagal <tagal 

15 small チイサシ 合ddkiq 合d.ikih比TAG食材pi’k ANO 。po：子供
*ttpisa-si +ma/ni+pi・s イMLY*tipis 台SDQ~ipix tip1- pon：小さい／少ない

小さいニヒ +nipit’ イJAV世chilik く*tipit’ mo：小さ：小い粒のくpo
+nipi 制 pit’（薄い） nokan 

16 woma1 メ eba 比TAGebaba’i ANO 。合mat女／妻 。0 mat 
合me イMLY*bini E一.－ami wo-mma menoko：女（〈日本語 me/mat (min a 

女 ミナ *binai *bin司j /perempuan efafah(a’ワ く＊m-bina 合mina：笑う くmina く＊m-binaj

合~~：、：：：：baba
台PWN: （意味のずれ）
脅mina’w’ao ・hapo：お母さん Q papa ム

/hapo 

17 man ＊ヲトコliala:ki laki 比TAG:lala'ki ANO 。kur：人／影／神
wo2no2ko2 イMLT*oraN台PWN:uqalai WO *hoku：夫

男 take2 合uRaf¥イBAT•uraN: ／合ohayai く＊uRaN ainu：人／男
イJAV*woN nispa：旦那

18 persor ＊ヒト Ca’u uRaN 比TAG脅ta’o/te台TSO合co'uANυ 。（同上）
pito2 イMLT:oraN 台PWN*t昌U toく*tau

人 く口同au合ta’u 合［tlav /prinumi住民 台YAM*tau

(3) 動物・植物関連（No.19~36）から
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表 4.動物・植物関係の言語比較

N。基礎語 古代 AN祖語 インドネシ7・ その他の昌語 日本語評価 ｜関連アイヌ語 アイヌ語評価
日本語 CAND DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語AN 

19 fish サカーナ Si-ka”en ・ikan 比TAG:isda’台PWN・ci’QB¥ANυ 10 c合~そ：i食－れe物－r神，：我魚／ら獲，鮭が物食） 
υ u 

イJAV*iwa’メCAL・ik uwo/iwo IW。＝1－《 i(ik 

魚 ＊イ（ウ）ヲ 脅ivak 比ILG・ika’nポSAM*i’a <*ivak くikan
・イカ 安トo：獲物が多い

20 bird ＊トリ ma nu’k manuk 比！VT: chir：鳥 10 
メ？ manumanuk t』 chicap：鳥 tori 

鳥 buluN イMLY:burung ALT *to吋：鳥
スズメ /burong KOR: amam-e-chicap-po：・スズメ
カモメ等 t!!_rk鳥kapiw：カモメ

turumi租kooecha：カモ
21 dog φイヌ 脅asu 合at’u 比TAGeaso台AMiewotsoALT u 合seta：犬 10 seta 

イJAVeasu 台YAM+?inu?アMAN: reye-p這う物、犬 くtatsau
犬 ・ヲソ qayam イMLY:anjing 台PWN合的at’ + inhun 

+inun：漁に出かける滞）IP在nuす（inるun｜卜（かテーゼ）比CEB:idu/ir台TSO*t且tsau 
seta<tatsau ：そこで豊漁があ

22 louse 合ンフミ ・Cu’matu mah 比TAG+kutoホFIJ+kutu’ ・ki/kiye：シフミ、昆虫、茅じたυ ｜ 
（合成語） イJAV+kutu’MP合＊lisa 合同si：蚕l（カラフト＆~ - rasi(lisa 

童乱 +kutu イMLY・kutu’ ／食料iza ／合tasi ki<kit(kuti 

台ATY:lu’mi <kutul 
23 tree 合キ ka’Siw +kayu 比TAG: 台SDQ剣惜horANO 。合ni/ni仰木；林．森ー υ ni I 

・kahoy(woo《台ATY*kahu'rkri/k邑 。 <*niyap 

木 ki2iく＊ko2ika’yuH +kahui PHN＊ホniyup台AMl+kikaNく本k凸， +ki/kiye: ki/ni t』
．ヤシの木 イMLY+kaiu 〈判岨’yuH i釆本軍斗重本（］）審理？；

24 seed タネ benSiq denih 比TAG:binhi?｜ボSAMesaitoANO 。pi・①石＠小球③種子
合tani’m(plant) く*tanem

種 合tane suan 合tan旦πイJAV:deder核｜日OKI・sani tanne：長い
<tanaワ (olant) イMLY・sari：心

25 leaf 4・ハ d2ahun *dahur PHN合dah。n台AMl+papahANO 10 *ham：葉 。 U ham 
比TAG: 台PWN・hapa く＊papah hap pa <*dahun 

葉 くpaa bulu’N +papah +pa’la pa’ 台TSO耐1e'nge ・hap：梢 くhap hap 
イJAV・papalメBOG:bagri <*oaoal 

26 root ネ ne 合uRanN[v]aka PHN:uga’t 台AMJ;jamit ANO 。
s食n。③由社叩祖民視先国②－陰イH部ケr合マ！）J成~ow尻語。

｜υ ｜ 
イMLY*urat 本uRanN *uRanN 

根 ヲ＊WO daliy paNkal >ua’n>wo >ua’n 
>wo 

27 bark ハダ ku’liC kulit 比TAG+bala’t台ATY:iulaq ム 合同p：皮合ni-kap：木110 ム
+pada イMLY:kulit 台PWN・：qa’lie tonto：なめし皮 kapaくkap

樹皮 カワ＊kaobalulaN +padabalulaN ／合bake’le rus：.毛皮；衣
28 skin （同上） （同上） （向上）ー メMOT*kopi - （同上） υkapa(k~~ 台TSO骨ka’va

｜皮膚
29 町、eet 合シシ *Sisi dagiN グCHR*sensen ANO 。 kam：肉

/flesh イJAV/MLY:台AMI脅titi SISI haru：食料
Sesi 合isip(?)* isi：内容 MP合本社’i く*t’一比i

30 blood チ世帯tuida’ha d.aRah 比TAG:dugo”メCAL合tja
ANム

ム kem：血；針；飢僅

cf.ツユ ポSAM:toto ZuRu’q 

血 合ZuRu’《 )duu’）tuu 
31 bone ホネponedu’RiH [t]ulang 比.TAG:buto’ ’：， kew:骨；死体

Cuqelan イJAV:balung pone：骨〈（日本語） kirくlikud
骨 zu’Ri MP・＊likud：背台BNN・iku ・kir:足；骨髄 メ聖子ーセ．

(TAG+likod) ・ik：関節 。kくiku
くlikud

32 grease アブラ min-ak m皇nak 比TAG+taba’ ANO 。 kirpu：脂（身） 。 一
+ambura イMLY+rabun（あ，Sる） 〈本apuy kis：水中に浮いた；eabu(apuy 

目旨 +ta be” （アブル） +uhuy/ape /uhuy 

33 egg タマゴ tell』’R [t］呈！uR 比TAG+itlog +nok①卵②畢丸一
卵 （合成語）

34 horn ツノ uReN 匂（n)duk比TAG*sungo’t ANO 。 kiraw：角＜kir-aw：骨・級一
角（ツノ） 合tuno/tunu イMLY*suN~ 台TSO脅suNu〈本t’uNu

~’uNu /tandok 台KAN*uuNu
35 tail 合ヲ l'kuR buntut 比TAG:bunto’tメBOG*orO - × れ ：①尻笹腫割。1Jllυ － 

尾 イMLY:ekor ＊。s：①中②後告灘章wo/o 
ikuR 

36 feather ハネ *Pa’niy +bulu 比TAG+bulo台AMI合vanohANO υ *rap：羽；翼 ム ム
*pane イMLY・bulu台BNN*pulau(*pani rapはpan(e)

::j!j +foro /keoak 台SDQ貴pa’litく＊bulu からのメ宮子ーゼ

-67 -



・ No.19古語イヲ、イ力とアイヌ語ト，卜oは

南島諸語を介して同源に思える。

・ No.20鳥、トリはアイヌ語古語でもあり、

朝鮮語 terkと同源と思われている。

・ No.21犬はアルタイ形と見られているがアイ

ヌ語 inun：漁に出て滞在すると同源であろう。

しかしアイヌ語 setaは台湾ツォウ語の

tatsauのメタテーゼ形であり、古語ヲソは、

タガログ語 asoと同源と男られる。

・ No.22力ラフトアイヌ語 rasiはマライポリ

ネシア祖語＊lisaのメタテーゼ形と言われてい

る。シラ（ミ〉はこのアイヌ語 rasiからのメ

タテーゼ形になっている。

・ No.23アイヌ語 ni,kiとも南島語からの幹収

縮形であろう。？イヌ語の ki：茅などは意昧は

少しすれているが。

・ No.25 Jフイヌ語 ham.hapとも南島諸語か

らの幹収縮形とみられるが、日本語葉ちそれ

(4) 身体語関係（No.37～53）について

・ No.41鼻の古語パナはアイヌ語 panaと

同じであるが、意味はずれている。南島祖語の

水paNa：突出物から地名用語としての岬、出崎

の意味では共通であろう。

・ No.42クチ、クピ、クツなど、アイヌ語 kut

と共通に「中空のもの」を指す。

・ No.45日本語歯はアイヌ語 niとは別系統

であるが、 niは南島諸語＊Ni’pen の幹圧縮

形で、別意味の語 ni：木 CNo.23）といっしょ

になったもののようである。

・ No.46日本語足はアイヌ語では as-i：立つ

ものであり、同源であろう。

アイヌ語 chikirはフイリッピン諸語汽ioel

N。基礎琵 古代 AN祖語 インドネシ7・ その他の昌語
日本語 CANO DMP 7イlj沈．ン言語

37 heir ＠ケ 合buSe’k 比TAG: BKAG: 
k邑 •bulu 脅臥』ho’k 肯f。lo：羽毛

毛 イMLY世bulu

から語末尾子音のとれた形になっている。

・No.26日本語ヲは南島祖語＊uRan’からの

幹収縮形と見られているが、アイヌ語 oち同

じであろう。また、 No.361こち同じ。

・ No.27/28日本語皮（＜力｝＂＼） とアイヌ語

kapは同源と売られる。台湾パイワン系ル力

イ語 bake’leから、その幹収縮形 bakのメ

タテーゼ形と思われるが判定はしなかった。

まだ、台湾ツォウ語 ka'vaち間源に思えるが

判定はしなかっ疋。

・ No.31アイヌ語 ikはマライポリネシア祖語

*likudの幹収縮形、 kirはメタテーゼ形であ

ろう。

・ No.32アブラはアブ ・ルと同源の燃える

／火に対する7フイヌ語 uhuy/apeと同源に思

える。

－この範囲のことぱち南島諸語、台湾諸語に関連

しているものが多いようである。

からと音、意昧とも一致する。

・No.49アイヌ語 rekutは南島祖語＊li'oeRか

らと考えられ、これの派生したタガログ語

ku'pj'：窪みと、クピとが関連するようである0

・No.50タガログ語 palad’がハラと par

/paraとに関係しているようである。

・No.52日本語タマシイは、鹿児島弁では

タマッであり、アイヌ語 ramat:1~1 と同じで

ある。 「タナラ相通の理」と呼ばれる、 tハr

閣の蛮移はよく見られ「く＞t変移の倒である。

－この範囲ち大部分が南島詰語、台湾諸語に関連

しているようである。

表 5-1.身体語関係の言語比較（1/2)
日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価
村山説 HP筆者 日本語 AN
x I込 nu ma：毛，毛皮

d『h木JIこ対卜応bulu 『木JIこ対応
>KAG: +ki：禾本科草本の茎，稗，茅
folo：羽毛

38 head コウベ qu’luH 合hulu 比TAG:u'lo:R]台SDQ:qeipau'- υ pa/pake/sapa：・頭
+kabu-pe 比TAG+kabong 『膨れる」 key：頭

頭 ，， イMLY肯hulu 台PWN:oEn。癒 に対応 rum：頭
＊ウヅ +ke(m)buN e-:fi/i；，顔 bi ム

+tap→~OP：タンコブ kabu/ko 
39 ear ＠ミミ •taNi'l2 世taliNa目 比TAG貴taing.TWN: ANU υ『唇 脅kisar.耳 b kisar 

：耳 イMLY:kuping 女tsaliNa 町首町、l 』に対応 <tsaliNa 
耳 +bifも1R+bibiR 比イ~~~·・~i~ii’；－，口台 付bibiR

『耳霊J、｜ <*taliNa’ 
．唇 へリ PWW世calinga 『ミミナリ」に対応
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表 5--2身体語関係の言語比較 （2/2)
No. 基礎語

古日代本語
AN祖語 インドネシ7・ その他の言語 日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価
CANO DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆署 日本語 AN 

40 eye ＠メ +maCa’ +mata’ 比TAG+mataTWN・matsa ANυ ム sik: 目 ③ 卜目
m邑 イMLY・mataメMOT+mata町、a- 『マナヨ』、nu：①豊漁②温泉

目 マ（ナコ） ポSAM+mat<くmata 「マツゲJ~ ／聞く／持つ
ma メCAL・mas:H 関係 ma匂・冬

41 nose 合ハナ i勺u’N ig’uN 比TAG:ilo’ng メCAL:puot ANO 。etu鼻くe+tu：顔・峰 しJ
pana ／世panga＇：顎 メBOG*manaくpanga' +not：顎 hanaくpana

夢匿事事 肯paNa イMLY:puncha
台台~~n・~：~1 世pana:Jll下／慶

：突出物 ：先端 （『鼻垂1を連想）
42 mouth ＊クチ bap+bap 肯mulut比TAG:bibi'g ポSAM＊山｜高麗語 x 肯put/put,i:(Jllや沼の）0 kuti -

ko-tsii =par.char <puti 

口 bibi'R PHN: 台ATY•nquaq *kut/kutよ①岩崖；絶壁②岩 /J. kut 
+Nutu：口；瞬 台YAM+n思JSU。 ③中空の茎④帯出｜ くNutu

イMLYφmult 台PWW・not kut char：沼からのロ；首 Onot 
+not：顎 くNutu

43 tongt』e世シタ 脅di・laq 合dilah 比TAG肯di'la 台YAM*li’la ANO u parunpe：舌合成語 /J. /::;, 

イMLY合lidah台AMI肯simasita sitaくsiraraくsira
舌 日OKI肯siba 〈本d』lah l円脅③r刈地下低値い物所の②葉魚④の粘H液〈付例州州叫＊吋叫叫叫di訓仙ila く＊dilah

日YAE*si"oa
44 claw ・ツメ kuS+kuS kuku 比TAG:kuko’台KAN世anukANO 0 *am：爪 /::;, 

イJAV・d’uput台ATY貴kaka'rtume/tuma 
爪 カ（径）ク /+d’umout <*d’umoa 

45 tooth .，、 *Ni’Pll.n +i’P皇n 比ILK：世ngi’pen台AMI+wadisANO u 世n；~：~~①Im木im②ak:歯歯 一
。

くpa 比TAG+baga’円 台PWN・vaqapa 合n nl 

歯 ・i’p?n 臼歯 台ATY*?nuxく本babaN くn-i'pen
イMLY:11:i11:i 台BNN肯ni’DUki(*oi同

46 foot ・ハギ epa’qaS +kaki' 比TAGepaa’台PWN・tiltilANO ,U kema：足 ikema:e：イケマの線 ム
/karapka’pan ・chin：脚

足 ＠カチ PHN+tiqel セブ・tiqi I ・kir/chikir：足；骨髄一 0 chikir 
/+tiqil ure：足 くtiqel

世アシ イMLYφkaki 世as-i：立つもの ぺ asi -
47 Knee ヒザ tuhud [t]u’ud 比TAG却 hod 台A干f士ari? × x kokka：膝

イMLY:Iほ此 台PWN:cu’ngar
膝

48 hand *'  lima lima 比.TAG:kama’y 台PWN吋ma? ANO υ 世tek：手，枝 υ 
*tanga'n：掴む ta-(*tana ・mon：手 te(tek 

手 ＊タ（被目別手） *ta Nan イMLY*tangan 〈判a?a momu 
φモム くmen

49 neck ＋クピ 合Ii’qeR *lihiR 比，TAG:lee’E首 台PWN: u *rekut/requt,i：喉，首u υ 
+ku’Pi'.：窪み •ri・qer ku’pi” k此.charo: kubi rekut 

首 +ku’pj’s：くぴれ メBOG:ko ku’oi’s kut（喉）＋charo（口 くrekut,i くIi’aeR
50 belly へソ +pu’sej /t/iyan 比，TAG’pu’sod台KAN・pele'kANO 。・同nku瞬 ム t込

+peso イMLY:prut（ハ号台YAM+peSe’pots凸
騎 ハフ /+pu羽 t（への 台BNN’pu'sol〈本pu’S句 *para：広い＊par：川。。

肯pa悶 肯palad’比TAG*palad'メMOT:boka para para/par par/para 
手のひら (oalad’ <oalad’ 

51 breasts ・チチ +su’SU +t’ut’u 比TAG+su'soメCAL・U比 ANO 。ram：胸，心
：乳房 イMLY・susu 台PWN+tutu ti :t噌o：：~悦胸o乳板房（サ，ハ母リン）

ム /::;,to社。

｜胸 1 +titik/ +tete ／φtoto’。 く本t’ut’u Uくto (*l’ut’u 
52 hearts ーココロ pusuq put’uh 比.TAG:pu’so? 台ATV: ALTAI × •ram：胸；心 。

＊タマシイ ／φkuro（観念 lahubu’n kukuru sampe：心；心臓 魂とramat

心 ，、ラ・ワタ イMLY:ookok 日KAG•tamat bakta •ramat：魂 KAG:tamat 
53 liver キモ qaCe’y ha凶 比TAG:ata’y x huype：肝臓

イMLY:limpah yukram：肺臓
肝

(5) 基本動詞（No.54～71)について

・No.54日本語飲むは、アイヌ語 nun：吸う

と意味はややずれるが、南島祖語＊inum  から

どちらも生じだものであろう。

• No.61 アイヌ語 rayはインドネシア祖語

*layuからで、ナユ（nayu）と同源であろう。

• No.55 o交ムはアイヌ語合成語 ka-mu：上方

を塞ぐに一致。アイヌ語 kupaのメタテー

ゼ形とも考えられる。（kamuくkapuくkupa)

• No.59アイヌ語 kirは南島祖語＊kilalaの幹

収縮形、日本語知る、シリはアイヌ語

si「／sir,iと少し意昧がずれるが同源であろう。

• No.63アイヌ語 ma：泳ぐはジャワ語

ma  nu、または台湾ツォウ語 makaなどの

幹収縮形であろう。

• No.65日本語歩くは、アイヌ語 arpa,adくi

とも音と意味的にもほぼ合うが、南島祖語

*laku’のメタテーゼ形になっている。

• No.68 7フイヌ語 rokは南島祖語＊duk、
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台湾？ミ語 marolくなどからであろう。

・No.69アイヌ語 taはタガログ語 ta’YOの幹

表 6.基本動詞の言語比較

収縮形、タツは ta-ta>tatuの変化か。

・ No.71アイヌ語 yeとイ（フ〉は同源であろう。

No. 基礎語
古日代本語

AN祖語 インドネシア・ その他の言語日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価
CANO DMP 7イリ沈．ン言語 l村山説 HP筆署 日本語 AN 

54 drink ノム 世inu’m 合inum 比TAG肯i’nom台AMl*minanon υ ku：飲む
合n~mu 比ILK肯inu’m 台YAM肯minum

飲む メMOT*inua ANO 青山m/numun：吸う。。
イMLY脅m-inurメCAL肯un く＊inu’m norr、u nu町、

;f-SAM世inu くnumun<*inum 
55 eat クフ +ka＇皇n +ka'i 比TAG+ka”in台AMl:mima’n~eN植υ物 υ l’p：：：①食食う事する②S畠（⑤魚

kupu イMLY・ma-k日OKl:kam』N t:. ke/e ム eくai
｜食べる eケ：食中 ka’n +ka'en 比ILK+kaa’n h邑＜＊kai く＊kai く本kai

56 bite ＊カム *kaRa’t 肯kaRat比TAG*kaga’t台ATY*kumat υ +kuy；岐む 10 t:. 
剣山pa/kupapa竣む．かじる kupa 

校む ハム kat 比ILK制惜ga・tメCAL’gu kep；かじる kamuく くkag’at
日OKl+kuujuN *ka+mu：上方を塞〈 ka+mu 

57 hear キク d3iNe’R *d阜N且F比TAG*dinig台ATY世間ng- 不明 *nu／トnu：聞く t:. 
/*kin'g kokanu：聞く nu 

聞く キコユ *NeR 比ILK*n2e'11 メCAL:roN くnl!'.e’E
58 see 合ミJI- +kita” +kita’ 比TAG+kita"台AMI肯miniNniN しJ inkar：見る，見張る一 1』

/minene’ng ANO nukar：見る；見張る kir 
見る イMLY:tampik 台ATY*mita。mata：自 masasa：見る く＊kita

台YAM+ki'ta?から派生 ’kirkiru：よく見る’kir：知っている
59 know ーシル ma/taqu’ tahu’ 比TAGea'lam台SDQ*m-kilALT! ALT! 制ミir：知っている IU Okir 

：物を知るる /*kila’la 台PWN・kemla’ng chanup・知る；覚えミ siru(sir くkilala
知る *kilala イMLY*kilala I・malaZam era mu.思う・a-ram:sir/kir a ram 

人を知 比SAM*kilala/kila ’sir：あたり一商／領有する くa’lam
60 sleep ＊ネル tu’d2uR tid.uR 比TAG:tu'log 台PWN*ma-i~A卑PNU  

u hotke：・寝る
肯in呈P イMLY*inap 争mokor：眠る t:. t:. 

｜碍る ＋マドロム ー宿泊する 台BNN・matodon
61 die ＋ハナJIma Ce’y +pat司j比TAG:mata・y台A~~~：：’：~ANO u *ray：死ぬ

mataj /+pa凶 台B isam：なくなる
死ぬ ＊ナユ MP世layu：萎れる pat邑 。0 ray 

イMLY:mati く＊oatai navu/ra <layu／本ta'
62 kill コロス pa Ce’y 合bunuh比TAG:pata’y-i台AMI:mipata'i- ANム rayke：殺す

世間nnu:i尺山殺す ronnu 
殺す イMLY肯bunoh ALη の <*unun 

可能性 <*bunun 
63 swim オヨグ +laNuy 比TAG+lango1台TSO・maka ALT! SUS：泳ぐ；水浴する一 u 

イJAV+manu/1<台TWN・laNuiANO +ma①泳ぐ②笈る ma<man 
泳ぐ 争naNu’y+laN叫 イBAT+laNe 台KAN: ma<manu <*IaNu 

イMLY・renang+makanangu’ru くnanu<*laNuy
64骨y トブ .ie<1同m’d2 比:r.Ai句 lipa’d

台台A円T切Y愉・叫吋間拠’y。＇＂＂｜州υ u ~明~ri叩〔~定毘書上~－ ム
.i.e<円前司

売る5~ 台Y刷・匂nalap terl唱・尉1\,5~
+rap：群で下を〆翼

65 walk アユム 肯ta’凶 剣alqi＇’ 応TAG肯ta＇刷 台・AM世憎哨咽t- AN t:. 制慌歩く 。t:. at:悩
台'A.TY前世制d 町官官官歩き回る aリqi( <Ja'kad 

歩く 世アル（＇） lホa’w イ札Y昔daoo
世世宙M開d来（山るの（複方数へ形）行）〈

宙開／arlli 〈判aku’

66α町田 ＊クJレ +a討 9ateN 広TAG+凶i メ医沿rjr百 札π 貴依；来る t:. t:. a“ 
／・ぬH’ng ム 抑制来る（儲悌） hνd《 〈＊初

来る ・（同地内 イJAV1・teka 鍬ホ持ってくる，呼胡コφく tal臥

〈判抱teN
67 lie 女イヌ baRq 世ir理P 叱TAQhi伊？ メCAL骨官官 ANυ υ d切 as:寄Jかかる 、る卜

（制i問） 川問時・吋p 台ATY:rrinra町四l 盟国tl<i：樹こわっ力，

樹こわる＊択ムJJIbali イMーY士icir 台刈Vl:rra叫匂’限 刷唱寝る
68司t ヰf.1l5蚤J包.baN 合也血+<l,1比TAG肯dおm”台AM肯円四棟 ALTI a摩っている 座｜一る Oro1《

スワル ／剣t.idd《 旺 L*1oko/rd<O 『居る』 如水（君軌をなしてつ 《問〉ホ
座る スエJレ 世d2li《吋2U《 イMLY 組む AN 。 く袖ホ

世d瓜Wdc減水 「据える
69坑z叫 ＊タy 包即時 脅d~曲d'~ グ倒R由旬’cho 台首0・礼悶n－ 。r叫<i：準える，立つ（復数。。

比TAG匂yo’？ 台円滑愉吋耐宵 as:G:泣女却特Eする 匂包』 匂〈匂恰

立つ Eもi向 +d.iR 任弘，T*<f~~ 枯 AM杭 J2 hqx.n・：d涯を寂窃臥： くじi-ta く*d'~!'N

イ机Yφ命i オ寺IJ＊知 制底打つ；給つ；切る
70 rjve 合アタフ ・Sa-{r古 敏司~Raj 件制対四泊G 台骨制令市田’iv- にj 住ホぽ官官市在手渡す一 1.6. 

te＇’d2 応TAQhar由’E
航釦但＜I淵凋こ出こ出を〆るある

与える be Ra'y イM帽Y官金材置

71銅 y ノJレ tutぽ t’a.rt: 広TAGsa’N メCA七日百 ANO ム ・italγ~言激つ虐ま麗葉
｜υ 

ノブ 台Y刷糾問i可 爪J/ye
言う ・イフ Si-u’D t’eb.止 イMLY:sめut uei:跡：er:語る

u 

IY 

A
U
 

円

i



(6）自然関係 CNo. 7 2～86）について 表 7.自然関係の言語比較
No. 基礎語 古代 AN祖語 イントネシ7・ その他の言語日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価

日本語 CANO DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語 AN 
72 sun ヒ pa-(n)jaw ha(N)-g’av 比TAG:a’raw台AMiets；~a：太司ー陽 ALT! chup：日：月

pi/piru 台PWN脅aza'll日OKI・ti ANム ．腹（丸い物）
日 アサ +t'iNaR 比TAG+sinaEメ日~~~~s~~：~日｜ 

+nisat:明け方 υ sina) ム
世asa ：光 イMLY・sinar nisat <*t'NaR 

73 πlOOn ツキ bulaN bu Ian 比TAG:buwa台KAN:vua’nl- 不明 +chup/ chup,i 10 ム
φtukr 比MNB: 台YAM:vu~a’n tuki ch up 

月 +tuker /chuo <tuker 
74 star ホシ bi-{n)tu'qen bintaN 比TAG:bitl』’wi『台AMI’vo'isl 10 nochiw：星影

+posi メMOT+hisiu

星 イJAV:rasi メCAL:fu ALT! 
ポSAM:fetu (po sin 

グCHR:outi’。 メBOG:b’ain (7MAN) 
75 water ミス 合d2a+Nu’m 比TAG旬、ig台AMI肯nanorALTI ALT! pe：①水②Jllよー ムwakk<

mi du 女d[d.]anun比ILK+wa’1g 台PWN官zalun(m"il(KOR) ewor/hor：水 <wa'ig I 
水 wi-d。 +wa’hiR +v司!i~R イMLY・wari 台YAM*ranu’m AN !:, +wakka：ュ水 く*wa’hiR

イMLY・副r/aiポFIJ・wai AN() 官na：水？ na（キddan
76 rarn アメ quZa’N udan 比TAG:udan AN !:, +apto：雨ap+to:t).6. ame 

’ame2 ／・ambo'n ruyanpe：雨；嵐 /anpe 
雨 +e(m)bun イJAV:iawah （合成語） <*ambo' <*ambo’n 

77 stone 世イシisibatu’ batu 比TAG:bato’台ATY*bingaAN 0 AN !:, 脅pi：①｛小）石②小 i;?< .6. 
イソ iso 台PWN*v『tu?ar 肯p1-us-i →hrsr pr可 si

右 イワ ipa イMLY:batu 台BNN肯?binto’han 削除浜 KOG柿 isi I 
iwa：岩（山）←i(/e)waki：住処

78 sand スナ qe nay k呈t’ik 比TAG：山 rn a ｜一 AN f:, 

U地．同オ0名tタ·~の；n咽・；イ／ダ町砂ナ）岨ウヨ砂サ岡ラ~と~す関ot社a係／ウuナu卜I 計

PHN:pasisirく

砂 benaqi pat'iR イMLY:pasirI台atp’i;WφNh~？en 』
naE 

79 ea代h ナ tanaq bam』［v]a 比TAG:u’lapI ALT! ALTI 
④⑦sir辺気①温り地ー⑧；太函凪⑤地②昼ト夜｜⑥天候,_ 比ILK:ku'nem

I也 ツチ tan ah イJAV:siti
イMLY:tanah tov：土

80 cloud 肯クモ quZa’N 比TAG:u'lap 台ATV: AN f:, nis／合niskur：雲 υkumo ムkur
ka(m)but 比ILC: * ZaZu'lungt /kur /ku’nen 

雲 霧 世ku’nem 台SDQ肯ru'lunl! as：立つ．群在する (/ku’nen 
81 smoke ケムリ 骨［t’Ju CapaH 比TAG: 台PWN食cha枇。 不明 supuya：煙 •t:,. .6. 

ke2buri 肯aso/usok ／相 hto ｜阿蘇山から as 

煙 lhat'ap qe《bel ポSAM官制 ANO I *as.立つ；群在する <a[t’］u 

82 告re ヒ 世Sapu’y 合apuy 比.TAGeapo’y台TSO・puzuANυ AN しeape：火 υ υ 却e
+p"li イMLY・削 台SDQ・puniqpiiぐa悶 piiぐape~ 。却。y

火 ホ 台附N世sa’仰 く＊a肌IY 合muy：燃える <*a臥ry
動。 台TSO・apoy

／肯a臥』i
83 a油田 ハイ 貴明bu'H 肯めu 比.TAG削除’ 台ATY*?a凶IiANO 州 C山－砲~s加／pr::.i~消yna：炭．』証IU hai -

+P叩i 台Y馴＊？a'vu? 匂api

灰 スス 日合Yi(Iゆ uoar.煤 <oasi 
84加m ＠モユ 包比uN tun 比.TAG:剖’neg 台台·~州Y・・官m官~n’トI A相N~ から 州 cu加y：燃える D. 10 

uhuy 

燃える 世スス 音色血JN イACE世知toN の派生 くヨドapuy

ポSAM＋間 く相哩件下d

85問的 ミチ d’a Ian Za'lan 比.TAG:da’剖 台A干f肯tuqii- AN D. ＊喧m頭：(J)i髪直，献②便 le> .6. 
間ー也． 台P州・dya’ran

道 ／肯V町'Ul'U

86 moun匂1nヤマ bull』d gunuN 比.TAG:b叩由k 台ATY:rgiax ALTI ALTI 円叩片山
yaπ百 /nana’hiヲ kim（釜えない）山

山 イMLY：伊nang 台Y馴知加’n i明岩山
tel叩n/tohom:il、LJ

• No.72沖縄語 sina：日とアイヌ語 nisa(t)

はメタテーゼ形である。台湾アミ語tsid’から

の地理的な連続性を感じる。

• No.73比マノボ語 tuker、日本語 tukr、ア

イヌ語 chup,iち地理的連続性が感じられる0

・No.77イシ、イソ、イワなど合成語 pi-us-i

：石が群在する からの派生語に思える。

・No.78砂浜などの地名用語イナ、ウナ、ヨナ

a 

はアイヌ語 ota,utaに重なる。

・No.80日本語雲、アイヌ語 nis-ku「は比イロ

力ノ語 ku’nemからの派生と思える。

・No.82 日本語 火の古語祖語（a)poyタガロ

グ語に同じで南島祖語句PUYからの派生で、

二重母音を許さないアイヌ語 apeと同源なの

は間違いないであろう。露出形ヒ＜pr、被覆形

ホくp凸ち古語祖語（a)poyからの傍証である。

句
E
よ

弓

t



・ No.83日本語阪の古語 papiとアイヌ語

pas.i：消炭は同源であろう。

uhuy は南島祖語＊aPUYからであろう。

－はっきりしないのち多いがこの分野も南島諸語

・ No.84 No.821こ示したようにアイヌ語 ape, に関わっているようである。

（プ〉色関係 CNo.87-q7)について 表 8.色関係の言語比較
No.I基礎置｜古代 IAN祖語 ｜インドネシア・ ｜そ側也の言語｜日；耗書評価 問逮アイ兎剖アイヌ語評価

日本語 IG州 D IDMP 17イリッヒン言書｜ l村山説 IHP筆者｜ ｜日本語IAN

87lr凶 ｜アカシ ｜如四／iRaq ｜比.TAG+pula’｜台附N IANO I州 q・hure IOaka Iムm陥
削除siI ｜向h ｜ノ＊aky州se~ ＊間隔刷a?kat la’gah（朝）｜：赤くある｜くmakal＜同パRaql

赤 ｜アク ｜ ｜ ｜イMLY*aNkatj；削翻吋（同） ｜剛刈同市岡：聞ける jhure 

aku I I I ｜／合間QU’：凶？ ｜ ｜ ；開KI I (pula’ 
SS I green ｜ミドリ ｜出，明司俳id'awI比.TAG+hi'rawl !AN 0 Iム jsiwnin 卜

+mido2ri I ｜イMLY動id'auI ｜前鼻音化形 ｜：緑；黄色i合成語

品t
2(?) ＇＊問 /kunil

90u口 W泡／puti’ep叫ih

+siro ． +t’ilak 
自 ・プチ （光線）

91lblack クロ 町渇／qite’•~lap 
+kuro-si 

黒 ｜暗・暮る！d2胴d2e~・k~I呈m
+kun.』

イMLY~l』nin,

ムki/ni

く牧uning

siwnin 

〈将くunin

比，TAG:puti' I台ATY IAN 

／・si’刷〈輝く）I:mala’vu? Iく*t'ilak（光線）
イJAV・sila’ ｜台門別・－isila’u

比ILC・kudre’d台ATY・qal4AN0 10 
イMLY・・&l/apIゆ閥均’l以

!±TAG・kulimli'rl台SDQ・m問団’luh

re匂r面ミj)「
peker：白し、；清し、；明るい

〔 ICl kur 

kuro< <J <kudre’p 

kuru I ＜＊毘lap

・ No.87鼻音化接尾辞 m－の残るアイヌ語

maka：開くと日本語の語家族、開（ア）＜、

明るい、赤い、曙、暁、軟などの共通語幹

alくを有し同源であろう。

(8) その他 CNo.92-100）について

・ No.89 No.23の木と同源と考えられる。

・ No.91比イ口力ノ語 kudre’p の幹収縮形、

日本語黒、アイヌ語 kurと同源であろう。

表 9色関係の言語比較

No. 基礎1
古日代将雲

AN~監喜 インドネシア・ その他の昌語 日持吾平 E 閉塞アイ元吉 ア手元蚕調高
C刈唱D [)Ml 7イljッピン言語 村山説 伊筆者 日本毛否 AN 

92同ght ヨ）（.， yo 合R雄元”iH合険制 出以前創r台ATY栴謝叩mo AL.TI anchikarて夜；晩（合時ー
ヨイ抑制 比:TAG合g以’ 台骨IN剣副司nyoくdol凶 .AN ム Si SI巾.llYJe:宵（合時~

夜 ヤミ＋＞＇百川 ~N イMLY・malamメCAL:加ヲ y申告制
lvarri<be?i 

93加t ァ、：rン (ma}tpanal 伊laN イJAV:p町田S 台臥Nei叫臼’臼一 円制 esesek暑くある ム
＠ぬrちi 台T釦・Y百αα !:::,. pop-ke:B動、い

｜墨い d2aNd2aN ｜闘nat’ 丹制+a't四 被

94αメd サムシ φ加t’E diNin 比；TAG+larrぜs台由Q・m加i’ラ 必~ !:::,. 命明間πi期.J,~f:::,, t』

esarnrsi イ肌Y明必 台刈a・g’陥J - +-nera向：説、m寒さ IT驚テー
説、 (m)diワdヲ ;er部釦（消え ;f'-S刈怜ITIJ <Jarri's 

95削l ミツ pe間 q 隠 加h 比:TAG:山ω’g AL.TI 制℃ i--o：満ちる
町11:.u ィM'lll批却U sikいっ（;11,、になる

満つ be-ru'R グα制問伽10!:

96間W アラタ 貴国<ie>R.止4 出出曲師’ 対J !:::,. asir:新u,、 IO ム
官官官ta ＊凶内J 台T荻〉貴bwo?c dayと鳳源 arata ar-<加ro

新u、φザラ イMLY-.baru 女官セーもう一方・今 くせ踊民』
/*hat官U 制限車、ている

97 good ヨシ (ma)dia 凶ik 円≪（ma)diyawポT側材Ii：品目 州てコ附ー／咽．良く，十分｛こー ｜υpi向

世yo2si φ（ma)pia’ イ胤Y町bayik メCAL・荷1/afili +Pi拘．良く／劃日くある くpilih
良い y悶／y.国 +Pilih:選イ胤.Y: 日OJ+Pi付p(拾フ） asnr.良い 。

台首lih:選ぶ 合iサ吐息・獲救助、滑に名 vosiくi寸 -usi

98 round マルヤ h』at 比;rAG:bulla' d .AN !:::,. 肱；ゴろた石；球；玉石一
貴πu-o2si /bilo’E 凶dホse：・京L、

丸い マリ イ胤.Y:buant si水町i：丸ム、
相官i 同制脅（rr国）lili~

99 dry カ（劃ルー *kaf、N応TAG官同伊’n;f割地 .ANO .AN !:::,. ．錨t臨、ている 。 ID 
＊凶u イJAV＋’a回 t +rr「asaトa 浅Lν痩せ 錨tー悩c痩せる asa/sat 銅 t＜＇.＜ぉat

｜樹1之ヒ（干）ス 合kal.ah比：TAG-.ka'la日仏ゆ部副主）
ぴ2 (st官II)

1()( r国me・ナ ~an (N》司gar出SN・陥’伊rイM..Y命、ama 制。 .AN !:::,. .-e：名前 !:::,. 

． イJAV:a苛 1 台口PM・他地.~j 『国 問 Ire

名 イA庄．間n く村も陥n

内

4
月

i



・No.96新ラシの古語アラタとアイヌ語合

成語 ar-ta：ちう一方／今が意味、音韻 邑語略J号

比TAG

で同じで、サラがアイヌ語 sara:

空いているに対応している。

・No.97アイヌ語 pirkaは南東祖語

*Pilihに苅応し、古語 piripに通じ、

日本語良シはアイヌ語合成語

i-o-us-i：獲物が群生する所の音韻圧

縮形に通じるようである。

・ No99アイヌ語 satは日本古語

浅しと剤師し、ジャワ語’asatと

同源であろう。

(9）アイヌ語、日本語をめぐる言語

系統関係

上記の基礎語嚢比較評価の結果は、ホ

ームページ「学問の部屋」の筆者の調査

に基づく、柑山説と筆者の追加調査の評

価結果として、

－日本語の南島諸語との比較評価（村山

説の揚合〉

同i原判定鍛 0 

53/104 比率 0.510 

同源判定叡ム十O

57I1 04 0.548 

・日本語の南島諸語との比較評価（ホー

ムページ筆者の揚合〉

同源判定獄 0

50/104 比率 0.481 

同源判定数ム＋o
80/104 0.769 

比SAM

比MNB

イMLY

イIND

イJAV

比ILC

比KAG
比JSN

比IVT
グCMR

イBAT
イACE
イROT

イYOB

MP 
CANO 

DMP 

台ATY

台SDQ

台AMI
台YAM

台PWN

台BNN
台KAN

台TSO

メCAL
メYAP
メMOT

メBOG

I ボポ~~~
ポSAM

ポTHT

ポ円J
ポTON
pp 

ALTI 
アMON

アMAN

アKOR
アKOU

アNAN

アORC

日OKI

日YAE
日KAG

日OJ

であり基礎語嚢として日本語は南島諸語からも

だらされだものであることを示している。

自分なりに出してみだ比較評価として、まず

・アイヌ語の南島詰語との比較評価

同源判定額 0 35/122 比率 0.298

同源判定数ム＋o761122 0.554 

であった。断定し難い語集ち多いが古く南島諸

語から伝わった語集であることは間違いないので

はないだろうか。従って、アイヌ語は日本語と同

源・同系の言語といえる。

また、日本語とアイヌ語の比較結果では

表 10. 言語系統と言語名略称
語族 諸語・語派 言語名
オーストロネシア 西部マライ・ポリネシア タガログ語（フヂj沈ン中部）
語族（AN) (PHN）詩語 サマル語（7イリッピン中部）

マノポ語（7イリヮピン南部）
マライ語｛マレーシア、シンカ．ホ．ー，~

、プ，~ネイ、インドネシア）
（インドネシア語派） インドネシア語｛＝マライ語）

ジャワ語（インドネシア・ジャワ島）
イロカノ語（7イリッヒ．ン北部）
カガヤネン語｛フイリッピン中部）
イスネグ語｛フイリッピン北部）
イパタン語（7イリッピン北部）
チャモ口語｛グアム・サイハ。ン・マ＇）7ナ）
トパ・パタク語〈スマトラ島北部）
了子工語（λマトラ島北部）
ロティ語｛子モー，~島南）
ヤーベンE酌 1°7'7ニューギニ7東）

マフイボリネシア語 再繕築された原形
(by Zorc) 原オーストロネシア語 再構築された原形
(by Dempwo仔り 再構築された原形

台湾諸語（TWN) アタヤJL-！~台湾北部）
セデック語｛台湾北部）
アミ語（台湾南島都）
ヤミ語｛台湾南島部）
パイワン語｛台湾南島都）
ブヌン語｛台湾中部）

カナカナ語ブ｛台語湾（台中湾中部）
ツォウ 部）

メフネシア誇派（MEυ 中央カロリン語（ミウロネシ7)
ヤップ語（ミヲロネシ7)
モトウ語（ハ＂7"7ニューギニ7)
ボグ－a~ハ＂i7ニューギニ7)

｜ホリネシア語派（POL)マオリ語｛ニュシ．ラント）
ハワイ語｛ハワイ諸島）
サモア語（南太平洋サモア諸島）
タヒチ誇（ポリネシア）
フィジー語｛メラネシ7)
トンガ語（トンカ．島）

｜原ポリネシア諮 再構成された原形
アルタイ語族 アルタイ諸語

モンゴル諸語（MO) モンゴル語
ツングース諸語｛TU) 満州語

朝鮮語
高麗語
ナナイ語
オロチヨン語

日本籍 沖縄語
八重山群島語
鹿児島方言
日本古代語

－日本語とアイヌ語

同源判定毅 0 49/122 比率 0.402 

t=3.02 

同源判定叡ム＋o671122 0.549 

t=1.99 

であり、スワディッシュの分離年代式に当ては

めた分離年代推定値は 3.0千年から2.0千年前

となる。縄文末期から弥生中期に相当する値であ

るが、共通祖語としての縄文語がどのようなもの

豆亙2.&立がこの結果から見えてきて、アイヌ語

としても古く正当な言葉であろうアイヌ語地名用

語による各地のアイヌ語地名などが縄文地名とし

て意味のあるものに改めて思える。
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5.まとめ

我が国の日本語系統研究を通じて、古文献を基

にした系統研究では限界があり、時間および地域

尺度を広げた系統的な基礎語集による比較言語学

の成果が、始めて日本語系統を明らかにできる。

スワデッシユの基礎語集100語において上記の

調査結果はどちらも南島諸語〈オウストロネシア

語族〉と親族関係を示すものであり、担玄室歪毘

祖とする言語であることを示している。分離年代

ち無難な値と思える。南島詰語は太平洋の広範囲

をカバーし、インドネシア語派からメラネシア語

派、ポリネシア語派とに分かれてき疋ことを示し

ているが、音韻的な特徴からは日本語はポリネシ

ア語に近く、アイヌ語はより古い、インドネシア

語に近いように思える。日本語の揚合、弥生時代

以降のアルタイ諸語などとの言語接触により音韻

的にち変化が大きかったのではないだろうか。

日本語の語源解釈の新たな視点として、語幹（語

根）のもとに形成されている単語群を語家族語と

して男る方法がある。アイヌ語1｝縄文語を保奇し

ていると考えると、日本語語源研究にも新たな展

開が期待できる。

たとえば、 akを語幹（語根）とする語家族語

に、「開 0フ〉く」、「明るい」、「赤」、「曙」、「暁」、

「執」などとあり、言葉の形成されていった様子

参考文献：

[ 1 J永田良茂「縄文語による地名語源の解釈」

人文科学とデータベース第9回公開シンポ ’03/12

[2］永田良茂「百名山からの縄文地名解釈」

人文科学とデータベース第10回公開シンポ’04/12

[3］永田良茂「川地名に関する人体語例ーアイヌ ・縄文

語の立場からー」語源研究No.44 ’06/03 

[4］永田良茂「縄文地名の獄詞地名例ーアイヌ・縄文語

の立場から－J /1 No.43 ’05/03 

[5］永田良茂「縄文地名の証明方法と場所特定の地名用

語例 11 No.42 ’04/03 

[6］芝丞 「日本語の起源から見た御々 の系統」

語源研究No.44 ’06/03 

[7］ハンドルネーム、ロゼッタストーン ホームページ

「学問の部屋」 ’04/05~’05/02 

[8］村山七i:m，大林太郎日本語の起源弘文堂 '73/04

[9］服部四郎日本語の系統岩波書店 ’59/01 

を推定できるが、アイヌ語にはこの語幹語 akの

南島語的な前鼻音化されだ

mak：奥／どこ（疑問詞〉 maka：開ける

などと意味の重なる同源語であることが分かる。

大森貝塚を発見し縄文文化の提唱者であっ疋E.

モースは貝塚の中に人骨が混入していたことを重

大視して、それまでの日本人論のアイヌ説に対し

て、プレアイヌ説をとなえたが日本語「飢え（る〉」

はアイヌ語から見れば (u-e：おEいを食べる〉

であり、縄文時代からの語源と知ることが出来る。

ま疋、その派生語

wen：悪い（くue-un：飢え （の状態〉がある〉

であり、日本語「悪し」ちこの仲間ではないだろ

うか。

悪し warusi/warosi/asi 

<ue-ruy-usi：飢えがいつも烈しい

まだ、反対の言葉「良し」は

良しくi-o-usi：獲物がいつも多い

など、アイヌ語を介せば元の語源を意昧してい

るように思える。

ホームページ「学問の部屋」のデータ使用を快

＜ご許司いだだいだロゼッタストーンさんに深く

お礼を述べさせていただきたい。

[1 OJ村山七郎国語学の限界弘文堂 '75パ2

[ 11 J村山七郎日本語の研究方法 弘文堂 '74/10 

[12］村山七郎 アイヌ語の起源 三一書房’92/04

[13］泉井久之悶マライ・ポリネシア諸語弘文堂

’75/07 

[14］富岡伯人［編］ 言語人類学を学15i人のだめに

世界思想社 ’96/09 

[15）片山龍峰日本語とアイヌ語 すずさわ書店’97/02

[16］鈴木健 縄文語からヤマト語ヘ茨城大学生協

’05/03 

[17）知里真志保地名アイヌ語小辞典

北海道出版企画t'.19-

[18］萱野茂 アイヌ語辞典 三省堂

’56/09 

'96/07 

[19）田村すす子 アイヌ語沙流方言辞典 草風箆’96/09

[20］ホームページ 台湾語「台湾語のページ」

[21 J黒崎久臼本語起源論牧野出版 ’ア7/04

a
4
 

n
i
 



・公開シンポジウム「人文科学とデータベース」 1995年プログラム

1995年 12月25日（月曜日）、 26日（火曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

古地震データと活断層（pp.1-4)

寒川旭（通産省地質調査所）

特別講演

一般講演

Intelligent Padシステムを用いた歴史学研究支援データベースの構築（pp.5・12)

赤石美奈・中谷広正・伊東幸宏・阿部圭一・田村貞雄（静岡大学）

4次元歴史空間システムにおける地理情報処理について（pp.13-18)

小林努・加藤常員・小沢一雅（大阪電気通信大学）

視点に依存する属性付け機構をもっ木簡研究支援システム

ー構造化型データベースの概念一（pp.19”28)

森下淳也（姫路濁協大学）・上島紳ー（関西大学）・大月一弘（神戸大学）

古典籍と JIS漢字

ーテキストの本文校正とのかんけいについて一（pp.29・36)

嘗山日出夫（花園大学）

手書き文字時系列筆跡パターンのー解析と今後の計画（pp.37・42)

東山孝生・山中由紀子・津田紳ー・中川正樹（東京農工大学）

絵画 DBとイメージ検索

一浮世絵の線画表現とデータ圧縮効果一（pp.43-48)

漬裕光・志賀直人（大阪市立大学）

画像データベースの自然言語インターフェースについて（pp.49・54)

伊東幸宏・中谷広正（静岡大学）

多視点距離データを用いた 3次元形状モデリング（pp.55・60)

横矢直和（奈良先端科学技術大学院大学）・増田健（電子技術総合研究所）

ハイパーメディア・コーパスの構築と言語教育への応用について（pp.61・66)

上村隆一（福岡工業大学）

「歌物語」語葉の数量的分析と研究（pp.67・74)

西端幸雄（大阪樟蔭女子大学）

高次辞書データベースのための語藁知識自動獲得システム（pp.75-82)

亀田弘之（東京工科大学）・藤崎博也（東京理科大学）

社会調査結果の視覚化データベース（pp.83-88)

吉田光雄（大阪大学）

「間Jに関するデータベースの構築（pp.89・98)

中村敏枝（大阪大学）

方言音声データベースの作成と利用に関する研究（pp.99・104)

田原広史・江川清・杉藤美代子・板橋秀一（大阪樟蔭女子大学）
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・第2回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1996年 12月21日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

三浦梅園の主著『玄語』のデータベース化と解読の試み

一江戸時代のハイパーテキストを読み解く一（pp.1-10)

赤星哲也（日本文理大学）・北林達也（三浦梅園研究所）

江戸図データベースの作成と今後の課題（pp.11・22)

黒川隆夫（京都工芸繊維大学）

一般講演

Shape from motionを応用した什器類の立体データ作成（pp.23-34)

中島重義・岡本次郎・漬裕光・細川省一（大阪市立大学）

古地図に描かれた内容のデータベース化の試み（pp.35・44)

出田和久・正木久仁・小方登・山近博義（奈良女子大学）

考古学のためのデータベースシステム（pp.45・54)

宝珍輝尚・中田充・白井治彦・都司達夫（福井大学）

インターネット・イントラネットにまたがる分散型図書館目録データベースの構築と運用

(pp.55・56)

芝勝徳、（神戸市外国語大学）

音楽における印象語検索システムの開発とその有用性（pp.57・66)

原田章・吉田光雄（大阪大学）

『方言認知地図』プログラムと統計処理地図（pp.67-78)

ダニエル・ロング（大阪樟蔭女子大学）
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・第 3回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1997年 12月20日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

「邪馬台国大和説を科学する」

倭人社会と卑弥呼の王権（pp.1-10)

吉田晶（岡山大学名誉教授）

前方後円墳成立の歴史的意義

ー 『邪馬台国時代』における首長と農民層の共同幻想一（pp.11・17)

広瀬和雄（奈良女子大学）

一般講演

歴史学研究支援システムの構築（pp.19・30)

三浦崇・ 伊東幸宏・小西達裕・田村貞雄（静岡大学）・ 赤石美奈（北海道大学）

中谷広正・阿部圭一（静岡大学）

地理情報を利用した遺物データベースシステムについて一（pp.31-38)

宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）・河合秀夫（大阪電気通信大学）

木簡研究支援データベースとシステム

一知見と仮説に基づく再構造化一（pp.39-46)

森下淳也・大月一弘（神戸大学）・上島紳ー（関西大学）・大庭惰（皇皐館大皐）

杉山武司（姫路濁協大学）

短編推理小説の論理構造の分析（pp.47-54)

西島恵介・神山文子・藤田米春（大分大学）

形状分析ツールの開発とその応用

一浮世絵に描かれた役者の同定と分類一（pp.55・64)

モハメド・アミラン・ブイヤン・阿古弥寿章・漬裕光（大阪市立大学） ・松平進（甲南女子大

学）

3次元形状入力へのおさそい

一人文科学の道具としてー（pp.65-72)

漬裕光（大阪市立大学）

技術紹介
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園第4回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJプログラム

1998年 12月9日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

邪馬台国は北九州甘木市付近にあった（pp.1・22)

安本美典（産業能率大学）

選挙研究とデータベース（pp.23-24)

三宅一郎（関西大学）

特別講演

一般講演

中期インド・アリアン聖典のデータベース（pp.25-34)

逢坂雄美・山崎守一（仙台電波工業高等専門学校）・宮尾正大（室蘭工業大学）

高地性集落遺跡データベースからみた弥生時代の情報通信（pp.35・42)

加藤常員（大阪電気通信大学）

データベース倫理について（pp.43-52)

江津義典（関西大学）

階層構造グラフによるデータモデルの適用例：木簡データベース（pp.53・59)

杉山武司（姫路濁協大学）・森下淳也・大月一弘（神戸大学）・上島紳ー（関西大学）

遺物破片の計測

一照度差ステレオ計測装置の製作と計測一（pp.61・70)

結城宏和・宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）・河合秀夫（大阪電気通信大学）

技術紹介

地場工芸品立体展示システム

一人文科学の道具として一（pp.71-78)

橋本隆之・青木功介・釣裕美（インテツクシステム研究所）
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・第5回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJプログラム

1999年 12月18目（土曜日） 関西大学総合情報学部

招待講演

顔の認知研究における顔データベースの利用（pp.1・10)

加藤隆（関西大学）

Recent Research on Paleolithic Arts in Europe and the Multimedia Database (pp.11・22)

Cesar Gonzalez, Roberto Cacho Toca (University of Cantabria, Spain) 

一般講演

Photo VR考古資料データベース『北スペインの旧石器洞窟美術』

一日本・スペイン産学共同プロジェクトの実現と諸問題一（pp.23・34)

深沢武雄（テクネ）

バーチャルリアリティによる遺物探訪 3D Archaeo・Copter(pp.35-38) 

中村健・小沢一雅（大阪電気通信大学）

照度差ステレオ法を用いた遺物の表裏形状の計測（pp.39-46)

結城宏和・宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）

文字データベースのための文書の構造化と意味管理（pp.47-58)

横田一正・三宅忠明 ・国島丈生（岡山県立大学）

劉激江（岡山理科大学）・田槙明子（リョービシステムサービス）

相対インテ守ツクス法を使った文構造分析（pp.59・66)

雄山真弓・岡田孝・黒崎茂樹（関西学院大学）

仮想電子辞書システムの設計と構築（pp.67-78)

芳野学・都司達夫・宝珍輝尚（福井大学）
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・第6回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJプログラム

2000年 12月20目（土曜日） 静岡大学情報学部

特別講演

「ええじゃないかJ研究を振り返って（pp.1・2)

田村貞雄（静岡大学）

一般講演

文化資源情報における TopicMapの適用と評価

一『源氏物語』画像DBを使ったモデ、ル作成の試み一（pp.3・10)

長瀬真理（静岡大学）

文字冗長度による日本文学分析（pp.11-16)

福田宏（静岡県立大学）・山下泰弘（科学技術振興事業団）・勝矢光昭（静岡県立大学）

広領域分野資料の横断的アーカイフ、論に関する基礎研究（pp.17-26)

八重樫純樹（静岡大学）

ジャイナ教聖典のデータベース

一特殊フォントで表現されたデータの PDF一（pp.27-34)

逢坂雄美（仙台電波工業高等専門学校）

パスカルデータベースシステム（ 1) (pp.35・42)

白石修二（福岡大学）

吾妻鏡データベースの構築（pp.43・52)

安道百合子（国文学研究資料館）

全国遺跡データベースの構築（pp.53・62)

森本晋（奈良国立文化財研究所）

地理情報システムを用いた城下町の復元的研究

一彦根城下善利組足軽屋敷地図を中心として一（pp.53-72)

生方美菜子・漬崎一志（滋賀県立大学）

考古学データベースにおける検索エンジンの研究（pp.73・80)

三浦宙明・小沢一雅（大阪電気通信大学）
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園第7回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2001年 11月 17目（土曜日） 関西学院大学情報メディア教育センター

特別講演

感性情報研究の動向とデータベース（pp.3-10)

井口征士（大阪大学基礎工学部）

一般講演

広重の版画と江漢作らしい油絵

一二つの「東海道五十三次Jについて一（pp.11・27)

荒木啓介（科学技術振興事業団） 資料提供、大畠洋一（東海道研究家）

古文書文字列に対するキャラクタスポッテイングt(pp.29-38)

橋本智広・梅田三千雄（大阪電気通信大学）

日商簿記検定問題の電子化（pp.39-46)

福田宏・小津稚加子（静岡県立大学）

米国におけるテレビニュースデータベース構築の歴史的・法的経緯と現状について

魚住真司（関西外国語大学）

画像・音声の超高再現性 PCの開発（pp.51’63)

片岡裕（大谷大学）

全国遺跡データベースの構築 2001年度の動向（pp.65・68)

森本晋（奈良文化財研究所）

日本語キエルケゴール文献データベース（pp.69・72)

平林孝裕・橋本淳（関西学院大学）

前方後円墳データベース検索システムと地理情報処理（pp.73・80)

西上昌治・小津一雅（大阪電気通信大学）

員類のマルチメディアデータベースの構築（pp.81-88)

高田茂樹 ・雄山真弓（関西学院大学）
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・第8回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2002年 12月21目（土曜日） 帝塚山大学

特別講演

・空間コンテンツの検索とプレゼンテーション

田中克巳（京都大学）

自由論題報告

・尾張藩士・朝日文左衛門の生活行動空間

GISを用いた『鶏鵡龍中記』の分析一

村田祐介（名古屋大学研究生）

• 3次元空間を共有するマルチユーザcscw環境と

仮想考古遺跡ウォークスルーへの応用

坂田義則（立命館大学院生）・八村広三郎（立命館大学）

SYMPOSIUM“人文科学における空間情報の利用”

I.古地図・衛星画像の分析と利用

・高精細絵図画像データの利活用 一阿波国絵図・徳島城下絵図を例に一

平井松午（徳島大学）

－分散型 GIS「GLOBALBASE」の実装

森洋久（国際日本文化研究センター）

II.考古学における GIS利用

・古環境復原のための考古学情報クリアリングハウスの構築

-Java ScriptとDynamicHTMLを使用して一

河野一隆（九州国立博物館（仮称）設立準備室）・塚本敏夫 （元興寺文化財研究所）・

魚津知克（大手前大学）

・平安京における空間情報システムの整備と条坊復原

宮原健吾（京都市埋蔵文化財研究所）・内田賢二（ライカジオシステムズ）

・中世都市の景観と構造

鋤柄俊夫 （同志社大学）
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・第9回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2003年 12月20目（土曜日） 大阪工業大学情報科学部

特別講演テーマ：著作権

－他人の著作権を侵さないために 一法律的視点からディジタル著作権
岡村久道（英知法律事務所弁護士）

－自分の著作権を守るために 一技術的視点から
佐野睦夫（大阪工業大学）

一般講演

－コンビュータグラフィックスを用いた花型学習システム
三原比日美，西尾孝治，小堀研一（大阪工業大学）

－デジタルアーカイブとデータベース構築
清水宏一，山口豊博（京都デジタルアーカイブ研究センター）

－絵巻物を利用した心理検査支援システム
池田瑞穂，雄山真弓 （関西学院大学）

－浮世絵を通してみた江戸時代女性の人体表現について
森下あおい（成安造形大学），黒川隆夫（京都工芸繊維大学大学院）

．縄文語による地名語源の解釈一山名の例を中心に一
永田良茂

・奈文研航空写真検索システム（NARS）について
森本晋（独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所）

．兼永本古事記・出雲国風土記データベースの構築
松本智子（国文学研究資料館研究情報部）

－心理学入門の Web自習教材として項目反応理論を適用した項目プール（データベース）の開発
田崎美弥子（東京理科大学）

－感性に基づく動画検索について
井田俊博（福井大学大学院），宝珍輝尚（大阪府立大学），都司達夫，樋口健（福井大学）
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・第 10回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2004年 12月18目（土曜日） 大阪府立大学総合科学部数理・情報科学科

特別講演

・考古学データベースとXM L・・・
八重樫純樹（静岡大学）

招待講演

－中世の国際都市堺・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・lI 
績伸一郎（堺市立埋蔵文化財センター）

一般講演

地名分析および考古学データ表現

・百名山からの縄文地名解釈・.........................................................17 
永田良茂

・遺跡と遺物・遺構表示の階層性に関する一考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 
宝珍輝尚（大阪府立大学）

人文科学と柔構造データベース

・考古学情報のXML記述とデータベースシステム～データ統合と横断検索へのXSL Tの利用

小笠原和慶、八重樫純樹（静岡大学）

－柔軟な構造を持つデータベース管理システムを用いた万葉集検索システムの構築法・・・・・・・33
中田充（山口大学）

前方後円墳データ分析

－前方後円墳の築造と方位観念・社会的背景の復元にかんするデータベースの活用・・・・・・・・・ 43
北保芳隆（東海大学）

－前方後円墳の墳形計測と築造企画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 
小沢一雅 （大阪電通大学）
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・第 11回公開シンポジウム「人文科学とデータベースj プログラム

2005年 12月3目（土曜日） 大阪樟蔭女子大学学芸学部（小阪キャンパス）

国文学と非文字資料

特別講演

・古典芸能研究におけるデジタルアーカイブの効用

赤間亮（立命館大学）

一般講演

・「言語地図作成方法の変遷-GISソフトの導入と展開－J

鳥谷善史・田原広史（大阪樟蔭女子大学）

・「立地分析のための分布地図表現一分布地図作成支援システムの構築－J

中島高司・加藤常員（大阪電気通信大学）

・「人文科学のための地理情報・資源共有化システム・プロジェクトJ

石川正敏（東京農工大学），川西陽一（京都大学），奥村英史（ヒューマンオーク），

原正一郎（国文学研究資料館），桶谷猪久夫（大阪国際大学），貴志俊彦（島根県立大学），

村尾義和（島根県立大学），柴山 守（京都大学）

・「40-GISによる遺跡空間データベースの構築と先史文化生態解析J

津村宏臣（同志社大学）

・「国書古典籍中の挿絵・絵本に描かれた実在キャラクター達の存在意義

一情報学から文学論へのエチュードとして－J

相田 満（国文学研究資料館）

・「浮世絵と写真に基づく幕末から明治に至る女性の形態の定量的考察」

森下あおい（滋賀県立大学），黒川隆夫（京都工芸繊維大学）

・「嵯峨本『伊勢物語』の木活字及び組版分析モデルに関する報告J

津田光弘（イパレット／奈良女子大学），鈴木広光（奈良女子大学）

・「色彩のデジタル化の諸問題一日本文学作品画像データベースと色彩－J

嘗山日出夫（花園大学）

・「万葉集校本データベースから古字書データベースへJ

西端幸雄（大阪樟蔭女子大学），鈴木柴一（万葉情報システム調査会）

・「古今集データベースによる歌語の視覚化」

山元啓史（オーストラリア国立大学）

・「PDFファイルを用いた歴史的資料のデ、ジタル化とデータベースの試作」

竹内さおり・白川l哲郎（大阪樟謹女子大学）

・「階層に基づく遺物データベースシステム」

宝珍輝尚（大阪府立大学）
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主催：第 12回公開シンポジウム

実行委員会

後援：人文系データベース協議会

委員長：中村敏枝（大阪大学）

委員：江津義典（関西大学）

深海悟（大阪工業大学）

議長：小沢一雅 （大阪電気通信大学）

加藤常員（大阪電気通信大学）

小森政嗣（大阪電気通信大学）
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江津義典 （関西大学）

及川昭文 （総合研究大学院大学）

雄山真弓 （関西学院大学）
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川口 洋 （帝塚山大学）

柴 山 守 （大阪市立大学）
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